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は　じ　め　に

志 木 市 教 育 委 員 会
教育政策部長　土岐　隆一

　ここに刊行する『中道遺跡第 76地点　城山遺跡第 91①地点　西原大塚遺跡第 211 地点埋
蔵文化財発掘調査報告書』は、平成 28・29年度に受託事業として、教育委員会が発掘調査
を実施した成果をまとめたものです。
　現在、市内には、14カ所の埋蔵文化財包蔵地が登録されています。これらの埋蔵文化財は
私たちの祖先が残してきた貴重な文化遺産であり、私たちはこれを大切に保護し後世に伝え
ていく使命があります。
　さて、今回報告する調査地点の概要について触れてみることにします。
　まず、中道遺跡では、第 76地点の調査により、縄文時代、平安時代の住居跡、中・近世の
土坑・溝跡・ピットが多く発見されました。特に 35号溝跡は、上幅２ｍ・下幅１ｍ・深さ１
ｍ以上という規模をもち、約 13ｍにわたっていることが確認され、この地に中世の館跡が
あった可能性を示唆しているものと考えられ、今後の調査によって明らかにされるものと期
待しております。
　次に城山遺跡では、第 91①地点の調査が実施され、縄文時代の炉穴、古墳時代後期の住居
跡、中・近世の土坑・溝跡などが発見されました。中でも、古墳時代後期の住居跡４軒のう
ちの 297 号住居跡は、６世紀初め頃の時期のものですが、およそ 150 年後の７世紀中頃に住
居の中央付近に大量の土器を廃棄した状況が確認でき、とても貴重な発見につながりました。
志木市の古墳時代では、最も人工密度が高かった城山遺跡ならではの現象であり、300 年以上
の間集落が安定して営まれていた証拠とも言えるでしょう。
　最後に西原大塚遺跡ですが、これまでに縄文時代中期の住居跡が約 180 軒、弥生時代後期
から古墳時代前期の住居跡が約 600 軒発見されており、二つの時代に大きな集落が営まれて
いたことが判明しています。今回の第 211 地点では、縄文時代の溝跡、弥生時代後期から古
墳時代前期の住居跡２軒などが発見されました。
　このように、今回の調査においても本市の歴史を知る上で欠くことのできない貴重な資料
を得ることができました。この成果が郷土史研究をはじめ、多くの人々に幅広く活用される
ことを切に願っております。
　最後になりましたが、本書の刊行にあたり、格別のご理解とご協力を頂いた事業主体者や
土地所有者、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者に対し、
心から感謝申し上げる次第です。





例　　言

１．本書は、平成28・29年度に発掘調査を実施した、埼玉県志木市に所在する中道遺跡第76地点、城
山遺跡第91①地点、西原大塚遺跡第211地点の発掘調査報告書である。
２．発掘作業及び整理作業は､ 以下の土木工事主体者から委託を受け志木市教育委員会が受託事業とし
て実施した。
　　中道遺跡第76地点：個人
　　城山遺跡第91①地点：個人
　　西原大塚遺跡第211地点：個人
３．本書の作成において、編集は尾形則敏が行い、執筆は下記以外を尾形が行った。なお、中世以降の
遺物については、野澤均氏にご教示を頂いた。
　　大久保　聡　第４章、第５章第３節
　　深 井 恵 子　第２章第５節の遺構、第３章第４・５節の遺構
　　青 木 　 修　第２・３章第３節・第６節の縄文土器
４．遺物の実測は、星野恵美子・鈴木浩子・松浦恵子・増田千春・林ゆき子が行った。遺構・遺物のデ
ジタルトレースは深井恵子・青木　修が行った。写真撮影は青木が行った。
５．本書に掲載した中道遺跡第76地点・城山遺跡第91①地点・西原大塚遺跡第211地点の石器につい
ては、有限会社アルケーリサーチ（取締役社長　藤波啓容）に実測を委託した。
６．自然科学分析については、株式会社パレオ・ラボ（代表取締役　中村賢太郎）に委託した。
７．城山遺跡第91①地点・西原大塚遺跡第211地点における基準点測量については、株式会社東京航
業研究所（代表取締役　中本直士）に委託した。
８．発掘作業における表土剥ぎ作業については、株式会社大塚屋商店（代表取締役　綱島正人）に委託
した。
９．本報告に係る出土品及び記録図面・写真等は、志木市立埋蔵文化財保管センターで一括して保管し
ている。
10．調査組織（平成29年度）
調 査 主 体 者  志木市教育委員会
教 育 長  尾 崎 健 市（～平成29年10月）
教 育 政 策 部 長  土 岐 隆 一
生 涯 学 習 課 長  小日向啓和
生 涯 学 習 課 主 幹  佐野由美子
生 涯 学 習 課 主 査  浅 見 千 穂
　 〃 　  尾 形 則 敏
　 〃 　  武井香代子
生 涯 学 習 課 主 任  松永真知子
　 〃 　  德 留 彰 紀
　 〃 　  大久保　聡



志木市文化財保護審議会  井 上 國 夫（会長）
　 〃 　  高 橋 　 豊（委員）
　 〃 　  上 野 守 嘉（委員）
　 〃 　  深 瀬 　 克（委員）
　 〃 　  新 田 泰 男（委員）（平成29年５月～）

11．発掘作業及び整理作業参加者
〈中道遺跡第76地点〉
　○発掘作業
　　調 査 担 当 者  尾 形 則 敏・德 留 彰 紀
　　調 査 員  深 井 恵 子・青 木 　 修
　　調 査 補 助 員  星野恵美子・鈴 木 浩 子
　　協 力 員  池野谷有紀・小 林 　 律・成田しのぶ・二階堂美知子・埜村美佐子・
  林　ゆき子・増 田 千 春・松 浦 恵 子・ 村田浩美
　　重機オペレータ  田中三二 （株式会社大塚屋商店）
　○整理作業
　　調 査 員  深 井 恵 子・青 木 　 修
　　調 査 補 助 員  星野恵美子・鈴 木 浩 子
　　作 業 員  二階堂美知子・林　ゆき子・増 田 千 春・松 浦 恵 子・ 村田浩美・
  山 口 優 子
〈城山遺跡第91①地点〉
　○発掘調査
　　調 査 担 当 者  尾 形 則 敏・德 留 彰 紀
　　調 査 員  深 井 恵 子
　　調 査 補 助 員  鈴 木 浩 子・星野恵美子
　　協 力 員  池野谷有紀・小 林 　 律・成田しのぶ・二階堂美知子・林　ゆき子・
  増 田 千 春・松 浦 恵 子・ 村田浩美
　　重機オペレータ  田 中 三 二（株式会社大塚屋商店）
　○整理作業
　　調 査 員  深 井 恵 子・青 木 　 修
　　調 査 補 助 員  鈴 木 浩 子・星野恵美子
　　作 業 員  池野谷有紀・二階堂美知子・林　ゆき子・増 田 千 春・松 浦 恵 子・
  村 田 浩 美・山 口 優 子
〈西原大塚遺跡第211地点〉
　○発掘調査
　　調 査 担 当 者  尾 形 則 敏・德 留 彰 紀・大久保　聡
　　調 査 員  深 井 恵 子
　　調 査 補 助 員  鈴 木 浩 子 
　　作 業 員  池野谷有紀・二階堂美知子・林　ゆき子・増 田 千 春・松 浦 恵 子・



  村 田 浩 美
　　重機オペレータ  田 中 三 二（株式会社大塚屋商店）
　○整理作業
　　調 査 員  深 井 恵 子・青 木 　 修
　　調 査 補 助 員  星野恵美子
　　作 業 員  池野谷有紀・林　ゆき子・松 浦 恵 子 ・ 村 田 浩 美
12．各遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成には、以下の諸機関・諸氏のご教示・ご援助を賜っ
た。記して感謝する次第である（敬称略）。
　 埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課・（公財）埼玉県埋蔵文化財調査事業団・朝霞市教育委
員会・朝霞市博物館・新座市教育委員会・和光市教育委員会・富士見市教育委員会・富士見市立水子
貝塚資料館
　江 原 　 順・加 藤 秀 之・川 畑 隼 人・隈 本 健 介・小 出 輝 雄・斉 藤 　 純・齋 藤 欣 延・
　斯 波 　 治・鈴 木 一 郎・照 林 敏 郎・中 岡 貴 裕・野 沢 　 均・早 坂 廣 人・堀 　 善 之・
　前 田 秀 則・松 本 富 雄・柳 井 章 宏・山 本 　 龍・和 田 晋 治・渡 辺 邦 仁
13．本報告に係る文化財保護法に基づく各種届出等及び指示通知については、下記の通りである。
〈中道遺跡第76地点〉
　○周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について（通知）
　　平成28年５月16日付け　教生文第５－681号
　○埋蔵物の文化財認定について（通知）
　　平成29年２月22日付け　教生文第７－103号
〈城山遺跡第91①地点〉
　○周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について（通知）
　　平成28年９月21日付け　教生文第５－959号
　○埋蔵物の文化財認定について（通知）
　　平成29年３月31日付け　教生文第７－215号
〈西原大塚遺跡第211地点〉
　○周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について（通知）
　　平成29年５月19日付け　教生文第５－62号
　○埋蔵物の文化財認定について（通知）
　　平成29年10月30日付け　教生文第７－76号



凡　　例

１．本報告書で使用した地図は以下のとおりである。
　　第１図　　　　　　 1：10,000「志木市全図」アジア航測株式会社調製
　　第２・37・59図　　1：2,500　 ゼンリン電子住宅地図　デジタウン「埼玉県志木市」平成27年４

月発行　株式会社ゼンリン
２．挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。
３．遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。
４．ピット・掘り込み内の数値　は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位は㎝である。また、
同一遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピットと思われるものには、数値を省略した。
５．遺構挿図版中のドットは遺物出土位置を示すが、遺物が密集する場合は個体別にドットマークを換
えて表示した。番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。
６．挿図版中のスクリーントーンについては、各挿図版内に内容を示した。
７．土器一覧表「法量」項中にある表記については、以下のとおりである。また、現存値は［　］、推
定値は（　）を付した。
　　高：器高　　口：口径　　底：底径　　径：胴部最大径　　厚：器厚
８．遺構の略記号は、以下のとおりである。
　　Ｊ＝縄文時代の住居跡　　Ｙ＝弥生時代後期～古墳時代前期の住居跡　
　　Ｈ＝古墳時代～平安時代の住居跡　　ＦＰ＝炉穴　　Ｄ＝土坑　　Ｍ＝溝跡　　Ｐ＝ピット
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第１章　遺跡の立地と環境

第１節　市域の地形と遺跡

（１）地理的環境と遺跡分布
　志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北4.71㎞、東西4.73㎞の広がりをもち、面
積は9.05㎢（註1）、人口約７万５千人の自然と文化の調和する都市である。
　地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川（旧入間川）の形成した沖積低地が拡が
り、市域西部の本町・柏町・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、
市内には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部から中央に新河岸川と合流
する柳瀬川の３本の川が流れている。
　こうした自然環境の中で、市内遺跡の大部分は、柳瀬川・新河岸川右岸流域の台地縁辺部に帯状に分
布している。遺跡は柳瀬川上流から順に、西

にしはらおおつか

原大塚遺跡（７）、新
あらやしき

邸遺跡（８）、中
なかみち

道遺跡（５）、城
しろやま

山
遺跡（３）、中

な か の

野遺跡（２）、市
いちばうら

場裏遺跡（15）、田
た ご や ま

子山遺跡（10）、富
ふ じ ま え

士前遺跡（11）、大
おおはら

原遺跡（16）
と名付けられている。また、荒川・新河岸川が形成した沖積低地でも、馬

ば ん ば

場遺跡（12）、宿
しゅく

遺跡（14）、

№ 遺跡名 遺跡の規模 地　目 遺跡の種類 遺跡の時代 主な遺構 主な遺物

2 中　　　野 65,780㎡ 畑・宅地 集落跡
旧石器、縄（早～晩）、
弥（後）、古（前～後）、
平、中・近世

石器集中地点、住居跡、
土坑、井戸跡、溝跡等

石器、縄文・弥生土器、
土師器、須恵器、陶磁器
等

3 城　　　山 81,310㎡ 畑・宅地 城館跡・集落跡
旧石器、縄（草創～晩）、
弥（後）、古（前～後）、
奈・平、中・近世

石器集中地点、住居跡、
土坑、土坑墓、地下室、
井戸跡、溝跡、柏城跡関
連、鋳造関連等

石器、縄文・弥生土器、
土師器、須恵器、陶磁器、
土師質土器、古銭、鋳造
関連遺物等

5 中　　　道 52,980㎡ 畑・宅地 集落跡・墓跡
旧石器、縄（早～後）、
弥（後）、古（前～後）、
平、中・近世

石器集中地点、住居跡、
土坑、方形周溝墓、土坑
墓、地下式坑、溝跡、道
路状遺構等

石器、縄文土器、土師器、
須恵器、陶磁器、古銭、
人骨等

6 塚の山古墳 800㎡ 林 古墳？ 古　墳？ 古　墳？ なし

7 西 原 大 塚 164,455㎡ 畑・宅地 集落跡・墓跡
旧石器、縄（前～晩）、
弥（後）、古（前・後）、
奈・平、中・近世

石器集中地点、住居跡、
土坑、方形周溝墓、井戸
跡、溝跡等

石器、縄文・弥生土器、
土師器、須恵器、陶磁器、
古銭等

8 新　　　邸 20,080㎡ 畑・宅地 貝塚・集落跡・
墓跡

縄（早～中）、古（前・
後）、中・近世、近代

貝塚、住居跡、土坑、方
形周溝墓、井戸跡、溝跡、
段切状遺構、ピット群等

石器、貝、縄文・弥生土
器、土師器、陶磁器、古
銭等

9 城 山 貝 塚 900㎡ 林 貝　塚 縄（前） 斜面貝塚 石器、縄文土器、貝

10 田　子　山 74,030㎡ 畑・宅地 集落跡・墓跡
縄（草創～晩）、弥（後）、
古（後）、奈・平、
中・近世、近代

住居跡、土坑、方形・円
形周溝墓、ローム採掘遺
構、溝跡等

縄文・弥生土器、土師器、
須恵器、陶磁器、炭化種
子等

11 富　士　前 14,168㎡ 宅　地 集落跡 縄文、弥（後）～古（前）、
平安、近世以降 住居跡、土坑？、溝跡？ 弥生土器、土師器

12 馬　　　場 2,800㎡ 畑 集落跡 古（前） 住居跡？ 土師器

13 関根兵庫館跡 4,900㎡ グランド 館跡 中世 不明 なし

14 宿 7,700㎡ 田 館跡 中世 溝跡・井桁状構築物 木・石製品

15 市　場　裏 13,800㎡ 宅　地 集落跡・墓跡 弥（後）～古（前）、中世
以降

住居跡・方形周溝墓・土
坑

弥生土器、土師器、土師
質土器

16 大　　　原 1,700㎡ 宅　地 不明 近世以降？ 溝跡 なし

合　　　計 505,403㎡

平成30年1月31日現在

第１表　志木市埋蔵文化財包蔵地一覧
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第１図　市域の地形と遺跡分布（1／20,000）
平成30年1月31日現在
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関
せきねひょうごやかたあと

根兵庫館跡（13）のように自然堤防上に存在する遺跡も明らかにされつつあり、将来的には新たな
遺跡が相次いで発見される可能性がある。なお、現在市内の遺跡総数は、前述した12遺跡に塚

つか　やま

の山古
墳（６）、城

しろやまかいづか

山貝塚（９）を加えた14遺跡である（第１図）。

（２）歴史的環境
　次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。

１．旧石器時代
　旧石器時代の遺跡は、柳瀬川右岸の中野・城山・中道・西原大塚遺跡で確認されている。
　中道遺跡では、昭和62（1987）年の富士見・大原線（現ユリノキ通り）の工事に伴う発掘調査によ
り、立川ローム層のⅣ層上部・Ⅵ層・Ⅶ層で文化層が確認されており、礫群、石器集中地点が検出され
ている。これにより、黒曜石製のスクレイパーやナイフ形石器、安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発
見されている。
　西原大塚遺跡では、西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査により、石器集中地点が検出されてい
る。石器集中地点は、平成６（1994）年度には２ヶ所、平成７年（1995）度には１ヶ所が検出され、
ナイフ形石器・剥片などが発見されている。
　平成11～14（1999～2002）年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点からも立川ロー
ム層の第Ⅳ層下部から、黒曜石・頁岩の石核・剥片が約60点出土している。
　また、城山遺跡では、平成13（2001）年に発掘調査が実施された第42地点から、立川ローム層の第
Ⅳ層上部と第Ⅶ層の２ヶ所で石器集中地点が検出され、黒曜石・安山岩・チャート・頁岩などの抉入石
器・剥片など32点が出土している。平成20・21年に発掘調査が実施された第62地点（道路・駐車場部
分）でも１ヶ所の石器集中地点が検出され、ナイフ形石器・剥片が出土している。
平成23（2011）年に発掘調査が実施された第71地点では、石器集中地点２ヶ所、礫群９基が検出さ
れ、特に礫群については、市内において初の発見例につながった。
　最新では、平成27（2016）年に発掘調査された中野遺跡第91⑰地点からは、礫群１基が検出された。

２．縄文時代
　縄文時代では、西原大塚遺跡を中心に中期後葉の遺跡が集中し、城山貝塚の周辺の城山遺跡からは、
前期末葉（諸磯式期）の住居跡や土器がやや多く検出される傾向にある。
　ここでは、時代の推移に従って説明することにする。まず、草創期では、平成４（1992）年に発掘
調査が実施された城山遺跡第16地点から爪形文系土器１点、平成６（1994）年に発掘調査が実施され
た城山第21地点から多縄文系土器３点、第22地点から爪形文系土器１点、平成10（1998）年に発掘
調査が実施された田子山遺跡第51地点から有茎尖頭器１点が出土している。
　早期では、遺構の検出例はまだ少ないが、住居跡として、平成18（2006）年に発掘調査が実施され
た中道遺跡第65地点で検出された早期末葉（条痕文系）の10号住居跡１軒が最古のものと言える。土
器としては、田子山遺跡で撚糸文・沈線文・条痕文系土器が出土しているが、御嶽神社を中心とする東
側でやや多く出土する傾向がある。最新資料では、平成23（2011）年に発掘調査が実施された田子山
遺跡第121地点のローム上層の遺物包含層から撚糸文系土器・石器がまとまって出土している。また、
城山・中野・田子山遺跡からは、条痕文系土器が炉穴に伴い出土している。
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　前期では、西原大塚・新邸遺跡で住居跡（黒浜式期）、城山遺跡では住居跡（諸磯式期）が検出され
ている。そのうち、新邸遺跡のものは貝層をもつ住居跡である。また、平成２年度に市指定文化財に認
定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考えられる。
　中期になると遺跡が最も増加する。特に、中期中葉から後葉の勝坂式～加曽利Ｅ式期にはその傾向が
強くなり、中野・城山・中道・西原大塚・田子山遺跡で住居跡を中心に土坑が検出されている。特に西
原大塚遺跡では、現時点で180軒以上の住居跡が環状に配置していることが判明しつつある。中期末葉
からは遺跡が減少し、現在のところ西原大塚遺跡から敷石をもつ54号住居跡１軒が確認されているが、
中道遺跡からは平成７（2006）年に発掘調査された第39地点の７号住居跡と本報告の第76地点の12
号住居跡が加曽利ＥⅣ式の住居跡である。
　後期では、西原大塚遺跡から堀之内式期の住居跡１軒と加曽利Ｂ式期の住居跡１軒、遺物集中地点
１ヶ所、平成25（2013）年度に発掘調査が実施された中野遺跡第85地点からは、称名寺式期の市内初
の柄鏡形住居（敷石住居）１軒が検出されている。また、その他の遺構としては、平成６（1994）年
に発掘調査が実施された田子山遺跡第31地点で、土坑１基が検出され、称名寺式期の土器が出土して
いる。最新資料として、平成26（2015）年に発掘調査された西原大塚遺跡第204地点や平成27・28
（2016・2017）年に発掘調査された中野遺跡第91地点から、包含層出土遺物として、縄文時代後期
（称名寺式～堀之内式期）の遺物が比較的まとまって出土している。
　晩期では、中野・田子山遺跡から安行ⅢＣ式・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降市
内では弥生時代後期まで空白の時代となる。

３．弥生時代～古墳時代前期
　弥生時代では、現時点において、前・中期の遺跡は検出されていないが、後期末葉から古墳時代前期
と考えられる遺跡が数多く検出されている。中でも、平成６（1994）年に発掘調査が実施された田子
山遺跡第31地点の21号住居跡は後期中葉に比定される可能性があり、その住居跡からは、多数の土器
をはじめ、大量の炭化種子（イネ・アワ・ダイズなど）、炭化材が出土し、当時の食糧事情を考える上
で重要である。富士前遺跡では、『志木市史』にも掲載されているが、不時の発見に伴い、籠目痕をも
つ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。
　西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が約600軒確認されており、市内最大
の集落跡であることが判明している。特に、122号住居跡からは全国的にも稀な「イヌ」を象ったと思
われる動物形土製品が出土している。平成24（2012）年に発掘調査が実施された第179地点からは、
遺存状態は良好ではないが、市内初の銅釧が出土している。
　昭和62（1987）年以降、西原大塚・田子山・市場裏遺跡の３遺跡において、方形周溝墓が検出され
てきたが、最新では、平成15（2003）年に発掘調査が実施された新邸遺跡第８地点と平成18（2006）
年に実施された中道遺跡第65地点でも、それぞれ１基が確認されている。これにより当時の墓域が、
集落と単位的なまとまりをもって存在することが明らかになってきたと言えるであろう。
　市内で最も多く方形周溝墓が検出されている西原大塚遺跡では、10号方形周溝墓の溝底から一括出
土した中に畿内系の庄内式の長脚高坏が出土していることに注目される。また、平成11（1999）年に
発掘調査が実施された西原大塚遺跡第45地点では、一辺20ｍを超える市内最大規模の17号方形周溝墓
が発見され、この方形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形土製品をはじめ、畿内系の有段口縁壷、吉ヶ谷式
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系の壷、在地系の壷などと大きく畿内・比企地域・在地の３要素の特徴を示す壷が出土している。こう
した地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにされたことで、当地域の弥生時代後期から古墳時代前期
の歴史を紐解く手がかりになったことは重要である。
　最新資料として、平成27（2016）年に発掘調査された中野遺跡第91地点から、市内最古と考えられ
る弥生時代後期の久ヶ原式土器を出土する住居跡が発見されている。
　なお、以上のうち、西原大塚遺跡122号住居跡出土の動物形土製品１点と西原大塚遺跡17号方形周
溝墓から出土した、鳥形土製品１点と壷形土器４点の計5点は、考古資料として、平成25年3月１日付
けで、市指定文化財に指定されている。

４．古墳時代中・後期
　古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある。その中で、西原大塚遺跡に隣
接する新邸遺跡で検出されている第２地点の１号住居跡と平成15（2003）年に発掘調査が実施された
第８地点の２～８号住居跡は、古墳時代前期でも比較的に新しい段階に比定される可能性がある。この
ことから、新邸遺跡で検出された住居跡は、隣接する西原大塚遺跡から継続して広がった集落跡ではな
いかと推測される。
　中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡から住居跡が発見されている。その中でも、平成７（1995）
年に発掘調査が実施された中道遺跡第37地点19号住居跡は、５世紀中葉に比定され、カマドをもつ住
居跡としては市内最古のものである。
　５世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に６世紀後半から７世紀後半にかけては、縄文中期
を越えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い５
世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、６世紀後半以降、周辺
の地域に拡散するという動きを読み取ることができる。
　なお、新邸遺跡では第８地点で初めて古墳時代後期（７世紀中葉）の住居跡が１軒検出されている。
この住居跡は、3×3.5ｍの小型の長方形を呈するもので、焼失住居であり、床面上からは土器・炭化
材の他ベンガラ塊が出土している。
　現在、５世紀後半から７世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で
約230軒、次いで中野遺跡で約55軒、中道遺跡と田子山遺跡で16軒ずつ、新邸遺跡で１軒を数える。
　また住居跡以外では、平成５（1993）年に発掘調査が実施された田子山遺跡第24地点から、６世紀
後半以降のものと考えられる4.1×4.7ｍの不整円形で２ヶ所にブリッジをもつ小型の円形周溝墓が１基
確認されている。さらに、平成14（2002）年に発掘調査された田子山遺跡第81地点を契機に御嶽神社
を取り囲むように外周で推定約33ｍの巨大な溝跡の存在が明らかになり、現時点では古墳の周溝では
ないかと考えられ、今後この一帯での古墳の発見に期待されている。

５．奈良・平安時代
　奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、現在のとこ
ろ、中野・城山・中道・西原大塚・田子山遺跡で検出されている。中でも城山・田子山遺跡はこの時代
を代表とする遺跡として挙げることができる。城山遺跡では、平成８（1996）年に発掘調査が実施さ
れた第35地点の128号住居跡から、印面に「冨」１文字が書かれた完形品の銅印が出土しているが、
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これは県内でも稀少な例として貴重な資料であろう。この住居跡からはその他、須恵器坏や猿投産の緑
釉陶器の小破片１点、布目瓦の小破片２点などが出土している。平成20・21（2008・2009）年の城
山遺跡第62地点の調査では、平安時代の241号住居跡から皇朝十二銭の一つである富

ふ

壽
じゅ

神
しん

寶
ぽう

が２枚と
その近くからは鉄鎌１点と土錘１点が出土しており、祭祀行為が行われたと考えられる貴重な例とし
て、県内でも重要な発見につながっている。
　田子山遺跡では、平成５（1993）年に発掘調査が実施された第24地点からは、住居跡の他、掘立柱
建築遺構・溝跡そして100基を越える土坑群が検出されている。平成６（1994）年に発掘調査が実施
された第31地点の44号住居跡からは、腰帯の一部である銅製の丸鞆が出土している。さらにカマド右
横の床面上からは、東金子窯跡群（入間市）の製品と南比企窯跡群（鳩山町）の製品という生産地の異
なる須恵器坏が共伴して出土したことにより、土器編年の基本資料として貴重であると言える。
　なお、以上のうち、城山遺跡128号住居跡出土の銅印ほか９点の遺物と城山遺跡第241号住居跡出土
の冨壽神寶ほか２点の遺物は、考古資料として、平成25年3月１日付けで、市指定文化財に指定されて
いる。

６．中・近世
　中・近世の遺跡は、「柏の城」を有する城山遺跡と千手堂関連である新邸・中道遺跡、そして関根兵
庫館跡・宿遺跡が代表される遺跡と言える。城山遺跡では、数次にわたる発掘調査により、『舘

たてむらきゅうき

村旧記』
（註2）にある「柏之城落城後の屋敷割の図」に相当する堀跡などが多数発見されている。近年では、
『廻

かいこく

国雑
ざ っ き

記』（註3）に登場する「大
おおいししなののかみのやかた

石信濃守館」が「柏の城」に相当し、「大
おおつかじゅうぎょくぼう

塚十玉坊」についても市内
の「大塚」に由来があるという説が有力と言えるであろう（神山　1988・2002）。
　また、平成７（1995）年に発掘調査が実施された第29地点の127号土坑からは、馬の骨が検出され
ている。この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子（イネ・オオムギ・コムギなど）も出土し
ており、イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結果が報
告されている。
　さらに、平成８（1996）年度に発掘調査が実施された第35地点から、鋳造関連の遺構が検出されて
いる。130号土坑については鋳造遺構、134号土坑については溶解炉に該当し、遺物としては、大量の
鉄滓（スラッグ）、鋳型、三叉状土製品、砥石などが出土している。最新資料では、平成28（2016）
年に発掘調査された第89地点の調査により、第35地点の鋳造関連の捨て場が明らかになった。この調
査により、鍋本体の大型鋳型、鍋の耳部分の小型鋳型、三叉状・四叉状土製品・トリベ・砥石などの道
具類や鉄滓（スラッグ）などの大量の遺物が斜面に流れ込むように出土した。
　平成13（2001）年度の第42地点からは、多くの土坑・地下室・井戸跡が検出される中、234号土坑
から、鉄鍋の完形品が出土したことは特筆すべきである。この鉄鍋は、土坑の坑底面に伏せてある状況
で出土しており、「鍋被り葬」と呼ばれる風習が志木市でも実在していた可能性が高い。
　戦国期の資料としては、平成６（1994）年度に発掘調査が実施された第21地点から、当市では初め
て、鎧

よろい

の札
さね

である鉄製品１点と鉄鏃１点が出土している。出土した遺構は、19世紀前半の86号土坑で
あるため混入品となるが、「柏の城」に関連する資料として大変重要な資料に加わったと言える。
　平成11～14（1999～2002）年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点からは、頭を北
に向け横臥屈葬された人骨を出土した67号土坑が検出されている。その他、ピット列・土坑・溝跡な



第１節　市域の地形と遺跡

－ 7－

どが検出されていることから、この一帯が『舘村旧記』に記載がある「村中の墓場」関連に相当する施
設ではないかと考えられる。
　中道遺跡では、昭和62（1987）年の第２地点から人骨を伴う地下式坑、掘立柱建築遺構が検出さ
れ、平成７（1995）年の中道遺跡第37地点からは、人骨と古銭５枚を出土した土坑墓１基と13世紀に
比定される青磁盤１点を出土した道路状遺構１条が検出されている。
　新邸遺跡では、昭和60（1985）年の第１地点から段切状遺構の平場から多数の土坑・地下式坑が検
出され、平成15（2003）年の新邸遺跡第８地点からは、人骨と六文銭を伴う火葬墓２基が検出されて
いる。おそらく、この新邸遺跡から中道遺跡一帯は、『舘村旧記』に記載がある「大塚千手堂」であり、
古くは天台宗の「七堂大伽藍」を誇る「松

しょうりんざんかんのんじだいじゅいん

林山観音寺大受院」関連遺構と考えられる。その後、平成
25（2013）年には、第74地点の発掘調査が実施され、段切状遺構の平場から多数のピットや溝跡など
が検出され、上記を裏付ける追加資料となった。

７．近代以降
　近代以降の遺跡では、平成５（1993）年に発掘調査が実施された田子山遺跡第31地点から、敷島神
社境内に存在する富士塚の築造（明治２～５年）に関連するローム採掘遺構が検出されている。この遺
構の坑底面からは、鋤・鍬などの無数の工具痕が観察され、採掘作業がかなり組織的な単位で行われて
いたこともわかり、地域研究の重要な資料と言える。
　平成15（2003）年の新邸遺跡第８地点からは、野火止用水跡が検出され、市内初の発掘調査例と
なった。用水路の基盤面からは水付きの銹着面が確認され、底面からは大量の陶磁器が出土した。

［註］
註１　平成26年度「全国都道府県市区町村別面積調」により、9.06㎢から9.05㎢に変更された。

註2　『舘村旧記』は、舘村（現在の志木市柏町・幸町・館）の名
なぬしみやはらなかえもんなかつね

主宮原仲右衛門仲恒が、享保12～14（1727～1729）年にか

けて執筆したものである。

註3　『廻回雑記』は、左大臣近衛房嗣の子で、京都聖護院門跡をつとめた道興准后が、文明18年（1486）６月から10ヶ月間、

北陸路から関東各地をめぐり、駿河甲斐にも足をのばし、奥州松島までの旅を紀行文にまとめたものである。

［引用文献］
  神山健吉　1988「「廻回雑記」に現れる　大石信濃守の館と十玉坊の所在についての一考察」『郷土志木』第７号

  　　　　　2002「道興をめぐる二つの謬説を糾す」『郷土志木』第31号
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第２章　中道遺跡第76地点の調査

第１節　遺跡の概要

　中道遺跡は、志木市柏町５丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の１㎞に位置している。本
遺跡は、南北方向に約300ｍ、東西方向に約330ｍの広がりをもち、面積52,980㎡を有している。
　遺跡を地勢的に見ると、武蔵野台地の北端部にあたり、標高は北端で約13ｍ、南端で約14ｍ、低地
との比高差は約７ｍである。遺跡の現況は都市計画道路富士見・大原線（ユリノキ通り）の開通ととも
に各種開発が盛んに行われ、畑地は急激に減少している。
　本遺跡は、これまでに83地点の調査（平成29年11月）が実施され、旧石器時代、縄文時代中期、古
墳時代前・中・後期、平安時代、中・近世に至る複合遺跡であることが判明している。

第２節　調査の経緯

（１）調査に至る経過
　平成27年10月、仲介業者である株式会社藤和設計から志木市教育員会（以下、教育委員会）へ開発
計画地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市柏町５丁目
2955－１、2956－１・３・４・６、2967－１（総面積403.68㎡）地内に道路及び給排水の築造工事
を実施するというものである。
　これに対し、教育委員会は当該工事予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である中道遺跡（コード
11228－09－005）に該当するため、大旨下記のとおり回答した。
１．開発計画の策定を行った上で、埋蔵文化財確認調査依頼書を提出された後に埋蔵文化財確認調査
（以下、確認調査）を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取り
扱いについて回答する。
２．上記１の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。また、
やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること。
３．中道遺跡における埋蔵文化財の分布状況については、周辺での調査結果に基づき、説明を行う。
本地点の周辺では、平成18（2006）年に発掘調査を実施した本地点の北西側に位置する第65地点
についての状況を説明する。

　11月27日、教育委員会は工事主体者である個人より確認調査依頼書を受理し、平成28年１月13・
14日に中道遺跡第76地点（総面積403.68㎡）として確認調査を実施した。
　確認調査は第３図に示すように長軸方向に合わせトレンチを３本（１～３Ｔｒ）設定し、バックホー
で表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、縄文時代中期の１軒、縄文時代の土坑４基、
平安時代の住居跡１軒、平安時代～中・近世の土坑30基以上・溝跡１本・ピット20本程を確認した。
教育委員会はこの結果をただちに工事主体者と株式会社藤和設計に報告し、保存処置について検討を依
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第2図　中道遺跡の調査地点（1／2500） 平成30年01月31日現在第２図　中道遺跡の調査地点（1／3,000）
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頼した。
　４月19日、教育委員会は工事主体者と株式会社藤和設計の３者において、埋蔵文化財の確認調査の
状況説明と保存方法の検討、発掘調査における相互確認及び注意事項についての打合せを行った。その
結果、今回の道路及び給排水の築造工事の実施にあたり、総面積403.68㎡を対象に発掘調査を実施す
ることに決定した。さらに、教育委員会は4月27日に工事主体者と株式会社藤和設計、工事施工業者の
木下建設株式会社と発掘調査の実施前の現地打合せを行い、最終的な相互確認を行った。
　その後、志木市埋蔵文化財保存事業受託要綱の規定により、志木市埋蔵文化財保存事業申請書が提出
されたため、５月16日、埋蔵文化財保存事業に係る協議書を申請者と取り交わし、委託契約を締結した。
５月13日、教育委員会は埋蔵文化財発掘届及び埋蔵文化財発掘調査の通知を埼玉県教育委員会に提出
した。これにより、教育委員会を調査主体とし、５月17日から発掘調査を実施した。

（２）発掘調査の経過
５月17日  本日より重機（バックホー）による１区の南側に沿って植えられている植栽の抜根作業を

開始する。
５月18日  調査区境にフェンスを設置する。その後、１区の表土剥ぎ作業を開始する。残土置場につ

いては、おおよそ１区の西半部の表土を１区西側の調査区外に東半部を１区東端北側の調
査区外に当てることとした。

第３図　確認調査時の遺構分布（1／ 400）
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（折込図　第4図）
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５月19日  重機による表土剥ぎ作業２日目。本日で１区の表土剥ぎ作業を終了する。併行して本日よ
り人員導入による発掘調査を開始する。まず、器材の搬入と調査準備を行い、その後調査
区整備と遺構確認作業を開始する。午後からは１区東半部の遺構検出状況の写真撮影を
行った。

５月20日  １区西半部の遺構検出状況の写真撮影を行った。
５月23日  本日より１区の遺構精査を開始する。調査区内には確認調査では検出できなかった中世以

降のピットが多数確認でき、それらは東西方向に列をなす状況である。
  中世以降の187・188号土坑（187・188Ｄ）、29・30号溝跡（29・30Ｍ）、１～５・７

～13号ピット（１～13Ｐ）の精査を開始する。６Ｐは縄文時代のピット。
５月下旬  187～190Ｄ、30～32Ｍ、１～50Ｐの精査を行う。
６月上旬  新たに190～193Ｄ、33・34Ｍ、51～70Ｐの精査を開始する。
６月中旬  縄文時代の11号住居跡（11Ｊ）、 194Ｄ、71～80Ｐの精査を開始する。11Ｊは中世以降

の土坑・溝跡・ピットの影響によりかなり破壊を受けている状況である。
６月下旬  11Ｊ、195・196Ｄ、51～100Ｐの精査を完了し、新たに縄文時代の２号炉穴（２ＦＰ）、

197Ｄ、101～120Ｐの精査を開始する。
７月上旬  ６日に重機により２区の表土剥ぎ作業を開始し、８日に作業を完了する。198～205Ｄ、

130～180Ｐの精査を開始し、終了する。　　
７月中旬  206～212Ｄ、181～250Ｐの精査を開始し、終了する。
７月下旬  20日に重機により２区の埋戻し作業を開始する。21日は３区北端の道路舗装部分のハツ

リ作業を行い、終了後表土剥ぎ作業を開始する。22日は３区北端の樹木除去作業後に表
土剥ぎ作業を再開する。

  遺構精査については、12Ｊ、平安時代の25号住居跡（25Ｈ）、213～226Ｄ、35Ｍ、251

第２表　中道遺跡第76地点の発掘調査工程表（２）
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～332Ｐの精査を開始し、すべての精査を29日までに完了する。12Ｊは縄文時代中期後
葉に比定されるもので、床面からは石囲炉状に配置された礫と加曽利ＥⅣ式の両耳壷が出
土した。25Ｈは３区北端からの検出で、床面上からは須恵器坏形土器が出土しており、
９世紀後葉の時期であることが判明した。さらに35Ｍについては、３区の中央付近から
ほぼ調査区に沿って走向する堀跡と言っても過言ではない比較的に規模の大きな溝跡であ
る。遺物がなく詳細な時期設定は難しい。　　

  埋戻し作業については、26日に３区の埋戻し作業を開始し、27日に完了する。その後、
１区の埋戻し作業を再開し28日に完了する。

７月30日  本日をもって３区の埋戻し作業を終了し、すべての調査を完了する。

第３節　縄文時代の遺構・遺物

（１）概　要
　本地点からは、縄文時代の住居跡２軒（11・12Ｊ）、炉穴２基（２・３ＦＰ）、土坑13基（189・
196・206・207・211～213・216・217・219～222D）、ピット９本（６・44・84・168・177・
221・239・248・313Ｐ）が検出された。住居跡の時期は、11Ｊが中期後葉の加曽利 E式期、12Ｊが
中期後葉の加曽利ＥⅣ式期に比定される。
　２・３ＦＰの炉穴については、坑底が被熱により赤化していたため、炉穴として扱ったが、２ＦＰか
らの出土遺物は後期の称名寺１式土器であった。

（２）住居跡
11号住居跡
  遺　　構    （第５図）

［位　　置］（Ｄ―２）グリッド
［検出状況］中世以降の多数の土坑・ピットに切られている。遺構の大部分は南側調査区外にあるもの
と思われる。
［構　　造］平面形：不明。規模：検出長4.8m。壁溝：検出されなかった。壁：緩やかに立ち上がる。
床面：しっかりした硬化面は検出されなかった。炉：検出されなかった。柱穴：Ｐ１～Ｐ３の３本を検
出した。床面からの深さはＰ１：60・79㎝、Ｐ２：92㎝、Ｐ3：75cm。
［覆　　土］８層に分層された。
［遺　　物］土器５点と石器（打製石斧）１点を図示する。
［時　　期］中期後葉（加曽利 E式期）。
  遺　　物    （第６図、図版７－１、第３・４表）

［土　　器］（第６図１～５、図版７－１－１～５、第３表）
　１は曽利式、２は五領ヶ台式、３～５は勝坂式である。
［石　　器］（第６図６、図版７－１－６，第４表）
　６は打製石斧である。
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第５図　11号住居跡（1／60）

第６図  11 号住居跡出土遺物（1／4・1／3）
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12号住居跡
  遺　　構    （第７図）

［位　　置］（Ｃ―２）グリッド
［検出状況］中世以降の多数の土坑・ピットに切られている。遺構の北端と南端は調査区外に延びるも
のと思われる。
［構　　造］平面形：楕円形か。規模：長軸7.4m ／短軸6.0m。壁溝：検出されなかった。壁：掘り込
みは浅い。深さ10～16㎝。床面：硬化面はほとんど見られなかった。炉：１の土器を炉体土器とし、
その周辺にほぼ南北方向に細長く礫が配置されている。石囲炉の類であろうか。柱穴：中世以降のピッ
トが多く集中するため、本住居に伴うものかを苦慮したが、Ｐ１～Ｐ９の９本が該当するものと判断し
た。深さは17～43㎝。
［覆　　土］ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土を基調とする。
［遺　　物］土器12点・石器４点を図示した。
［時　　期］中期後葉（加曽利ＥⅣ式期）。
  遺　　物    （第８・９図、図版７－２、第５・６表）

［土　　器］（第８図１～12、図版７－２－１～12、第５表）
　１・７～12は加曽利ＥⅣ式、２は加曽利ＥⅢ式、３は十三菩提式、４は五領ヶ台式、５は阿玉台式、
６は勝坂式である。
［石　　器］（第９図13～16、図版７－２－13～16、第６表）
　13は剥片、14は石皿、15は砥石であるが、石皿の転用品と思われる。16は軽石で１カ所穿孔があ
る。浮子であろうか。

挿図番号
図版番号 部位 法量

器厚 文様・特徴など 色調 時期・型式
胎土混入物

備　　考
石 角 礫 砂 他

第6図1
図版7-1-1 口縁～胴

口 (19.6)
径 (25.5)
高 [16.4]

口縁部内屈／頸部～肩部に半截管状工具によ
る平行沈線を10本巡らせ3.6.9本目には交互
刺突あり／胴部地文は半截竹管状工具による
縦位条線／胴部に渦巻きつなぎ弧状の隆帯

にぶい赤褐
5YR5/3 曽利 ○ ○

第6図2
図版7-1-2 口縁 厚 1.3

口唇部肥厚／口唇部に刻みと小突起／口唇部
の1.5㎝程下に沈線を巡らせて区画し縄文 LR
を充填、沈線の斜め上方から刺突／口縁内面
肥厚部を結節沈線を巡らせ区画、区画内に結
節沈線を充填。

明赤褐
2.5YR5/6

五領ヶ台 ○ ○ ○ ○ 金

第6図3
図版7-1-3 口縁 厚 1.2 小突起／隆帯・沈線による区画文／半截竹管

状工具による爪形文／内面の大部分が剥落
黒褐
5YR3/1 勝坂 ○ ○ 褐

第6図4
図版7-1-4 胴 － 刻みを伴う隆帯による区画文／沈線／連続爪

形文／内面剥落
黒褐
5YR3/1 勝坂 ○ ○ 褐

第6図5
図版7-1-5 胴 厚 1.6 隆帯区画に沈線による区画文 黒褐

5YR3/2 勝坂 ○ ○ ○ ○ 金

単位　㎝　　※　石：石英　角：角閃石・輝石　礫：細礫　砂：砂粒　磁：磁性鉱物　金：金雲母　褐：褐色粒子　

第３表　11号住居跡出土土器一覧

挿図番号
図版番号 器  種 石　材 長さ 幅 厚さ 重量 特　　徴 出土位置

第６図6
図版7-1-6 打製石斧 砂岩 82.7  60.6  24.2  149.2 分銅形／上端部を欠損／正面下部に原礫面あり／側縁に敲打整形痕あり 覆土

（単位：mm, g）

第４表　11号住居跡出土石器一覧



第２章　中道遺跡第76地点の調査

－ 18－

第７図　12号住居跡（1／60・1／30）第７図　12号住居跡・遺物出土状態（1／60・1/30）
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第８図　12号住居跡出土遺物１（1／4・1／3）
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第９図　12号住居跡出土遺物２（2／3・1／4・1／3）

挿図番号
図版番号 部位 法量

器厚 文様・特徴など 色調 時期・型式 胎土混入物 備考石 角 礫 砂 他

第8図1
図版7-2-1

口縁直下
～底部

径 35.0
底 7.5
高 [32.7]

両耳壷／口縁部欠損／微隆起線による口縁部
無文帯区画／微隆起線で区画された渦巻きつ
なぎ弧状の無文区画の外を縄文 LRで埋める

赤褐
2.5YR4/8 加曽利 EⅣ ○ ○ ○ 103P によ

り破壊

第8図2
図版7-2-2 胴 径 (51.0)

高 [14.0]
隆線・沈線による口縁部文様帯区画／逆
「Ｕ」字状の磨消懸垂文

橙
5YR7/6 加曽利 EⅢ ○ ○

第8図3
図版7-2-3 胴 厚 0.8 ４本単位の斜行沈線を軸とする、４本単位の

対向弧線文
にぶい赤褐
5YR5/4 十三菩提 ○ ○ ○ ○ 金・磁

第8図4
図版7-2-4 胴 厚 1.2 半裁竹管腹面引きによる集合沈線／背面引き

による太沈線・結節沈線
明赤褐
2.5YR5/6 五領ヶ台 ○ 磁

第8図5
図版7-2-5 口縁 厚 1.2 波状口縁／無文 にぶい橙

7.5YR6/4 阿玉台 ○ ○ ○ 金

第8図6
図版7-2-6 口縁 厚 2.3 刻みを伴う隆帯による把手 明赤褐

2.5YR5/6 勝坂 ○

第8図7
図版7-2-7 口縁 厚 1.5 微隆起線による口縁部無文帯区画／縄文 LR 明赤褐

2.5YR5/8 加曽利 EⅣ ○

第8図8
図版7-2-8 胴 厚1.2 微隆起線による懸垂文の間に縄文 LRを充填 浅黄橙

7.5YR8/4 加曽利 EⅣ ○ ○

第8図9
図版7-2-9 胴 厚 1.3 微隆起線による懸垂文の間に縄文 LRを充填 橙

5YR6/6 加曽利 EⅣ ○ ○ ○

第8図10
図版7-2-10 胴 厚 1.2 縄文 LR 灰褐

7.5YR5/2 加曽利 EⅣ ○

第8図11
図版7-2-11 胴 厚 1.2 縦位の条線文 橙

5YR6/6
加曽利 EⅢ
～Ⅳ ○ ○

第8図12
図版7-2-12 胴 厚 1.0 LR 縄文施文後、沈線で ｢U」字状に区画 にぶい褐

7.5YR6/3 加曽利 EⅣ ○ ○ ○

単位　㎝　　※石：石英　角：角閃石・輝石　礫：細礫　砂：砂粒　磁：磁性鉱物　金：金雲母　褐：褐色粒子　

第５表　12号住居跡出土土器一覧

挿図番号
図版番号 器  種 石　材 長さ 幅 厚さ 重量 特　　徴 出土位置

第９図13
図版7-2-13 剥　　片 黒曜石 24.6  20.6  4.7  1.9  摂理面を打面にする／背面構成は上下、右からの剥離面

南東側の覆
土下層

第９図14
図版7-2-14 石　　皿 閃緑岩 86.0  50.3  42.8  229.5  縁辺部のみ残存／平滑な磨面／横断面は隅丸方形か／石囲炉の構成礫 石囲炉

第９図15
図版7-2-15 砥　　石 閃緑岩 128.8  59.4  68.6  804.2  石皿の転用品／右側縁に研磨面／横断面は隅丸方形／石囲炉の構成礫 石囲炉

第９図16
図版7-2-16 浮　　子 軽石 95.4  60.3  16.4  17.5  中央上位に穿孔あり／穿孔は表裏面から行われる／隅丸長方形／全面を研磨によって整形

石囲炉北側
の覆土下層
（単位：mm, g）

第６表　12号住居跡出土石器一覧
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（３）炉　穴
２号炉穴
  遺　　構    （第10図）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長軸1.02ｍ／短軸：0.9ｍ／深さ36㎝。壁：緩やかに立ち上がる。
長軸方位：Ｎ―97°―Ｗ。燃焼部：被熱による赤化範囲は、中央より南側に観察することができた。
［覆　　土］12層に分層される。
［遺　　物］土器４点を図示した。
［時　　期］後期前葉（称名寺式期）。
  遺　　物    （第11図１～４、図版８－１－１～４、第８表）

　すべて後期の土器で、そのうち、１・２は後期前葉の称名寺Ⅰ式土器、４は称名寺Ⅱ式土器である。

第11図　2号炉穴出土遺物（1／3）

第10図　炉穴（1／60）
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３号炉穴
  遺　　構    （第10図）

［位　　置］（Ａ－１）グリッド。
［検出状況］203Ｄに切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長軸1.12ｍ／短軸0.85m／深さ24㎝。壁：緩やかに立ち上がる。
長軸方位：N－57°－Ｗ。燃焼部：被熱による赤化範囲は、中央より東側に観察することができた。      
［覆　　土］４層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察より、縄文時代と考えられる。

（４）土　坑
189号土坑
  遺　　構    （第12図、第７表）

［位　　置］（Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］１・７・15・16P に切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.08ｍ／短径不明／深さ40㎝。壁：60°の角度で立ち上がる。
長軸方位：Ｎ－23°－W。
［覆　　土］14層に分層される。
［遺　　物］土器３点が出土したが、そのうち２点は小破片のため図示できなかった。
［時　　期］後期前葉（称名寺１式期）
  遺　　物    （第14図１、図版８－２－１，第８表）

　１は称名寺１式の深鉢形土器の口縁部から胴部中位にかけての破片である。

196号土坑
  遺　　構    （第12図、第７表）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［検出状況］195Ｄ・30Ｍ・94P に切られる。南半部は調査区外にあると思われる。
［構　　造］平面形：楕円形か。規模：長径1.00ｍ／短径不明／深さ38㎝。壁：65°の角度で立ち上が
る。長軸方位：不明。
［覆　　土］４層に分層される。
［遺　　物］黒曜石１点が出土したが、小破片のため図示できなかった。
［時　　期］覆土の観察より、縄文時代と考えられる。

206号土坑
  遺　　構    （第12図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－４）グリッド。
［検出状況］207Ｄを切る。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.65ｍ／短径 不明／深さ44㎝。壁：55°の角度で立ち上が
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る。長軸方位：不明。
［覆　　土］７層に分層される。
［遺　　物］土器が比較的多く出土した。
［時　　期］中期中葉（勝坂式期）
  遺　　物    （第14図１～10、図版８－２－１～10、第８表）

　１・２・４～10は勝坂式土器で、10は浅鉢形土器の底部片と思われる。３は阿玉台式土器か。

207号土坑
  遺　　構    （第12図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－４）グリッド。
［検出状況］206Ｄ・187Ｐに切られ、211Ｄを切る。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.25ｍ／短径1.15ｍ／深さ43㎝。壁：80°の角度で急斜に立
ち上がる。長軸方位：Ｎ－64°－Ｅ。
［覆　　土］４層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。

211号土坑
  遺　　構    （第12図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－４）グリッド。
［検出状況］187・188Ｐ・207Ｄに切られる。

遺構名 位　置 平面形
規模（m）

長軸方位 覆土及び特徴等 主な遺物 時　期
長軸 短軸 深さ

189D (E-2)G 楕円形 1.08 不明 40 N-23ﾟ -W 14層／１・７・15・16Pに切られ
る

土器1点 縄文時代後期
（称名寺1式期）

196D (D-2)G 楕円形 1.00 不明 38 不明 4層に分層／195D・30M・94P に
切られる

なし 縄文時代

206D (B-4)G 楕円形 1.65 不明 44 不明 7層に分層／207D を切る 土器10点 縄文時代中期
（勝坂式期）

207D (B-4)G 楕円形 1.25 115 43 N-64ﾟ -E 4層に分層／206D・187P に切ら
れ、211D を切る

なし 縄文

211D (B-4)G 楕円形 1.20以上 113 34 N-69ﾟ -E 4層に分層／187・188P・207D
に切られる

土器1点・石器小
片1点（図版外）

縄文時代中期
（勝坂式期）

212D (B-4)G 楕円形 1.33以上 112 45 N-80ﾟ -W 7層に分層／186・225・245P に
切られる

なし 縄文時代

213D (B-3)G 楕円形 1.12 105 17 N-6ﾟ -E 3層に分層／210D・240P・248P
に切られる

なし 縄文時代

216D (A・B-1)G 楕円形 0.80 55 17 N-25ﾟ -E 3層に分層 土器2点 縄文時代中期
（加曽利 E式期）

217D (B-2)G 楕円形 0.98 86 26 N-35ﾟ -W 5層に分層／202Ｄに切られる 土器4点 縄文時代中期
（勝坂式期）

219D (B-2)G 楕円形 0.89 80 20 N-18ﾟ -W 3層に分層／300・302P に切られ
る

土器1点 縄文時代中期
（勝坂式期）

220D (B-2)G 楕円形 0.73 不明 43 N-56ﾟ -W 5層に分層／285・287P に切られ
る

なし 縄文

221D (B-2)G 楕円形 1.30 115 39 N-10ﾟ -W 5層に分層／301・304・314P に
切られ、222D を切る

土器7点 縄文時代中期
（勝坂式期）

222D (B-2)G 円形か 0.75 不明 16 不明 3層に分層／221D に切られる なし 縄文

第７表　縄文時代の土坑一覧
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［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.20ｍ以上／短径1.13ｍ／深さ34㎝。壁：55～70°の角度で
立ち上がる。長軸方位：Ｎ－69°－Ｅ。
［覆　　土］４層に分層される。
［遺　　物］土器１点と黒曜石１点が出土したが、小破片のため図示できなかった。
［時　　期］出土土器から中期中葉（勝坂式期）と思われる。

212号土坑
  遺　　構    （第12図、７表）

［位　　置］（Ｂ－４）グリッド。
［検出状況］186・225・245P に切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.33ｍ以上／短径1.12ｍ／深さ45㎝。壁：75°の角度で急斜
に立ち上がる。長軸方位：Ｎ－80°－W。
［覆　　土］７層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から縄文時代と思われる。

213号土坑
  遺　　構    （第12図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－３）グリッド。
［検出状況］210Ｄ・240Ｐ・248Ｐに切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.12ｍ／短径1.05ｍ／深さ17㎝。壁：35～40°の角度で緩や
かに立ち上がる。長軸方位：Ｎ－６°－Ｅ。
［覆　　土］３層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から縄文時代と思われる。

216号土坑
  遺　　構    （第13図、第７表）

［位　　置］（Ａ・Ｂ－１）グリッド。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径0.8ｍ／短径0.55ｍ／深さ17㎝。壁：40°の角度で緩やかに立
ち上がる。長軸方位：Ｎ－25°－Ｅ。
［覆　　土］３層に分層される。
［遺　　物］土器片２点が出土した。
［時　　期］中期後葉（加曽利ＥⅣ式期）
  遺　　物    （第14図１・２、図版８－２－１・２、第８表）

　１は加曽利ＥⅣ式土器、２は半截竹管状工具による条線文を持つ土器片。曽利式か。
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217号土坑
  遺　　構    （第13図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］202Ｄに切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径0.98ｍ／短径0.86ｍ／深さ26㎝。壁：70°の角度で立ち上が
る。長軸方位：Ｎ－35°－W。
［覆　　土］５層に分層される。
［遺　　物］土器４点が出土した。
［時　　期］中期中葉（勝坂Ⅲ式期）
  遺　　物    （第14図１～４、図版８－２－１～４、第８表）

　１～４は中期の土器で、２は加曽利ＥⅢ～Ⅳ式土器、３は勝坂式土器である。

219号土坑
  遺　　構    （第13図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］300・302P に切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径0.89ｍ／短径0.80ｍ／深さ20㎝。壁：45～50°の角度で立ち
上がる。長軸方位：Ｎ－18°－W。
［覆　　土］３層に分層される。
［遺　　物］土器１点が出土した。
［時　　期］中期中葉（勝坂式期）
  遺　　物    （第14図１、図版８－２－１、第８表）

　１は破片資料１点を図示した。勝坂式土器である。

220号土坑
  遺　　構    （第13図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］285・287Ｐに切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径0.70ｍ／短径不明ｍ／深さ43㎝。壁：75～80°の角度で急斜
に立ち上がる。長軸方位：Ｎ－56°－W。
［覆　　土］５層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から縄文時代と思われる。

221号土坑
  遺　　構    （第13図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］301・304・314P に切られ、222Ｄを切る。
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第12図　土坑・ピット１（1／60）
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第13図　土坑・ピット２（1／60）
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第14図　土坑出土遺物１（1／4・1／3）
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［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.30ｍ／短径1.15ｍ／深さ39㎝。壁：65～70°の角度で立ち
上がる。長軸方位：Ｎ－10°－W。
［覆　　土］５層に分層される。
［遺　　物］土器７点が出土した。
［時　　期］中期中葉（勝坂式期）と思われる。
  遺　　物    （第15図１～７、図版８－２－１～７、第８表）

　１・２・４・６・７は勝坂式土器、３は後期の堀之内２式～加曽利Ｂ１式土器、５は鵜ヶ島台式土器
である。

222号土坑
  遺　　構    （第13図、第７表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］221Ｄに切られる。南半部は調査区外にあると思われる。
［構　　造］平面形：円形か。規模：長径0.75ｍ／短径不明／深さ16㎝。壁：65～70°の角度で立ち上
がる。長軸方位：不明。
［覆　　土］３層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から縄文時代と思われる。

（３）ピット（第13・16図、第８・11表）
　調査区全体から縄文時代のピットは、全ピット332本のうち、９本（６・44・84・168・177・
220・239・248・313Ｐ）を検出した。各ピットの内容は第11表に示した。
　９本のピットうち、遺物が出土し図示できたピットは、６・44Ｐの２本で、遺物の詳細は第８表に
示した。
　６Ｐからは、中期後葉の加曽利ＥⅣ式土器１点が出土した（第16図１、図版９－１－１、第８表）。
　44Ｐからは、中期中葉・後葉の土器２点が出土した（第16図１・２、図版９－１－１・２、第８表）。

第15図　土坑出土遺物２（1／4・1／3）
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第16図　ピット出土遺物（1／3）

挿図番号
図版目次 出土遺構 部位 法量

器厚 文様・特徴など 色調 時期・型式
胎土混入物

備　　考
石 角 礫 砂 他

第11図1
図版8-1-1 2FP 胴 厚 0.8 沈線と縄文 RLによる帯縄文 にぶい黄褐

10YR6/3 称名寺Ⅰ ○ ○ 褐 内面橙色

第11図2
図版8-1-2 2FP 胴 厚 0.6 沈線と縄文 RLによる帯縄文 橙

5YR6/6 称名寺Ⅰ ○ ○ 磁

第11図3
図版8-1-3 2FP 胴 厚 0.8 縄文 LR 赤褐

10R4/4 後期 ○ ○ 磁

第11図4
図版8-1-4 2FP 胴 厚 0.9 沈線／刺突文 にぶい赤褐

5YR5/4 称名寺Ⅱ ○

第14図1
図版8-2-1 189D 口縁～胴

口 (28.0)
高 [16.2]
厚 1.3

沈線と縄文 LRによる帯縄文 にぶい橙
7.5YR6/4 称名寺Ⅰ ○

第14図1
図版8-2-1 206D 口縁 厚 2.2 口縁部無文帯／口唇部肥厚 にぶい赤 

2.5YR4/4 勝坂 ○ 磁 内面黒褐色

第14図2
図版8-2-2 206D 胴 厚 1.8

波状口縁／突起部欠損／隆帯に沿っ
た２本の三角押文／隆帯上に連続爪
形文

黒褐
10YR3/2 勝坂 ○ 内面にぶい

橙色

第14図3
図版8-2-3 206D 胴 厚 1.8

浅鉢／内湾する屈曲部外面に隆帯／
隆帯に沿った半截竹管状工具による
沈線／沈線に沿った結節沈線

橙
7.5YR6/6 阿玉台？ ○ 金 内面にぶい

黄橙色

第14図4
図版8-2-4 206D 胴 厚 1.9

隆帯上に連続爪形文／隆帯に沿った
三角押文／隆帯に挟まれた区画内は
縄文 LR地文に半截竹管状工具によ
る刺突文

にぶい褐
7.5YR5/3 勝坂 ○

第14図5
図版8-2-5 206D 胴 厚 1.8

口縁部無文帯／隆帯による楕円区画
文

明赤褐
2.5YR5/6 勝坂 ○ 磁

内外面に煤
状炭化物の
付着が顕著

第14図6
図版8-2-6 206D 胴 厚 2.1 沈線による刻みを伴う隆帯／隆帯に

沿った沈線
赤褐
5YR4/6 勝坂 ○ ○ 磁

第14図7
図版8-2-7 206D 胴 厚 1.6 隆帯上に連続爪形文／隆帯に沿った

連続爪形文／沈線文
明赤褐
2.5YR5/6 勝坂 ○ ○ ○ 磁

第14図8
図版8-2-8 206D 胴 厚 1.0 半截竹管状工具による条線文 にぶい赤褐

2.5YR4/4 勝坂 ○ ○ 磁 内面にぶい
橙色

第14図9
図版8-2-9 206D 胴 厚 1.0

縄文 LR（Rは３条） 明赤褐
2.5YR5/6 勝坂 ○ 磁

内面黒褐色
外面に煤状
炭化物の付
着が顕著

第14図10
図版8-2-10 206D 底 厚 1.5 縄文 RL にぶい橙

7.5YR6/4 勝坂 ○ ○ ○

第14図1
図版8-2-1 216D 口縁 厚 1.3 波状口縁／太い沈線による口縁部無

文帯区画
にぶい橙
5YR7/4 加曽利 EⅣ ○

第14図2
図版8-2-2 216D 胴 厚 1.0 半截竹管状工具による条線文 明赤褐

2.5YR5/6 中期 ○

第14図1
図版8-2-1 217D 胴 厚1.0

半截竹管状工具による縦位の集合沈
線の上下を1㎝ほどの間隔で、同様
な工具で区画／地文縄文 RL

暗褐
7.5YR3/3 中期 ○ 磁 内面はにぶ

い赤褐色

第８表　縄文時代の炉穴・土坑・ピット出土土器一覧（１）
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第４節　平安時代の遺構・遺物

（１）概　要
　平安時代の遺構については、住居跡１軒（25Ｈ）・土坑３基（197・204・215D）・ピット25本（３・
８・17・28・34・38・39・50・59・67・71・72・74・75・76・92・103・111・118・127・128・230・
295・305・317Ｐ）が検出された。
　住居跡の25Ｈについては、床面上から須恵器坏形土器１点が出土し、その特徴から９世紀後葉に比
定される。土坑・ピットは、出土遺物が僅かで詳細時期は不明であるが、おおよそ９世紀代のものであ
ろう。

（２）住居跡
25号住居跡
  遺　　構    （第17図）

［位　　置］（Ｇ－１）グリッド。

挿図番号
図版目次 出土遺構 部位 法量

器厚 文様・特徴など 色調 時期・型式
胎土混入物

備　　考
石 角 礫 砂 他

第14図2
図版8-2-2 217D 胴 厚 1.0 微隆起線文／縄文 RL 暗赤褐

5YR3/3
加曽利 EⅢ
～Ⅳ ○

第14図3
図版8-2-3 217D 胴 厚 1.0 縄文 RL 暗赤灰

2.5YR3/1 勝坂 ○ ○

第14図4
図版8-2-4 217D 胴 厚 1.2 浅鉢／無文／内面赤彩 赤褐

2.5YR4/6 中期 ○ ○ 金

第14図1
図版8-2-1 219D 胴 厚 2.2 指頭押捺を伴う隆帯／隆帯に沿った

連続刺突文／鋸歯状文
にぶい赤褐
5YR5/3 勝坂 ○ 金・褐

第15図1
図版8-2-1 221D 口縁～胴

口 (13.5)
高 [10.5]
厚 1.2

小型の円筒形土器／刻みを持つ隆帯
を伴う突起／縦位の区画文／隆線に
よる三角形の区画内に横位沈線を充
填／三角形区画に沿った連続爪形文

黒褐色
5YR3/1 勝坂 ○ ２と同一個

体

第15図2
図版8-2-2 221D 口縁～胴

口 (13.5)
高 [7.0]
厚 1.2

小型の円筒形土器／刻みを持つ隆帯
を伴う小突起／縦位の区画文／区画
内に爪形文を充填

黒褐色
5YR3/1 勝坂 ○ １と同一個

体

第15図3
図版8-2-3 221D 口縁 厚 0.8 口縁部に刻みを伴う紐線文／口唇部

に刻み／小突起
にぶい橙
7.5YR7/4

堀之内2～
加曽利 B1 ○

第15図4
図版8-2-4 221D 口縁 厚 1.2 口縁下部に刺突を伴う隆帯を巡らせ

る／補修坑
灰褐

7.5YR4/2 勝坂 ○ ○ 口唇部欠損

第15図5
図版8-2-5 221D 胴 厚 1.0 平行する細隆起線による襷状の無文

区画／区画の外は沈線充填
明赤褐
2.5YR5/6 鵜ヶ島台 ○ ○ ○ 繊

第15図6
図版8-2-6 221D 胴 厚 1.0

隆線による区画文 にぶい橙
5YR6/3 勝坂 ○

内面黒褐色
表面剥離顕
著

第15図7
図版8-2-7 221D 胴 厚 0.7 細隆線による楕円区画内に縦位の沈

線を充填
橙

5YR6/6 勝坂 ○ 内面炭化物
付着

第16図1
図版9-1-1 6Ｐ 胴 厚 1.3 微隆起線文／沈線文 褐灰

10YR4/1 加曽利 EⅣ ○

第16図1
図版9-1-1 44Ｐ 口縁 厚 1.1 波状口縁／沈線文／微隆起線文 黒褐

10YR3/2 加曽利 EⅣ ○

第16図2
図版9-1-2 44Ｐ 胴 厚 0.8 縄文 LR 暗赤褐

2.5YR3/2 勝坂 ○ ○ 金・磁

単位　㎝　　※石：石英　角：角閃石・輝石　礫：細礫　砂：砂粒　繊：繊維　磁：磁性鉱物　褐：褐色粒子　金：金雲母　

第８表　縄文時代の炉穴・土坑・ピット出土土器一覧（２）
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［検出状況］住居北東部分は調査区外にあるものと思われる。
［構　　造］平面形：方形か。規模：南北軸2.4ｍ／東西軸不明／深さ8～９㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上
がる。壁溝：上幅14～20㎝／下幅8～12㎝／深さ８～9㎝。床面：壁際を除いて硬化した面が確認でき
た。柱穴：住居北端から検出された326Ｐは後世のものである。
［覆　　土］７層（３～９層）に分層される。
［遺　　物］床面上から須恵器坏形土器１点が出土した。
［時　　期］平安時代（９世紀後葉）。
  遺　　物    （第17図１、図版９－２－１、第９表）

　１は酸化炎焼成の須恵器坏形土器である。

（３）土　坑
197号土坑
  遺　　構    （第18図）

［位　　置］（Ｃ－２）グリッド。
［検出状況］12Ｊを切り、113・114・119P に切られる。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長径1.25ｍ／短径0.84ｍ／深さ32㎝。壁：70～75°で立ち上が
る。長軸方位：Ｎ－４°－Ｅ。
［覆　　土］４層に分層される。
［遺　　物］灰釉陶器１点を図示することができた。
［時　　期］平安時代（９世紀代）。
  遺　　物    （図版９―３―１、第９表）

）4／1（物遺土出・）06／1（ 跡居住号52　図71第
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　１は灰釉陶器の甕形土器の小破片と思われる。

204号土坑
  遺　　構    （第18図）

［位　　置］（Ａ－１）グリッド。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長径1.35ｍ／短径0.94ｍ／深さ24㎝。壁：70～75°で立ち上が
る。長軸方位：ほぼＥ－W。
［覆　　土］９層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］平安時代か。

215号土坑
  遺　　構    （第18図）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。

第18図　土坑 （1／60）
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［検出状況］214Ｄ、265・274P に切られる。西側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長径2.30ｍ以上／短径1.43ｍ／深さ30㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上
がる。長軸方位：Ｎ－80°－W。
［覆　　土］３層に分層される。
［遺　　物］須恵器坏形土器の小破片１点が出土したが、図示できなかった。
［時　　期］平安時代（９世紀代）。

（４）ピット
　調査区域内には数多くのピットが存在するが、大部分が中世以降のピットに比定される。本地点で検
出されたピットは総数332本で、そのうち、平安時代のピットは25本（３・８・17・28・34・38・
39・50・59・67・71・72・74・75・76・92・103・111・118・127・128・230・295・305・
317Ｐ）であった。基本内容は第11表に示した。
　遺物が出土し図示できたピットは、８・17・34・67・71・72・103・111・127・128・317Ｐの
11本で、遺物の詳細は第９表に示した。
　８Ｐからは、須恵器坏形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀後葉で、産地は不明
である。
　17Ｐからは、須恵器甕形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀代と思われる。産地
は不明である。
　34Ｐからは、須恵器坏形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀後葉で、東金子製品
と思われる。
　67Ｐからは、須恵器甕形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀代、東金子製品と思
われる。
　71Ｐからは、須恵器坏形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀後葉で、東金子製品
と思われる。
　72Ｐからは、須恵器甕形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀代で、東金子製品と
思われる。
　103Ｐからは、須恵器甕形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期の比定は難しい。産地は不明
である。
　111Ｐからは、須恵器甕形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀後葉で、東金子製品
と思われる。
　127Ｐからは、灰釉陶器の須恵器甕形土器１点が出土した（図版９－４－1）。時期の比定は難しい。
産地は不明であるが、197Ｄ出土の資料と同一個体の可能性がある。
　128Ｐからは、土師器甕形土器１点が出土した（図版９－４－1）。脚台部破片で、いわゆる武蔵型甕
である。
　317Ｐからは、須恵器長頸瓶１点が出土した（図版９－４－1）。時期は９世紀後葉で、東金子製品と
思われる。



第４節　平安時代の遺構・遺物

－ 35－

第19図　ピット１（1／60）
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第20図　ピット２（1／60）

第21図　ピット出土遺物（1／4・1／3）
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第5節　中世以降の遺構・遺物

（１）概　要
　中世以降の遺構については、土坑25基・溝跡５本・ピット296本が検出された。これらの遺構につ
いては、ほぼ調査区全域から検出され、今回の調査では、主体となる内容のものと考えられる。
　まず、土坑は、総数40基のうち、中世以降に該当するものは25基であった。
　溝跡については、30～34Ｍが溝幅30㎝・深さ20㎝前後の小規模のもので、35Ｍについては、溝幅
として、上幅150～180㎝・下幅75～90㎝・深さ99～147㎝であり、これはこの中道遺跡の北方に位
置する城山遺跡内の「柏の城」関連遺構でいう中規模の堀跡に匹敵する程の遺構であることで注目に値
する。
　また、今回の調査では、ピットが多く調査区全域から多く検出され、合計332本を数える。そのう
ち、中世以降に該当するものは297本であった。さらに、（Ｂ～Ｅ－１・２）グリッドに直線的に並ぶ
ものは、長軸60㎝・深さ50㎝を超える規模の大きなもので、概してピット列状を成しているようであ
る。

挿図番号
図版番号 遺構名 器 種 法量

（㎝） 特　　　徴 色　調 胎　土 成形及び調整 遺存度 時  代

第17図1
図版9-2-1 25H 須恵器

坏
高  4.1
( 口 12.2)

体部はやや丸味をもち口縁部は
僅かに内湾気味である／酸化炎
焼成／産地不明／住居中央やや
東寄りの床面上からの出土

暗橙色 砂粒・小石
を含む

ロクロ成形／ロクロ
回転は右回転

40%
平安時代
（9c 後葉）

図版9-3-1 197D 灰釉陶器
甕か？ 厚 0.8 胴部／産地不明／127P出土と同

一個体の可能性あり
灰白色 白色砂粒を

僅かに含む
内外面：ナデ 胴部小破片 平安時代

（9c 代か）

第21図1
図版9-4-1 8P 須恵器

坏
高 (2.0)
底 [6.5]

底部に回転糸切り痕／産地不明 灰白色 茶 褐 色 粒
子・砂粒・
小石を含む

ロクロ成形／ロクロ
回転は右回転

体部下半～
底部10％ 平安時代

（9c 後葉）

第21図1
図版9-4-1 17P 須恵器

甕 厚 1.3 胴部／産地不明 灰色 雲母・砂粒
を含む

内面：ナデ／外面：
カキ目

胴部破片 平安時代
（9c 代か）

図版9-4-1 34P 須恵器
坏 厚 0.4 口縁部は外反／東金子製品か 灰色 白色砂粒・

小石を含む
ロクロ成形／ロクロ
回転は右回転

口縁部破片 平安時代
（9c 後葉）

第21図1
図版9-4-1 67P 須恵器

甕 厚 0.7
胴部／東金子製品か 濃灰色 白色砂粒を

含む
叩き成形／内面：当
て道具痕／外面：ナ
デ

胴部小破片 平安時代
（9c 代か）

第21図1
図版9-4-1 71P 須恵器

坏
高 (1.9)
底 [6.0]

底部に回転糸切り痕／東金子製
品か

灰褐色 白色砂粒を
僅かに含む

ロクロ成形／ロクロ
回転は右回転

体部下半～
底部　30%

平安時代
（9c 後葉）

第21図1
図版9-4-1 72P 須恵器

甕 厚 1.2
胴部／外面に自然釉がかかる／
東金子製品か

灰色 白色砂粒を
含む

叩き成形／内面：ナ
デ／外面：叩き目
（平行叩き目）

胴部破片 平安時代
（9c 代か）

第21図1
図版9-4-1 103P 須恵器

甕 厚 1.1 胴部／外面に自然釉がかかる／
産地不明

灰褐色 砂粒を僅か
に含む

内外面：ナデ 胴部破片 平安時代か

第21図1
図版9-4-1 111P 須恵器

甕 厚 0.9

胴部／東金子製品か 灰色 白色砂粒を
含む

叩き成形／内面：当
て道具痕（青海波）
／外面：ナデられる
が僅かに叩き目痕が
残る

胴部破片

平安時代
（9c 後葉）

図版9-4-1 127P 灰釉陶器
甕か？ 厚 0.9

胴部／産地不明／外面剥離／
197D 出土と同一個体の可能性
あり

灰白色 白色砂粒を
僅かに含む

内外面：ナデ 胴部破片 平安時代
（9c 代か）

図版9-4-1 128P 土師器
甕 厚 0.6

小型台付甕／脚台部／裾部は僅
かに内湾する／いわゆる武蔵型
甕と同系統

暗茶褐色 雲母・砂粒
を僅かに含
む

内外面：横ナデ 脚台部破片 平安時代
（9c 後葉）

図版9-4-1 317P 須恵器
長頸瓶 厚 0.8 口縁部／折り返し口縁／東金子

製品か
灰色 白色砂粒を

僅かに含む
内外面：横ナデ 口縁部小破

片
平安時代
（9c 後葉）

第９表　平安時代の遺構出土土器・陶器一覧
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　なお、各遺構の時代設定は、遺物が出土した場合は陶磁器・土器などの年代を中心に詳細年代を明示
したが、それ以外は中世以降と表記した。

（２）土　坑
　ここでは、平面形及び細部の形態的な特徴を城山遺跡第42地点で報告された分類基準に当てはめて
説明することにする（尾形・深井・青木　2005）。検出された土坑は24基（187・188・190～195・
198～203・205・208～210・214・218・223～226Ｄ）であった。基本構造については、第10表を
参照。

Ａ群　方形の土坑　０基
　　１類　袋状の構造を呈する　０基
　　２類  袋状の構造ではなく、単純構造を呈する　0基
Ｂ群　長方形の土坑　19基（１類－０基、２類－ 11基、３類－８基、４類－ 0基）
　　１類　溝状土坑　０基
　　２類　幅狭の長方形土坑　11基（188・190 ～ 194・203・208 ～ 210・226 Ｄ）
　　３類　幅広の長方形土坑　８基（195・198 ～ 202・214・218 Ｄ）
　　４類　火床部を有する土坑　0基
Ｃ群　円形・楕円形の土坑　５基（187・205・223 ～ 225 Ｄ）
Ｄ群　不整形の土坑　0基
Ｅ群　地下室・地下坑　０基
　　１類　１竪坑１主体部タイプ　０基
　　２類  特殊タイプ　0基

Ａ群　方形の土坑（第10表）
　今回の調査では該当するものはなかった。

Ｂ群　長方形の土坑（第４・22～24図、第10表）
　19基検出された。今回の調査では、１・４類は検出されなかった。
　２類　幅狭の長方形土坑（第４・22図、第10表）
　188・190～194・203・208～210・226Ｄの11基が該当する。本類は、長軸方向がおおよそ南北方
向あるいは東西方向にあることが特徴と言える。

188号土坑
  遺　　構    （第４図、第10表）

［位　　置］（Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］30Ｍに切られる。南側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸0.68m以上／短軸0.36m／深さ18㎝。壁：50°の角度
で立ち上がる。長軸方位：N－15°－Ｅ。
［覆　　土］２層に分層された。
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［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］中世以降。

190号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［検出状況］191～193Ｄを切り、30・34Ｍに切られる。南側は調査区外に延びるものと思われる。

遺構名 位　置 平面形 分類
規模（㎝）

長軸方位 覆土及び特徴等 主な遺物 時　期
長軸 短軸 深さ

187D (E-2)G 楕円形か C群 (177) 不明 48 不明 14層 陶器碗1点 中世
（15c）

188D (E-2)G 長方形 B群2類 68以上 36 18 N-15ﾟ -E
2層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを
含む黒褐色土、下層：ローム粒子・ローム小
ブロックを含む暗茶褐色土／30Mに切られる

なし 中世以降

190D (D-2)G 長方形 B群2類 270以上 70 37 N-20ﾟ -E 7層／191～193Dを切り、30・34Mに切られる 磁器1点 近世
（19c）

191D (D-2)G 長方形 B群2類 220以上 不明 20 N-19ﾟ -E 3層／193D を切り、190Ｄ・30Mに切られ、70P と重複
土器1点
（焙烙）

近世
（18c）

192D (D-2)G 長方形 B群2類 200以上 不明 39 N-22ﾟ -E

3層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを
含む暗茶褐色土、下層：ローム粒子・ローム
小ブロックを含む黒褐色土／193D を切り、
190Ｄ・30Mに切られる

鉄製品1点
（環状） 中世以降

193D (D-2)G 長方形 B群2類 195以上 65 48 N-21ﾟ -E 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土／190～192D・30Mに切られる
鉄製品1点
（釘） 中世以降

194D (D-2)G 長方形 B群2類 260 47 15 N-80ﾟ -W 単層／74P を切り、73P と重複 なし 中世以降

195D (D-2)G 長方形 B群3類 104 不明 18 不明
2層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗
褐色土を基調／196Ｄを切り、30Ｍ・94P に
切られる

なし 中世以降

198D (C-2)G 長方形 B群3類 132 101 55 N-5ﾟ -E 12層／12J・144P を切り、120P と重複 なし 中世以降
199D (C-2)G 長方形 B群3類 118 96 32 ほぼ N-S 13層／133P を切り、134P と重複 なし 中世以降

200D (C-2)G 長方形 B群3類 120 107 57 N-6ﾟ -E

8層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・
ロームブロックをやや多く含む暗茶褐色、下
層：ローム粒子・ローム小ブロック・ローム
ブロックを多く含む暗黄褐色土／12J を切り
129P に切られ、130・131P と重複

なし 中世以降

201D (B-2)G 長方形 B群3類 182 110 24 N-10ﾟ -E 4層／138・139P に切られ、141・142・154・162P と重複 なし 中世以降

202D (B-1)G 長方形 B群3類 297 133 73 N-78ﾟ -W 11層／217D・168Pを切り、167・169Pと重複 なし 中世以降

203D (A-1)G 長方形 B群2類 320以上 82 15 N-13ﾟ -E 8層／3FP を切り、164～166P と重複 磁器1点・
陶器碗1点

近世
（17c 後）

205D (A・B-1)G 楕円形か C群 94 不明 11 不明 2層 なし 中世以降

208D (B-3)G 長方形 B群2類 430 86 21 N-5ﾟ -E 5層／209D・215P を切り、222・227・246
・247・251P と重複

土器1点
（焙烙）

近世
（18c）

209D (B-3)G 長方形 B群2類 224 (45) 15 N-5ﾟ -E 4層／222P を切り、208D に切られる なし 中世以降

210D (B-3)G 長方形 B群2類 230以上 54 12 N-80ﾟ -W 5層／213・216・217D を切り、240・244Pに切られる なし 中世以降

214D (B-2)G 長方形 B群3類 156 106 42 N-83ﾟｰ W 5層／215D を切る なし 中世以降

218D (B-2)G 長方形 B群3類 110以上 95 17 N-4ﾟ -E
単層。ローム粒子・ローム小ブロックを含み、
ロームブロックを僅かに含む黒褐色土／318・
319P と重複

なし 中世以降

223D (G-1)G 楕円形か C群 75 不明 16 不明 単層。ローム粒子・ローム小ブロックを含む
暗褐色土。 なし 中世以降

224D (F-1)G 楕円形か C群 96 不明 17 不明
単層。ローム粒子・ローム小ブロックを含み、
ロームブロックを僅かに含む暗褐色土／225D
を切る

なし 中世以降

225D (F-1)G 楕円形か C群 135 不明 35 不明 2層／途中で段をもつ／224D に切られる なし 中世以降

226D (F・G-2)G 長方形 B群2類 117以上 60 9 N-80ﾟ -W
単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、
ロームブロックを僅かに含む黒褐色土／
35M・328P と重複

なし 中世以降

第10 表　中世以降の土坑一覧
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［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸2.70ｍ以上／短軸0.70ｍ／深さ37㎝。壁：ほぼ垂直に
立ち上がる。長軸方位：N－20°－Ｅ。
［覆　　土］７層に分層された。
［遺　　物］磁器１点が出土した。この遺物は重複する191Ｄとの帰属ができなかったため190・191Ｄ
出土とし、ここで説明することにした。
［時　　期］近世（19世紀）。
  遺　　物    （図版９－５－１、第12表）

　１は磁器碗である。

191号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［検出状況］193Ｄを切り、190Ｄ・30Ｍに切られ、70Pと重複。南側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸2.20ｍ以上／短軸不明m／深さ20㎝。壁：80°の角度
で急斜に立ち上がる。長軸方位：N－19°－Ｅ。
［覆　　土］３層に分層された。
［遺　　物］土器１点（焙烙）が出土した。また、重複する190Ｄとの帰属区分できなかった磁器１点
は190・191Ｄ出土とし190Ｄで説明することにした。
［時　　期］近世（18世紀）。
  遺　　物    （図版９－５－１、第12表）

　190・191Ｄ出土として、１は焙烙である。

192号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［検出状況］193Ｄを切り、190Ｄ・30Ｍに切られる。南側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸2.00ｍ以上／短軸不明m／深さ39㎝。壁：ほぼ垂直に
立ち上がる。長軸方位：N－22°－Ｅ。
［覆　　土］３層に分層された。
［遺　　物］鉄製品１点（環状製品）が出土した。
［時　　期］中世以降。
  遺　　物    （第26図１、図版９－５－１）

　１は鉄製品で、用途不明の環状製品である。長さ0.6㎝・幅2.6㎝・厚さ0.2㎝・重さ4.9ｇ。

193号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［検出状況］190～192Ｄ・30Ｍに切られる。南側は調査区外に延びるものと思われる。
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［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸1.95ｍ以上／短軸0.65ｍ／深さ48㎝。壁：ほぼ垂直に
立ち上がる。長軸方位：N－21°－Ｅ。
［覆　　土］単層。
［遺　　物］鉄製品１点（釘）が出土した。
［時　　期］中世以降。
  遺　　物    （第26図１、図版９－５－１）

　１は鉄製品で、釘である。長さ4.8㎝・幅0.6㎝・厚さ0.3㎝・重さ3.2ｇ。

194号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［検出状況］74P を切り、73Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸2.60ｍ／短軸0.47ｍ／深さ15㎝。壁：70°の角度で立
ち上がる。長軸方位：N－80°－W。
［覆　　土］単層。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

203号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ａ－１）グリッド。
［検出状況］３ＦＰを切り、164～166Ｐと重複する。北側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸3.20ｍ以上／短軸0.82m／深さ15㎝。壁：80°の角度
で急斜に立ち上がる。長軸方位：N－13°－Ｅ。
［覆　　土］８層に分層された。
［遺　　物］磁器１点、陶器１点が出土した。
［時　　期］近世（17世紀後半）。
  遺　　物    （図版９－５－１・２、第12表）

　１は磁器碗、２は陶器碗である。

208号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ｂ－３）グリッド。
［検出状況］209Ｄ・215P を切り、222・227・246・247・251Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸4.30m／短軸0.86m／深さ21㎝。壁：80°の角度で急
斜に立ち上がる。長軸方位：N－5°－Ｅ。
［覆　　土］５層に分層された。
［遺　　物］瓦器１点（鉢）が出土した。
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［時　　期］近世（18世紀）。
  遺　　物    （図版９－５－１、第12表）

　１は瓦器（鉢）である。

209号土坑
  遺　　構    （第22図、第10表）

［位　　置］（Ｂ－３）グリッド。
［検出状況］208Ｄに切られ、222Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸2.24ｍ／短軸0.45m／深さ15㎝。壁：70～80°の角度
で立ち上がる。長軸方位：N－5°－Ｅ。
［覆　　土］４層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

210号土坑
  遺　　構　（第22図、第10表）

［位　　置］（Ｂ－３）グリッド。
［検出状況］213Ｄ・216・217P を切り、240・244P に切られる。東側は調査区外に延びるものと思わ
れる。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸2.30ｍ以上／短軸0.54m／深さ12㎝。壁：75～80°の
角度で立ち上がる。長軸方位：N－80°－W。
［覆　　土］５層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

226号土坑
  遺　　構　（第４図、第10表）

［位　　置］（Ｆ・Ｇ－２）グリッド。
［検出状況］35Ｍ・328Ｐと重複する。東側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸1.17ｍ以上／短軸0.60m／深さ９㎝。壁：ほぼ垂直に
立ち上がる。長軸方位：N－80°－W。
［覆　　土］単層。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

３類　幅広の長方形土坑（第４・23図、第10表）
　195・198～202・214・218Ｄの８基が該当する。分布状況としては、（Ａ～Ｃ－１・２）グリッド
にややまとまっていることから、調査区の西半部に集中する傾向にある。
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195号土坑
  遺　　構　（第４図、第10表）

［位　　置］（Ｄ－２）グリッド。
［検出状況］196Ｄを切り、30Ｍ・94P に切られる。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.04ｍ／短軸不明／深さ18㎝。壁：75～80°の角度で立ち上
がる。長軸方位：不明。
［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

198号土坑
  遺　　構　（第23図、第10表）

［位　　置］（Ｃ－２）グリッド。
［検出状況］12Ｊ・144Ｐを切り、120Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.32ｍ／短軸1.01ｍ／深さ55㎝。壁：75～80°の角度で急斜
に立ち上がる。長軸方位：N－５°－Ｅ。
［覆　　土］12層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

199号土坑
  遺　　構　（第23図、第10表）

［位　　置］（Ｃ－２）グリッド。
［検出状況］133Ｐを切り、134Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.18ｍ／短軸0.96m／深さ32㎝。壁：70～80°の角度で急斜
に立ち上がる。長軸方位：ほぼN－Ｓ。
［覆　　土］13層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

200号土坑
  遺　　構　（第23図、第10表）

［位　　置］（Ｃ－２）グリッド。
［検出状況］12Ｊを切り、129Ｐに切られ、130・131Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.20ｍ／短軸1.07ｍ／深さ57㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上が
る。長軸方位：N－６°－Ｅ。
［覆　　土］８層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
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第22図　土坑 Ｂ群２類　（1／60）
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第23図　土坑 Ｂ群３類１　（1／60）
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［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

201号土坑
  遺　　構　（第23図、第10表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］138・139Ｐに切られ、141・142・154・162Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.82m／短軸1.10m／深さ24㎝。壁：60～70°の角度で立ち
上がる。長軸方位：N－10°－Ｅ。

第25図　土坑 C群 （1／60）

第24図　土坑 Ｂ群３類2　（1／60）
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［覆　　土］４層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

202号土坑
  遺　　構　（第23図、第10表）

［位　　置］（Ｂ－１）グリッド。
［検出状況］217Ｄ・168Ｐを切り、167・169Ｐと重複。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸2.97ｍ／短軸1.33ｍ／深さ73㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上が
る。長軸方位：N－78°－W。
［覆　　土］11層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

214号土坑
  遺　　構　（第24図、第10表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］215Ｄを切る。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.56ｍ／短軸1.06m ／深さ42㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上が
る。長軸方位：N－83°－W。
［覆　　土］５層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

218号土坑
  遺　　構　（第24図、第10表）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］318・319Ｐと重複する。南側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.10ｍ以上／短軸0.95ｍ／深さ17㎝。壁：60°の角度で立ち
上がる。長軸方位：N－４°－Ｅ。
［覆　　土］単層。ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒褐色土。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

Ｃ群　円形・楕円形の土坑（第４・25図、第10表）
　187・205・223～225Ｄの５基が該当する。分布状況は、５基のうち３基（223～225Ｄ）が（Ｆ・
Ｇ－１）グリッドからの検出であり、調査区東端にまとまっている。
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187号土坑
  遺　　構　（第25図、第10表）

［位　　置］（Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］南側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：楕円形か。規模：長軸1.77m ／短軸不明／深さ48㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上が
る。長軸方位：不明。
［覆　　土］14層に分層された。
［遺　　物］陶器１点（碗）が出土した。
［時　　期］中世（15世紀）。
  遺　　物　（図版９－５－１、第12表）

　１は陶器（皿）である。

205号土坑
  遺　　構　（第25図、第10表）

［位　　置］（Ａ・Ｂ－１）グリッド。
［検出状況］北側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：楕円形か。規模：長軸0.94ｍ／短軸不明／深さ11㎝。壁：75～80°の角度で立ち
上がる。長軸方位：不明。
［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

223号土坑
  遺　　構　（第４図、第10表）

［位　　置］（Ｇ－１）グリッド。
［検出状況］西側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：楕円形か。規模：長軸0.75ｍ／短軸不明／深さ16㎝。壁：30～60°の角度で立ち
上がる。長軸方位：不明。
［覆　　土］単層。ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

224号土坑
  遺　　構　（第25図、第10表）

［位　　置］（Ｆ－１）グリッド。
［検出状況］225Ｄを切る。西側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：楕円形か。規模：長軸0.96ｍ／短軸不明／深さ17㎝。壁：30～40°の角度で緩や
かに立ち上がる。長軸方位：不明。        
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［覆　　土］単層。ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗褐色土。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

225号土坑
  遺　　構　（第25図、第10表）

［位　　置］（Ｆ－１）グリッド。
［検出状況］224Ｄに切られる。西側は調査区外に延びるものと思われる。
［構　　造］平面形：楕円形か。途中で段をもつ。規模：長軸1.35ｍ／短軸不明／深さ35㎝。壁：60～
70°の角度で立ち上がる。長軸方位：不明。
［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

Ｄ群　不整形の土坑
　今回の調査では、該当するものはなかった。

Ｅ群　地下室・地下坑
　今回の調査では、該当するものはなかった。

（３）溝　跡
29号溝跡
  遺　　構　（第27図）

［位　　置］（Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］４・12・13Ｐに切られる。調査区北側に延びるものと考えられる。
［構　　造］規模：検出長1.62ｍ／検出最大上幅38㎝／下幅18～25㎝／深さ8～12㎝。溝底はほぼ平坦
である。断面形は逆台形で壁の立ち上がりは65°前後。走向方位：Ｎ－35°－Ｅ。
［覆　　土］単層。

第26図　土坑出土遺物（1／3）
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［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察し近世以降と思われる。

30号溝跡
  遺　　構　（第４・27図）

［位　　置］（Ｄ・Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］11Ｊ・188・190～193・195・196Ｄ、31・32Ｍを切る。調査区ほぼ中央から検出され、
調査区軸に平行して検出。34Mに走向方位や構造が類似。

第27図　溝跡１（1／60）
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第28図　溝跡２（1／60）
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［構　　造］規模：検出長14.83ｍ／上幅15～45㎝／下幅７～27㎝／深さ７～20㎝。溝底はほぼ平坦で
ある。断面形は逆台形で壁の立ち上がりは65°前後。走向方位：Ｎ－67°－W。
［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］陶器１点（鉢）が出土した。
［時　　期］近世（18世紀）。
  遺　　物　（図版９－５－１、第12表）

　１は陶器小壷と思われる。

31号溝跡
  遺　　構　（第27図）

［位　　置］（Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］30Ｍに切られる。調査区南側に延びるものと考えられる。
［構　　造］規模：検出長0.42ｍ／検出最大上幅42㎝／下幅18～30㎝／深さ３～９㎝。溝底はほぼ平
坦である。断面形は逆台形で壁の立ち上がりは50°前後。走向方位：Ｎ－30°－Ｅ。
［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

32号溝跡
  遺　　構　（第27図）

［位　　置］（Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］30Ｍに切られる。調査区を横断しており、南北両側に遺構は延びるものと思われる。
［構　　造］規模：検出長3.24ｍ／検出最大上幅45㎝／下幅15～35㎝／深さ６～８㎝。溝底はほぼ平
坦である。断面形は逆台形で壁の立ち上がりは40°前後。走向方位：Ｎ－30°－Ｅ。
［覆　　土］単層。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

33号溝跡
  遺　　構　（第27図）

［位　　置］（Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］34Ｍ・47Ｐに切られる。調査区北側に遺構は延びるものと思われる。
［構　　造］規模：検出長2.94ｍ／検出最大上幅45㎝／下幅24～36㎝／深さ13～15㎝。溝底はほぼ平
坦である。断面形は逆台形で壁の立ち上がりは60°前後。走向方位：Ｎ－22°－Ｅ。
［覆　　土］単層。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。
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34号溝跡
  遺　　構　（第４図）

［位　　置］（Ｃ～Ｅ－２）グリッド。
［検出状況］190・191Ｄ、33Ｍを切る。30Mに走向方位や構造が類似する。
［構　　造］規模：検出長12.0ｍ／上幅28～48㎝／下幅18～30㎝／深さ5～23㎝。溝底はほぼ平坦で
ある。断面形は逆台形で壁の立ち上がりは80°前後と急斜。走向方位：Ｎ－72°－W。
［覆　　土］単層。ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土を基調とする。
［遺　　物］磁器碗１点と瓦１点が出土したが、小破片のため図示できなかった。
［時　　期］近世と思われる。

35号溝跡
  遺　　構　（第28図）

［位　　置］（Ｆ・Ｇ－１・２）グリッド。
［検出状況］226Ｄと重複する。北端東側と南端南側にさらに遺構が延びるものと推測される。
［構　　造］規模：検出長12.72ｍ／上幅150～180㎝（確認面）／下幅75～90㎝／深さ99～147㎝。セ
クション E－ E’ 部分では上幅はさらに広くなり、2.4ｍを測る。溝底は平坦であるが、深さは北側から
南側にかけて徐々に深くなっており、北端と南端で47㎝の比高差がある。断面形は箱薬研状で壁は溝
底から80°と急斜であるが、深さ約50㎝の位置で屈曲し40～45°と緩やかなっている。走向方位は長軸
方向でＮ－25°－Ｅであるが、最北端で東側に向きを変え、走向方位はＮ－85°－Ｗである。
［覆　　土］26層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土から観察して中世以降と思われる。

（４）ピット（第29～33図）
　本地点で検出されたピットは全部で332本、そのうち、中世以降のピットは297本であった。基本内
容は第11表に示した。
　遺物が出土したピットは、全部で７本（７・106・155・207・263・315・322Ｐ）、遺物のうち、
陶磁器については第12表に内容を示した。
　７Ｐからは、陶器（常滑甕）の小破片１点が出土した（第34図1、図版10－１－1、第12表）。
　106Ｐからは、陶器（常滑甕）の小破片１点（図版10－１－１、第12表）。
　155Ｐからは、石製品（砥石）１点が出土した（第34図１、図版10－１－１）。長さ6.8㎝・幅2.5
㎝・厚さ1.9㎝・重さ53.6ｇ。使用面は４面。石材は凝灰岩。
　207Ｐからは、鉄製品（不明品）１点が出土した（第34図１、図版10－１－１）。長さ4.2㎝・幅0.7
㎝・厚さ0.5㎝・重さ3.3ｇ。断面は方形。両端がやや太くなっているため釘とはしなかった。
　263Ｐからは、石製品（石版）１点が出土した（第34図１、図版10－１－１）。長さ2.9㎝・幅4.1
㎝・厚さ0.4㎝・重さ8.9ｇ。石材は粘板岩。
　315Ｐからは、銅銭（元豊通寶）１点が出土した（第34図１、図版10－１－１）。元豊通寶は外径
2.4㎝・方孔0.6㎝・厚さ0.1㎝・重さ3.1ｇ。初鋳年は北宋（1078年）。完形品である。
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47Ｐ　Ａ－Ａ’
１層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
　　　　　　　　含む。しまり中。
２層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
　　　　　　　　含む。しまり中。
３層　明茶褐色土　ローム粒子をやや多く、ローム
　　　　　　　　　小ブロック・ロームブロックを
　　　　　　　　　含む。しまりやや強。
４層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック
　　　　　　　　　やや多く、ロームブロックを含
　　　　　　　　　む。しまりやや強。

48Ｐ　Ｂ－Ｂ’
１層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
　　　　　　　　含む。しまりやや強。
２層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
　　　　　　　　含む。しまりやや強。
３層　明茶褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック
　　　　　　　　　やや多く、ロームブロックを僅
　　　　　　　　　かに含む。しまり中。
４層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
　　　　　　　　含む。しまりやや強。
５層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
　　　　　　　　含む。しまりやや強。

１層　暗茶褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　　しまり中。
２層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム
　　　　　　　　ブロックを含む。しまり中。
３層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロー
　　　　　　　　　ムブロックを多く含む。しまり中。
４層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム
　　　　　　　　ブロックを含む。しまり中。
５層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックをやや
　　　　　　　　　多く、ロームブロックを含む。しまり
　　　　　　　　　中。
６層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロー
　　　　　　　　　ムブロックをやや多く含む。しまり中。
７層　黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム
　　　　　　　　ブロックを多く含む。しまり中。
８層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含み、
　　　　　　　　ロームブロック僅かに含む。しまり中。

１層　暗茶褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含
　　　　　　　　　み、ロームブロックを僅かに含む。
　　　　　　　　　しまり中。
２層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含み、
　　　　　　　　ロームブロックを僅かに含む。しまり
　　　　　　　　中。
３層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　しまり中。
４層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　しまり中。
５層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　しまり中。
６層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　しまり中。
７層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　しまり中。

１層　暗褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
                ロームブロックを僅かに含む。し
                まり中。
２層　暗褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
                多く、ロームブロックを僅かに含
                む。しまり中。
３層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック
                  を含み、ロームブロックを多く
                  含む。しまり強。
４層　暗褐色土　ローム粒子・ロームブロックを含
                み、ローム小ブロックを僅かに含
                む。しまり弱。
５層　暗褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
                ロームブロックを含む。しまり弱。

１層　盛土。
２層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物
　　　　　　　　粒子・焼土粒子を僅かに含む（表土）。
　　　　　　　　しまり中。
３層　黒褐色土　ローム粒子・炭化物粒子を僅かに含む。
　　　　　　　　しまり強。
４層　黒色土　ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含
　　　　　　　む。しまり中。
５層　暗黄褐色土　ローム粒子を含み、ローム小ブロック
　　　　　　　　　・ロームブロックを僅かに含む。しま
　　　　　　　　　り中。
６層　黒褐色土　ローム粒子を僅かに含む。しまり中。
７層　暗褐色土　ローム粒子を僅かに含む。しまり強。
８層　黒色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブ
　　　　　　　ロックを僅かに含む。しまり中。

102Ｐ
１層　黒褐色土　ローム粒子を含み、ローム小ブロ
　　　　　　　　ック・炭化物粒子・焼土粒子を僅
　　　　　　　　かに含む。しまり強。
２層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック
　　　　　　　　　を多く、ロームブロックを含む。
　　　　　　　　　しまり強。
３層　暗褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
　　　　　　　　ロームブロックを含み、炭化物粒
　　　　　　　　子を僅かに含む。しまり中。
４層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
　　　　　　　　ロームブロックを僅かに含む。し
　　　　　　　　まり中。

99Ｐ　
１層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
　　　　　　　　炭化物粒子を僅かに含む。
100Ｐ
１層　黒褐色土　ローム粒子をごく僅かに、炭化物
　　　　　　　　粒子を僅かに含む。しまり中。
２層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
　　　　　　　　ロームブロック・炭化物粒子を僅
　　　　　　　　かに含む。しまり中。
３層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
              　含む。しまり中。
４層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
　　　　　　　　ロームブロックを含み、炭化物粒
　　　　　　　　子を僅かに含む。しまり中。
５層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・
　　　　　　　　ロームブロックを多く、炭化物粒
　　　　　　　　子を僅かに含む。しまりやや弱。
６層　黒色土　ローム粒子・ローム小ブロックを僅
　　　　　　　かに含む。しまり中。
７層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを
　　　　　　　　含み、ロームブロックを僅かに含
　　　　　　　　む。しまり中。
８層　黒色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロ
　　　　　　　ームブロックを僅かに含む。しまり
　　　　　　　弱。

１層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブ
                ロックを僅かに含む。し
                まり中。
２層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブ
　　　　　　　　ロック・ロームブロック
                を含み、炭化物粒子を僅
　　　　　　　　かに含む。しまり強。
３層　黒褐色土　ローム粒子を多く、ロー
　　　　　　　　ム小ブロックを含み、ロ
　　　　　　　　ームブロックを僅かに含
　　　　　　　　む。しまり中。
４層　暗褐色土　ローム粒子・ローム小ブ
　　　　　　　　ロックを含み、ロームブ
　　　　　　　　ロックを僅かに含む。し
　　　　　　　　まり弱。
５層　黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブ
　　　　　　　　ロック・ロームブロック
　　　　　　　　を多く含む。しまり中。

108Ｐ
１層　暗褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。しまり中。
２層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロー
　　　　　　　　　ムブロックを含む。しまり中。
３層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロ
　　　　　　　　ックを僅かに含む。しまり中。
４層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロック
　　　　　　　　　をやや多く含む。しまり中。
５層　ロームブロック。
６層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロ
　　　　　　　　ックを僅かに含む。しまり中。
７層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロック
　　　　　　　　　をやや多く含む。しまり中。

106Ｐ
１層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。しまり中。
２層　暗赤褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。しまり中。
３層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。しまり中。
４層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロック
　　　　　　　　　を多く含む。しまり中。
５層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを
　　　　　　　　含む。しまり中。
６層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。しまり中。

115Ｐ
１層　暗茶褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含み、
　　　　　　　　　ロームブロックを僅かに含む。しまり
　　　　　　　　　中。
２層　暗茶褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　　しまり中。
３層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含み、
              　ロームブロックを僅かに含む。しまり中。
４層　暗茶褐色土　ローム粒子・ローム小ブロックを含む。
　　　　　　　　　しまり中。
５層　暗黄褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ロー
　　　　　　　　　ムブロックを多く含む。しまりやや弱。
６層　黒褐色土　ローム粒子・ローム小ブロック・ローム
　　　　　　　　ブロックを含む。しまり中。
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遺構名 位　置 平面形 規模（㎝） 覆　　　　　　土 主な遺物
及び備考 時　期長軸 短軸 深さ

1Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸方形 60 50 51 9層／189D を切る なし 中世以降

2Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 42 不明 23 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 磁器1点
（図示不可） 近世

3Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 58 52 58 6層／ローム粒子を含み、ローム小ブロックを僅かに含む黒褐色土を基調 土師器甕1点
（図示不可）

平安時代
（9c 代か）

4Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 47 不明 34 3層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土
を基調／北側は調査区外／29Ｍを切る なし 中世以降

5Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 32 25 57 5層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土、下層：ローム粒
子・ローム小ブロックを含む明茶褐色土を基調

磁器1点・かわ
らけ1点
（図示不可）

近世

6Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 50 42 14 3層 土器1点（加曽
利 E4式）

縄文時代
（中期後葉）

7Ｐ (E-2) Ｇ 不整楕円形 102 75 88 10層／189D を切り、23P と重複 陶器（常滑甕）
1点

中世
（14c 後）

8Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 46 38 101 4層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗黄褐
色土を基調／9Pに切られる 須恵器坏1点 平安時代

（9c 後葉）
9Ｐ (E-2) Ｇ ほぼ円形 40 － 47 6層／8・10・17P を切る なし 中世以降
10Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 30以上 30 51 3層／9・18P に切られる なし 中世以降
11Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 45 35 51 5層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調 なし 中世以降
12Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 46 35 20 単層／29Ｍ・13P を切る なし 中世以降
13Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸方形 46 44 55 7層／29Ｍを切り、12P に切られる なし 中世以降
14Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 35 32 21 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶色土 なし 中世以降
15Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 36 30 47 5層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／16P をきる なし 中世以降

16Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 30以上 30 30 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む明茶褐色土を基調／15P に切られ
る なし 中世以降

17Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 不明 不明 50 6層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロームブロックを含む暗黄
褐色土を基調／9Ｐに切られる 須恵器甕1点 平安時代

（9c 代か）
18Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 33 25 39 単層／10P を切る なし 中世以降
19Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 31 27 55 7層 なし 中世以降
20Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 37 34 26 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒色土を基調 なし 中世以降
21Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸方形 45 40 92 10層／22P を切り、25P と重複 なし 中世以降
22Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 54 40 57 8層／21P に切られ、25P と重複 なし 中世以降
23Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸方形 28 25 26 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／7Pと重複 なし 中世以降
24Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 36 28 23 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
25Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 40 不明 40 7層／21・22P と重複 なし 中世以降
26Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 24 18 11 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／30Mに切られる なし 中世以降
27Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 38 不明 42 7層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／北側は調査区外 なし 中世以降

28Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 46 36 50
5層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに
含む暗茶褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロッ
クを僅かに含む黒褐色土／32M・36P に切られる

須恵器坏1点
（図示不可）

平安時代
（9c 代か）

29Ｐ (E-2) Ｇ 円形 24 － 27 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
30Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 35 31 15 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／32Mに切られる なし 中世以降
31Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 26 21 24 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／32Mと重複 なし 中世以降

32Ｐ (E-2) Ｇ 不整形 63 45 69/59
/25

6層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土を基調 なし 中世以降

33Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 28 30 33 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む、ロームブロックを僅かに含む暗
茶褐色土／30Mを切る なし 中世以降

34Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 63 50 77/53 6層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／39P を切る 須恵器坏1点 平安時代
（9c 後葉）

35Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 65 58 65 6層 なし 中世以降

36Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 36 30 45 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／32Mに切られ、
28P を切る なし 中世以降

37Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸方形 32 28 53 4層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／40P を切る なし 中世以降

38Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 60以上 45 120 4層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土、下層：ローム
粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／41・42P に切られる

須恵器坏2点
（図示不可）

平安時代
（9c 後葉）

39Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 33 不明 20 1層／34P に切られる なし 平安時代か

40Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸方形 37 30以
上 35 4層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／37P に切られる なし 中世以降

41Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸方形 65 43 96 5層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土を基調／38P を切る なし 中世以降
42Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 35以上 30 56 4層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／38P を切る なし 中世以降

43Ｐ (E-2) Ｇ 隅丸長方形 48 35 106 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土を基調
／45・46P を切り、33Mに切られる なし 中世以降

44Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 47 43 26 3層／15P・30Mに切られる 土器2点 縄文時代
（中期）

45Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形か 50 40 97 5層／46・55P を切り、43P に切られる なし 中世以降
46Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 60以上 42 74/45 5層／43・45P に切られる なし 中世以降
47Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 66 36 68 4層／33M・48P を切る なし 中世以降

48Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 55 34以
上 65 5層／47P に切られる なし 中世以降

49Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 94 42 78/43 7層／56・59P を切る／別ピットと重複か なし 中世以降

50Ｐ (D-2) Ｇ 不整形 50 35 63 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／34M・54P に切られる 須恵器坏1点
（図示不可）

平安時代
（9c 後葉）

51Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 47以上 43 70 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒色土を基調／52P を切り、54・
55P に切られ、53P と重複 なし 中世以降

52Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形か 不明 不明 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／51P に切られ、53P と
重複 なし 中世以降

第11表　ピット一覧（１）



第２章　中道遺跡第76地点の調査

－ 60－

遺構名 位　置 平面形
規模（㎝）

覆　　　　　　土 主な遺物
及び備考 時　期

長軸 短軸 深さ

53Ｐ (D-2) Ｇ 隅丸方形 40 38 58 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／57P
を切り、51・52P と重複 なし 中世以降

54Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形か 不明 48 47 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土を基調／51P を切り、55P に切られ、53P と重複 なし 中世以降

55Ｐ (D・E- 2 )
Ｇ 不整形 82 70以

上
71/79/
87

単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／51・54P を切り、45P に切られる なし 中世以降

56Ｐ (D-2) Ｇ 隅丸方形 60以上 60 73 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／59・60P を切り、49P に切られる なし 中世以降

57Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 35以上 35 61 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／58・
69P を切り、53P に切られる なし 中世以降

58Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 40以上 38 43 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／57・
69P・34Mに切られる なし 中世以降

59Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 95以上 82 88/25 7層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土を基調
／49・56P に切られる

土師器甕2点
（図示不可）

平安時代
（9c 後葉）

60Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 75以上 58 57 8層／56P に切られる なし 中世以降

61Ｐ (D・E- 2 )
Ｇ 楕円形 65 58 66 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒

褐色土／63P を切り、30M・62P に切られる なし 中世以降

62Ｐ (E-2) Ｇ 楕円形 44 26 79 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／61P を切り、30Mに切られる なし 中世以降

63Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 70以上 66 57
2層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに
含む黒褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く
含む暗黄褐色土／30M・61P に切られる

なし 中世以降

64Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 31 27 23 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／34Mに切られ、69P と
重複 なし 中世以降

65Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 40 33 61 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
茶褐色土 なし 中世以降

66Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 34以上 30 31 単層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロームブロックを僅かに含
む暗茶褐色土 なし 中世以降

67Ｐ (D-2) Ｇ 円形 38 不明 53 2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土、2層：ローム粒
子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 須恵器甕1点 平安時代

（9c 代か）

68Ｐ (D-2) Ｇ 円形 44 不明 75 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロック・炭化物粒子を僅かに
含む黒褐色土／69P を切り、34Mに切られる なし 中世以降

69Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 40以上 37 69 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／58P を切り、34M・57P・68P に切られ、64P と重複 なし 中世以降

70Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 36 30 62 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く、炭化物粒子を
僅かに含む暗黄褐色土／191D と重複 なし 中世以降

71Ｐ (D-2) Ｇ 隅丸長方形 52 35 61 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロック・炭化物粒子を僅かに
含む黒褐色土／34Mに切られる 須恵器坏1点 平安時代

（9c 後葉）

72Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 49 40 94 単層／ロームブロックを含み、ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子を
僅かに含む黒褐色土／34Mに切られる 須恵器甕1点 平安時代

（9c 代か）

73Ｐ (D-2) Ｇ 隅丸方形 30 28 69 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロック・炭化物粒子を
僅かに含む暗黄褐色土／194D と重複 なし 中世以降

74Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 43 41 65 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに含む黒色土／
34M・194D に切られる なし 平安時代か

75Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 31 30 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒色土／34Mに切られる なし 平安時代か

76Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 53 44 56 単層／ロームブロックを含み、ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子を
僅かに含む黒褐色土／77P を切り、34Mに切られる なし 平安時代か

77Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 43 32以
上 60 4層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／78P を切り、

34M・76P に切られる なし 中世以降

78Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 29 22 25 単層／ローム粒子を含み、ローム小ブロックを僅かに含む暗褐色土／34M・
77P に切られる なし 中世以降

79Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 55 52 89 5層／85P を切り、34Mに切られる なし 中世以降

80Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 52 48 85 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを多く、ロームブロックを含む黒褐色土
を基調／81・86P を切る なし 中世以降

81Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 40以上 35 15 単層／ローム粒子を含み、ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土／80・86・87P に切られる なし 中世以降

82Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 25 20 20 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに含む暗褐色土 なし 中世以降

83Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 26 24 33 単層／ローム粒子を多く、ローム小ブロックを僅かに含む暗褐色土／34Mに切
られる なし 中世以降

84Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 33 28 46 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗茶褐色土／
11J と重複 なし 縄文時代

85Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 45 不明 69 7層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗褐色土を基調
／88P を切り、34M・79P に切られる なし 中世以降

86Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 40 33 54 2層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗褐色土を基調
／81P を切り、80・87P に切られる なし 中世以降

87Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形か 不明 25 16 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
茶褐色土／81・86P を切る なし 中世以降

88Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形か 20 不明 35 土層不明（チェックもれ）／34M・85P に切られる なし 中世以降

89Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 46 34 62 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロック・炭化物粒子・焼土粒
子を僅かに含む黒色土／91・92P を切り、34Mに切られる なし 中世以降

90Ｐ (D-2) Ｇ 隅丸方形 52 52 18 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化物粒子を
僅かに含む暗灰褐色土／91・92P を切る なし 中世以降

第11表　ピット一覧（２）



第5節　中世以降の遺構・遺物

－ 61－

遺構名 位　置 平面形
規模（㎝）

覆　　　　　　土 主な遺物
及び備考 時　期

長軸 短軸 深さ

91Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形か 不明 不明 38 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを多く、ロームブロックを含む暗黄褐色
土／92P を切り、89・90P に切られる なし 中世以降

92Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 65 不明 109 5層／89・90・93P に切られる 須恵器坏1点
（図示不可）

平安時代
（9c 後葉）

93Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 35 32 60 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む黒褐色
土を基調／92P を切る なし 中世以降

94Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形か 53以上 不明 32 4層／ローム粒子・炭化物粒子・焼土粒子を僅かに含む黒褐色土を基調／195D
を切る なし 中世以降

95Ｐ (D-2) Ｇ 円形 30 － 31 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化物粒子を
僅かに含む黒褐色土 なし 中世以降

96Ｐ (D-2) Ｇ 楕円形 45 不明 45 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

97Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形か 不明 40 74 3層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化物粒子を
僅か胃含む暗褐色土を基調／98P に切られる なし 中世以降

98Ｐ (C-2) Ｇ 不明 不明 不明 72 3層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化物粒子を
僅かに含む暗褐色土を基調／97P を切る なし 中世以降

99Ｐ (C・D-2)
Ｇ 楕円形 48 42 85 単層 なし 中世以降

100Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 68 65 95 8層／102P を切る なし 中世以降
101Ｐ (C-2) Ｇ 円形か 44以上 不明 77 7層 なし 中世以降
102Ｐ (C-2) Ｇ 円形 58 不明 58 4層／100P に切られる なし 中世以降
103Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 77 65 80 4層／104P を切り、110P に切られる 須恵器甕1点 平安時代か

104Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 56 30以
上 69 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗褐色土／103P

に切られ、116P と重複 なし 中世以降

105Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 30 24 48 土層不明（チェックもれ） なし 中世以降

106Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 92 57 76 6層／115P を切り、116・126P に切られる 陶器（常滑甕）
1点

中世
（14c 後）

107Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 58 50 25 単層／ローム粒子を含み、ローム小ブロック・ロームブロック・炭化物粒子を
僅かに含む黒褐色土／108P を切り、115P に切られる なし 中世以降

108Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 73 48以
上 70 7層／107・115P に切られる なし 中世以降

109Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 62 50 96 7層／110・121P を切る なし 中世以降
110Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 42 35 72 4層／103P を切り、109P に切られ、121P と重複 なし 中世以降

111Ｐ (C-2) Ｇ 円形 36 不明 44 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土 須恵器甕1点 平安時代

（9c 後葉）
112Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 38 35 48 5層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調 なし 中世以降

113Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 25 20 47 3層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロームブロックを僅かに含
む暗茶褐色土を基調／197D・114P を切る なし 中世以降

114Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 43 30 69 6層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗黄褐
色土を基調／197D を切り、113・119P に切られる なし 中世以降

115Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 85 56 82/70 6層／107・108P を切り、106P に切られる なし 中世以降

116Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 36 32 55 4層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／106P を切り、
104P と重複 なし 中世以降

117Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 47 40 88 6層／12J・118P を切り、321P と重複 なし 中世以降

118Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 40 30 55 7層／117P に切られる 須恵器坏1点
（図示不可）

平安時代
（9c 代か）

119Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 23 20 51 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒色土／
197D・114P を切る なし 中世以降

120Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 30 25 52 2層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土
／198D と重複 なし 中世以降

121Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 47以上 35 92 土層不明（チェックもれ）／109P に切られ、110・122P と重複 なし 中世以降
122Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 40 35 55 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土／121P と重複 なし 中世以降
123Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 38 38 42 ４層／ローム粒子・ローム小ブロックを多く含む黒褐色土を基調 なし 中世以降

124Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 30 不明 34
2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土、2層：ローム粒
子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土／135P に切ら
れる

なし 中世以降

125Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 50 42 75 6層／135P と重複 なし 中世以降
126Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸長方形 40 36 88 土層不明（チェックもれ）／106P を切る なし 中世以降

127Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸長方形 40 33 66
10層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む
暗黄褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを黒褐色
土を基調／140P に切られる

灰釉陶器甕か1
点

平安時代
（9c 代か）

128Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 44 42 90
7層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む
暗黄褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを黒褐色
土を基調／200D を切り、129P に切られ、145・152P と重複

土師器甕1点 平安時代
（9c 後葉）

129Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 43 27 87
6層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗茶褐色
土、下層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／200D・
128P・130P を切る

なし 中世以降

130Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 39 26 80/70 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む黒褐色
土／200D と重複 なし 中世以降

131Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 49 32 77 7層／200D と重複 なし 中世以降

132Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 65 43 92 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土／136・137・150・151P と重複 なし 中世以降

133Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 25 25 47 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／199D に切られる なし 中世以降

134Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 30 29 35 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む黒褐色
土／199D と重複 なし 中世以降

第11表　ピット一覧（３）



第２章　中道遺跡第76地点の調査

－ 62－

遺構名 位　置 平面形
規模（㎝）

覆　　　　　　土 主な遺物
及び備考 時　期

長軸 短軸 深さ

135Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸長方形 58 35 73
2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロームブロックを僅か
に含む暗褐色土、2層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロッ
クを僅かに含む黒黄褐色土／124P を切る

なし 中世以降

136Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35以上 32 56 2層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐
色土を基調／132・137P に切られる なし 中世以降

137Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形か 47 44 55 6層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土を基調
／136を切り、132P に切られる なし 中世以降

138Ｐ (B-2) Ｇ 円形 50 不明 84 7層／201D を切る なし 中世以降

139Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 30 28 36
2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含
む暗褐色土、2層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土／201D を切る

なし 中世以降

140Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 35 不明 34 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／127P を切る なし 中世以降

141Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 42 35 43 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／201D・159P と重複 なし 中世以降

142Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 38 35 30 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／
201D・161P と重複 なし 中世以降

143Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 33 28 41 6層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロームブロックを僅かに含
む暗褐色土を基調6を切る なし 中世以降

144Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 20 18 60 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土
／198D に切られる なし 中世以降

145Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 不明 18 45 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／197D を切り、128P と重複 なし 中世以降

146Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 25 不明 51 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／143
に切られる なし 中世以降

147Ｐ (B・C-2) Ｇ 楕円形 46 43 63 6層／148・149P を切る なし 中世以降
148Ｐ (B・C-2) Ｇ 円形 39 不明 43 3層／147P に切られ、135・137P と重複 なし 中世以降
149Ｐ (B・C-2) Ｇ 楕円形 31 25 48 4層／147P に切られる なし 中世以降
150Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 39 28 55 5層／151P を切り、132P と重複 なし 中世以降
151Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 46 不明 70 4層／150P に切られ、132・159P と重複 なし 中世以降
152Ｐ (C-2) Ｇ 隅丸方形 40 42 56 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／128P と重複 なし 中世以降

153Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 40 42 60 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／156・161P と重複 なし 中世以降

154Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 30 28 75 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む明茶褐色土／
201D・153・162P と重複 なし 中世以降

155Ｐ (C-1・2) Ｇ 楕円形か 35 不明 17 2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く含む暗褐色土、2層：
ローム粒子・ローム小ブロックを多く含む暗黄褐色土／北側は調査区外

石製品1点
（砥石） 中世以降

156Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 40 35 84 9層／162P を切り、153・161P と重複 なし 中世以降

157Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 38 30 80
3層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに
含む暗褐色土、中層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く
含む暗黄褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土

なし 中世以降

158Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 27 25 55 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降

159Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 不明 24 41 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土／141・150・151P と重
複 なし 中世以降

160Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 40 38 55/37 7層／ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒褐色土を基調 なし 中世以降

161Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 18 16 31 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロック・炭化物粒子を
僅かに含む暗褐色土／142・156P と重複 なし 中世以降

162Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸長方形 35 20 20 単層／156P に切られ、201D・154P と重複 なし 中世以降

163Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 50 46 56 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを多く、ロームブロックを含む黒褐色土
／12J を切る なし 中世以降

164Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 28 20以上 37 2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土、2層：ローム粒
子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／203D と重複 なし 中世以降

165Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 39 30 71 4層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄
褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／203D と重複 なし 中世以降

166Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 32 28 92 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土／203D と重複 なし 中世以降

167Ｐ (B-1) Ｇ 隅丸方形か 28 15以上 41 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／
202D と重複 なし 中世以降

168Ｐ (B-1) Ｇ 円形か 50 不明 26 3層／202D に切られる なし 縄文時代

169Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形か 35以上 32 20 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／
202D と重複 なし 中世以降

170Ｐ (A-1) Ｇ 円形 29 不明 17 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
171Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 42 40 57 3層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土を基調 なし 中世以降
172Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 37 34 31 4層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土を基調 なし 中世以降
173Ｐ (A-1) Ｇ 円形 40 不明 45 6層 なし 中世以降
174Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 25 22 19 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
175Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 32 29 50 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土 なし 中世以降
176Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 28 22 38 6層／177P を切る なし 中世以降
177Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 48 42 22 2層／176P に切られる なし 縄文時代

178Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 41 35 50 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

179Ｐ (B-4) Ｇ 円形 40 不明 97 11層 なし 中世以降
180Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 43 35 45 7層 なし 中世以降
181Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 35 27 24 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降

182Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 58 40 91 2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐
色土、2層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／190P と重複 なし 中世以降

183Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 50 41 79 7層 なし 中世以降

第11表　ピット一覧（４）



第5節　中世以降の遺構・遺物

－ 63－

遺構名 位　置 平面形 規模（㎝） 覆　　　　　　土 主な遺物
及び備考 時　期長軸 短軸 深さ

184Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 62 43 52 6層／185P を切る なし 中世以降
185Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 45以上 不明 74 5層／189P を切り、184P に切られる なし 中世以降

186Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 36 27 56 2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土、2層：ローム粒
子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／212D を切る なし 中世以降

187Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 54 40 58 5層／188P を切る なし 中世以降
188Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 53以上 40 64 5層／187P に切られる なし 中世以降
189Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 70以上 58 32 6層／185P に切られる なし 中世以降

190Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 35 25 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗褐色
土／182P と重複 なし 中世以降

191Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 45 33 58 4層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調 なし 中世以降
192Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 22 20 13 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒色土 なし 中世以降
193Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 28 25 38 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗褐色土 なし 中世以降

194Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 30 25 33 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土 なし 中世以降

195Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 52 不明 95 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗褐色土／
200P を切る なし 中世以降

196Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 31 29 48 4層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗黄褐
色土を基調 なし 中世以降

197Ｐ (B-3) Ｇ 円形 25 不明 35 2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土、2層：ローム粒
子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む黄褐色土 なし 中世以降

198Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 42 36 59 8層／199P を切る なし 中世以降
199Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 29 28 39 5層／198P に切られる なし 中世以降
200Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 30 不明 24 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／195P に切られる なし 中世以降
201Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 34 25 32 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土／202P と重複 なし 中世以降

202Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 25 不明 25 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗茶褐色土／
201P と重複 なし 中世以降

203Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 27 27 35 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／204P と重複 なし 中世以降

204Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 30 30 48 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土
／203P と重複 なし 中世以降

205Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 32 32 75 5層 なし 中世以降

206Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 28 28 38 2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色、2層：ローム粒子・
ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土 なし 中世以降

207Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 49 37 62 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／209・216・217P と重複

鉄製品1点
（不明品） 中世以降

208Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 46 不明 93 5層／西半部は調査区外 なし 中世以降

209Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 23 不明 37 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む明茶褐
色土／207・230P と重複 なし 中世以降

210Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 53 40 95 7層 なし 中世以降
211Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 42 35 85 5層／220P を切る なし 中世以降
212Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 45 40 65 13層／214P と重複 なし 中世以降

213Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 37 30 37 5層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土
を基調 なし 中世以降

214Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 25 25 32 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに含む黒褐色土
／212P と重複 なし 中世以降

215Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 36 36 38 5層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗黄褐
色土を基調／208D に切られる／深さは208D 坑底面からの数値 なし 中世以降

216Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 32 26 58 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／210Dに切られ、207・
217P と重複 なし 中世以降

217Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 38 22 60 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／210Dに切られ、207・
216P と重複 なし 中世以降

218Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 38 25 21 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗黄褐
色土／221P と重複 なし 中世以降

219Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 32 29 36 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降

220Ｐ (B-3) Ｇ 円形か 25 不明 27 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む明茶褐
色土／211P に切られる なし 縄文時代

221Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 42 32 73 8層／218P と重複 なし 中世以降

222Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 37 28 43
2層／1層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含
む暗褐色、2層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む
暗黄褐色土／208・209D と重複する

なし 中世以降

223Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 32 21 22 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
224Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 22 20 41 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒褐色土 なし 中世以降
225Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 37 34 55 6層／212D を切る なし 中世以降

226Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 27 21 30 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

227Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 31 25 34 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／208D と重複 なし 中世以降

228Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 30 22 27 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

229Ｐ (B-2) Ｇ 円形 38 不明 10 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

230Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 65 47 75
11層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロック・炭化物
粒子・炭化材を僅かに含む暗褐色土、下層：ローム粒子。ローム小ブロックを
含む黒褐色土を基調／232・242P に切られ、209P と重複

須恵器坏1点
（図示不可）

平安時代
（9c 後葉）

231Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 35 30 62 7層／232P に切られる なし 中世以降

232Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 34 22 58 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土／230・231Ｐを切る なし 中世以降

233Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 34 23 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土 なし 中世以降

第11表　ピット一覧（５）



第２章　中道遺跡第76地点の調査

－ 64－

遺構名 位　置 平面形 規模（㎝） 覆　　　　　　土 主な遺物
及び備考 時　期長軸 短軸 深さ

234Ｐ (B-2) Ｇ 円形 26 不明 30 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土／235P と重複 なし 中世以降

235Ｐ (B-2) Ｇ 円形 25 不明 22 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土／234P と重複 なし 中世以降

236Ｐ (B-2) Ｇ 円形 25 不明 21 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗黄褐色土 なし 中世以降

237Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 33 30 54 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

238Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 33 25 45 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土／241P と重複 なし 中世以降

239Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 32 25 18 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを多く、ロームブロックを含む暗黄褐色土 なし 縄文時代

240Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 25 25 26 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／210・213D を切る なし 中世以降

241Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 37 32 38 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む黒褐色
土／238P と重複 なし 中世以降

242Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 22 22 43 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む黒褐色
土／230P を切る なし 中世以降

243Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 25 24 26 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

244Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 25 21 34 単層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや含む明茶褐色土／210D を切る なし 中世以降

245Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 38 32 84 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／212D を切る なし 中世以降

246Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 25 21 25 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／208D と重複／深さは208D 坑底面からの数値 なし 中世以降

247Ｐ (B-2・3) Ｇ 隅丸方形 26 26 37 単層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く含む明茶褐色土／208Dと重複 なし 中世以降
248Ｐ (B-3) Ｇ 楕円形 42 30 28 6層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む明茶褐色土を基調／213D を切る なし 縄文時代

249Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 34 32 60 4層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗黄褐
色土を基調／250P と重複 なし 中世以降

250Ｐ (B-2) Ｇ 円形 47 不明 70 6層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土を基調／249P と重複 なし 中世以降

251Ｐ (B-3) Ｇ 隅丸方形 41 36 65 8層／208D と重複 なし 中世以降
252Ｐ (B-2・3) Ｇ 楕円形 48 39 55 4層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／253P に切られる なし 中世以降
253Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 28 38 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／252P を切る なし 中世以降
254Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 27 32 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒茶褐色土 なし 中世以降
255Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 25 20 21 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土 なし 中世以降
256Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 32 28 32 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒色土 なし 中世以降
257Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 30 36 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
258Ｐ (B-4) Ｇ 楕円形 27 23 22 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
259Ｐ (B-4) Ｇ 円形 25 不明 15 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
260Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 48 42 21 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
261Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 39 30 51 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
262Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 30以上 27 16 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土／265P と重複 なし 中世以降

263Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 35 28 60 7層／273P と重複 石製品1点
（石板） 中世以降

264Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 34 29 54 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土 なし 中世以降

265Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 42 30 53 7層／215D を切り、262P と重複 なし 中世以降

266Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 32 26 51 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗褐色土／267P
を切り、268P と重複 なし 中世以降

267Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 28以上 27 56 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／269P を切り、266P に切られ、268P と重複 なし 中世以降

268Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 25 71 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗褐色土／269P
を切り、266・267P と重複 なし 中世以降

269Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形か 不明 不明 50 土層不明（チェックもれ）／267・268・282P に切られる なし 中世以降
270Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 25 21 41 5層／272P を切る なし 中世以降
271Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 40 30 37 5層／272P を切る なし 中世以降
272Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 34 不明 40 3層／270・271P に切られる なし 中世以降
273Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形か 20 不明 59 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土 なし 中世以降

274Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 27 27 24 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／215D を切る／深さは215D 坑底面からの数値 なし 中世以降

275Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 41 36 56 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
276Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 33 30 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降

277Ｐ (B-1) Ｇ 隅丸方形 33 30 48 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

278Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 39 33 35 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

279Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 27 25 59 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

280Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 25 69/69 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／281P を切る なし 中世以降

281Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 30 30 55 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む暗褐色
土／280P に切られる なし 中世以降

282Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 63 35 91
2層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄
褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅か
に含む黒褐色土／269・283P を切り、297P と重複

なし 中世以降

283Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 45 33 71
2層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む
暗黄褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土／282P に切られ、297P と重複

なし 中世以降

284Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 42 34 56 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

285Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 39 34 47 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／220D を切る なし 中世以降

286Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 35 27 34 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土 なし 中世以降

第11表　ピット一覧（６）



第5節　中世以降の遺構・遺物

－ 65－

遺構名 位　置 平面形 規模（㎝） 覆　　　　　　土 主な遺物
及び備考 時　期長軸 短軸 深さ

287Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 32以上 30 44 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

288Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 53 46 64 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
289Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 38 32 45 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降

290Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 28 不明 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／293P と重複 なし 中世以降

291Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 50 36 64 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／292P
を切り、294P と重複 なし 中世以降

292Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 32以上 68/68
2層／上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む
暗黄褐色土、下層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土／291P に切られ、294P と重複

なし 中世以降

293Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 30 72 単層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロームブロックを含む黒褐
色土／290P と重複 なし 中世以降

294Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 47 不明 51 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土／
291・292P と重複 なし 中世以降

295Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 40 37 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 土師器甕1点
（図示不可）

平安時代
（9c 代か）

296Ｐ (B-1) Ｇ 円形 28 不明 40 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土 なし 中世以降

297Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形か 不明 不明 45

3層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒色土、中層：ロー
ム粒子・ローム小ブロック。ロームブロックを含む黒褐色土、下層：ローム粒
子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土／282・283・
300P と重複

なし 中世以降

298Ｐ (B-1) Ｇ 隅丸方形 33 25 50 単層／ローム粒子をやや多く、ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降

299Ｐ (B-1) Ｇ 隅丸方形 30 23 52 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化物粒子・
焼土粒子を僅かに含む黒褐色土／305P と重複 なし 中世以降

300Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35以上 34 57 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに含む黒褐色土
／219D を切り、297P と重複 なし 中世以降

301Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 39 不明 34 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／221D を切り、304・314P と重複 なし 中世以降

302Ｐ (B-2) Ｇ 円形 35 不明 51 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化物粒子・
焼土粒子を僅かに含む黒褐色土／219D を切る なし 中世以降

303Ｐ (B-2) Ｇ 円形 32 不明 30 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに含む黒褐色土 なし 中世以降

304Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 36 28 77 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化物粒子を
僅かに含む黒色土／221D を切り、301・314P と重複 なし 中世以降

305Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 33以上 30 28 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに含む黒褐色土
／299P と重複

土師器甕1点
（図示不可）

平安時代
（9c 代か）

306Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 34 28 34 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

307Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 29 28 52 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多く含む黒褐色土 なし 中世以降
308Ｐ (B-2) Ｇ 隅丸方形 32 30 43 単層／ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒色土 なし 中世以降
309Ｐ (A-2) Ｇ 円形 36 不明 41 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／南半部は調査区外 なし 中世以降

310Ｐ (A-1・2) Ｇ 楕円形 39 35 35 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土 なし 中世以降

311Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 38 33 59 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗
褐色土 なし 中世以降

312Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 30 不明 70 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

313Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 35 32 19 単層／ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く、ロームブロックを僅かに含
む明茶褐色土 なし 縄文時代

314Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 不明 18 43 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／221D を切り、301・
304P と重複 なし 中世以降

315Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 47 43 70
6層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗黄褐色土、下層：ローム
粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒褐色土を基調
／316P を切る

銅銭1点
（元豊通寶） 中世以降

316Ｐ (A-1) Ｇ 楕円形 50 不明 95

5層／上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗黄褐色土、中層：ローム
粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土、下層：ロー
ム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む暗茶褐色土を
基調／315P に切られる

なし 中世以降

317Ｐ (B-1) Ｇ 楕円形 27 25 29 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 須恵器長頸
瓶1点

平安時代
（9c 後葉）

318Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 40 30 59/39 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／218D と重複 なし 中世以降
319Ｐ (B-2) Ｇ 楕円形 31 25 27 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／218D と重複 なし 中世以降
320Ｐ (C-2) Ｇ 円形 30 不明 51 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降

321Ｐ (C-2) Ｇ 円形 25 不明 50 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／12Jを切り、117Pと重
複 なし 中世以降

322Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 37 34 36 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土／上面に銹着面あり 石製品1点
（砥石） 中世以降

323Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 43 32 68 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

324Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 30 25 16 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
325Ｐ (C-2) Ｇ 楕円形 35 31 26 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土 なし 中世以降
326Ｐ (G-1) Ｇ 隅丸方形 30 25 26 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒褐色土／25Hを切る なし 中世以降
327Ｐ (F-2) Ｇ 楕円形 34 24 22 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／35Mと重複 なし 中世以降
328Ｐ (G-2) Ｇ 隅丸方形 25 23 24 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／226D と重複 なし 中世以降
329Ｐ (F-2) Ｇ 隅丸方形 28 不明 39 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土／330P を切る なし 中世以降

330Ｐ (F-2) Ｇ 楕円形 35 28 46 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土／329P に切られる なし 中世以降

331Ｐ (F-2) Ｇ 隅丸方形 36 32 47 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

332Ｐ (F-2) Ｇ 隅丸方形 28 25 36 単層／ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒
褐色土 なし 中世以降

第11表　ピット一覧（７）
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　322Ｐからは、石製品（砥石）１点が出土した（第34図１、図版10－１－１）。長さ5.9㎝・幅2.8
㎝・厚さ2.7㎝・重さ67.60ｇ。使用面は４面。石材は凝灰岩。

挿図番号
図版番号 遺構名 種別 器 種 法量

(㎝ ) 製 作 の 特 徴 等 推定産地 時 期

図版9-5-1 187Ｄ 陶器 皿 厚  0.9 底部小破片／高台あり／内面に灰釉／胎土の色調は
灰褐色／胎土に白色砂粒を含む 瀬戸・美濃 中世

(15c)

図版9-5-1 190Ｄ 磁器 碗 厚  0.3 丸碗／口縁部破片／型版摺り／型紙摺り／内面：瓔
珞文 瀬戸・美濃 近世

(19c)

図版9-5-1 190Ｄ
191Ｄ 土器 焙烙 厚  0.8

口縁部破片／口縁部は平坦／色調は全体に黒色／胎
土に雲母を僅かに含む／内外面ナデ、外面に指頭押
捺痕あり

在地系 近世
(18c)

図版9-5-1 203Ｄ 磁器 碗 高 [2.9]
厚  0.7

筒形／体部下半～底部破片／外面に柳一屋図／色調
は灰白色 肥前系 近世

(17c 後 )

図版9-5-2 203Ｄ 陶器 皿 厚  0.8 底部小破片／内面に灰釉／見込みにピン留め痕／胎
土の色調は淡黄褐色／胎土に砂粒を僅かに含む 瀬戸・美濃 近世

(17c 後 )

図版9-5-1 208Ｄ 瓦器 鉢 厚  0.8 口縁部破片／口縁部は肥厚しシャープな作り／色調
は全体に黒色／胎土に雲母・砂粒を含む 在地系 近世

(18c)

図版9-5-1 30Ｍ 陶器 小壷 厚  0.7 体部小破片／内外面に鉄釉／胎土の色調は茶褐色／
内面にカキ目痕が僅かに残る 唐津 近世

(18c)
第34図1
図版10-1-1 7Ｐ 陶器 甕 厚  1.5 口縁部破片／複合口縁／色調は灰褐色／胎土に石

英・白色砂粒を含む／内外面に鉄釉 常滑 中世
(14c 後 )

図版10-1-1 106Ｐ 陶器 甕 厚  1.3 胴部破片／色調は灰白色／胎土に石英・砂粒を含む
／内外面に鉄釉／内面にハケ目痕あり 常滑 中世

(14c 後 )

第12表　中世以降の遺構出土陶磁器・土器一覧

第34図　ピット出土遺物（1／3・4／5）
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第６節　遺構外出土遺物

　ここでは、表土や撹乱から出土した遺物、そして遺構内であるが、明らかに他時期の混入品である遺
物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、遺構外出土遺物として扱う。
　今回、遺構外出土遺物としては、縄文時代の遺物、平安時代の遺物、中世以降の遺物に分類する。

（１）縄文時代の遺物（第35・36図、図版10－２、図版11、第13・14表）
［石　　器］（第35図１～５、図版10－２－１～５、第13表）
　１・２は剥片、３・４は打製石斧、５は石皿である。
［土　　器］（第35・36図６～58、図版10－２－6～19、図版11－20～58、第14表）
　本調査地点では、縄文時代の遺物包含層は削平によりあまり遺存しておらず、縄文土器はその殆どが
後世の遺構からの出土である。
　６～13は早期後葉の条痕文系土器群である。11は鵜ヶ島台式か？12は茅山上層式に後続する時期の
ものと思われる。
　14・15は前期の土器で、末葉の諸磯式土器である。
　16～42は中期の土器である。16・17は中期初頭の五領ヶ台式土器である。18～24は中期中葉の土
器で、18は阿玉台式、19～24は勝坂式である。25～42は中期後葉の土器で、加曽利Ｅ式土器である。
　43～58は後期の土器である。43～48は後期前葉の称名寺式、49～53は後期前から中葉の堀之内式、
54は後期中葉の加曽利Ｂ式、55～58は粗製土器である。
［土  製  品］（第36図59、図版11－59）
　59は土器片錘である。勝坂式土器の破片を利用している。長さ4㎝、幅3.3㎝、厚さ1.4㎝、重さ
19.0g。にぶい赤褐色を基調とし、胎土に石英粒子、細礫、砂粒を含む。遺構外からの出土である。

（２）平安時代の遺物（第36図64・65、図版11－60～65、第15表）
［土　　器］（図版11－60～63、第15表）
60～63は須恵器で、60～61は坏形土器、63は甕形土器である。
［土  製  品］（第36図64・65、図版11－64・65）
64・65は土錘である。64は長さ4.6㎝・最大径0.9㎝・穿孔径0.3㎝・重さ3.7ｇ。65は長さ2.7㎝・最
大径0.9㎝・穿孔径0.25㎝・重さ1.7㎝。いずれも表面には指頭押捺による成形痕が観察できる。

（３）中世以降の遺物（第36図70、図版11－66～70、第16表）
［陶器・土器］（図版11－66～69、第16表）
　66・67は陶器、68・69は土器で、66は皿、67は灰吹き、68は小皿、69は焙烙である。
［鉄  製  品］（第36図70、図版11－70）
　滑車と思われる。現最大径 .35㎝・厚さ1.3㎝・中心径0.5㎝・重さ45.8ｇ。断面は横「Ｈ」字状を呈
している。遺構外出土である。
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第35図　遺構外出土遺物１（1／3・1／4）
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第36図　遺構外出土遺物２（1／3）
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挿図番号 器  種 石材 長さ 幅 厚さ 重量 特　　徴 出土位置
第35図1
図版10-2-1 剥片 黒色安山岩 21.3  37.72 7.3  5.0 

打面部、末端部を折損／背面構成は上位からの剥離
面／原礫面あり／側面形は僅かに湾曲あり／旧石器
時代の可能性

212Ｄ

第35図2
図版10-2-2 剥片 黒曜石 41.8  36.82 13.7  15.7 

平坦打面／背面構成は上位、横位からの剥離面／作
業面再生剥片か／打面、背面中央部の剥離面と周囲
の剥離面にパティナの違いあり

290Ｐ

第35図3
図版10-2-3 打製石斧 祖粒砂岩 (107.5) 61.9 25.4  206.0  基部先端を欠損／短冊形／刃縁は円刃／側縁に敲打整形痕あり (B －３)G
第35図4
図版10-2-4 打製石斧 砂岩 69.3  56.1 22.2  105.1  器体下半を欠損／分銅形／扁平な亜円礫を素材とする／両側縁に敲打整形痕あり 182Ｐ
第35図5
図版10-2-5 石皿 閃緑岩 253.7  135.2 67.7  3501.0  上下端部を欠損／平面は楕円形か／表面、裏面、側面の一部に磨面／磨面は平坦 191Ｐ

（単位：mm, g）
第13表　遺構外出土石器一覧

挿図番号
図版番号 部位 法量

（㎝） 文様・特徴など 色調 時期・型式 胎土混入物 備　　考石 角 礫 砂 他
第35図6
図版10-2-6 口縁 厚 1.0 内外面貝殻条痕文 にぶい赤褐

5YR5/4 条痕文系 ○ 繊 繊維は僅か
12J

第35図7
図版10-2-7 胴 厚 0.9 内外面貝殻条痕文 にぶい赤褐

2.5YR4/4 条痕文系 ○ ○ 繊 12J
第35図8
図版10-2-8 胴 厚 1.2 内外面貝殻条痕文 にぶい橙

7.5YR6/4 条痕文系 ○ 繊 内面灰褐色
断切り内

第35図9
図版10-2-9 胴 厚 1.0 内外面貝殻条痕文 にぶい橙

5YR6/4 条痕文系 ○ ○ 繊 内面灰褐色
12J

第35図10
図版10-2-10 胴 厚 0.8 外面貝殻条痕文 明赤褐

2.5YR5/6 条痕文系 ○ 繊 内面黒褐色
74P

第35図11
図版10-2-11 胴 厚 1.0 半裁竹管状工具による刺突文／内面条痕文 橙

2.5YR6/6
条痕文系
鵜ヶ島台？ ○ 繊 遺構外

第35図12
図版10-2-12 胴 厚 1.2

細い粘土紐による浮線文／浮線文は結節または
刻み状／地文は半截竹管状工具による、極浅い
沈線を縦横に施文／内面はケズリ状の器面調整

にぶい橙
7.5YR6/4 条痕文系

茅山後続期 ○ 繊 28P

第35図13
図版10-2-13 胴 厚 1.2 ごく浅い平行沈線文 明黄褐

10YR7/4 早期末？ ○ 繊 30M
内面剥落顕著

第35図14
図版10-2-14 口縁 厚 0.9 刷毛状工具による条線文 にぶい橙

5YR6/4 諸磯？ ○ ○ 磁 撹乱
第35図15
図版10-2-15 胴 厚 0.8 半截竹管状工具による集合沈線 にぶい黄橙

10YR7/4 諸磯 ○ 34M

第35図16
図版10-2-16 口縁 厚 1.1

複合口縁／太い沈線で文様帯を区画／文様帯
下部に沿った半截竹管状工具による平行沈線
文／口縁外周に切り欠き

にぶい黄橙
10YR7/4 五領ヶ台 ○ ○ 92P

第35図17
図版10-2-17 底 厚 1.1 縦位の沈線区画の両側を交互に刺突／横位の沈線文

にぶい褐
7.5YR5/4 中期前半 ○ ○ 磁 内面黒色

203D
第35図18
図版10-2-18 胴 厚 1.3 三角断面の隆帯／沈線文 明赤褐

2.5YR5/6 阿玉台 ○ 230P
第35図19
図版10-2-19 胴 厚 1.3 連続爪形文を伴う隆帯 橙

2.5YR6/6 勝坂 ○ 磁 遺構外
第35図20
図版11-20 胴 厚 1.2 連続爪形文を伴う隆帯 明赤褐

2.5YR5/6 勝坂 ○ ○ 218D
第35図21
図版11-21 胴 厚 1.6 隆帯による区画文／隆帯脇に沿う半截竹管状工具による平行沈線文

橙
5YR7/6 勝坂 ○ ○ 316P

第35図22
図版11-22 胴 厚 1.1 沈線 橙

5YR6/6 勝坂 ○ 磁 122P
第35図23
図版11-23 胴 厚 1.1 隆帯／隆帯脇に角押文／沈線による鋸歯状文 橙

5YR6/6 勝坂 ○ 275P
第36図24
図版11-24 胴 厚 1.7 隆帯による区画文／区画内に沈線充填／隆帯脇に沿う連続爪形文

にぶい褐
7.5YR5/4 勝坂 ○ ○ 69P

第36図25
図版11-25 胴 厚 1.5 隆帯による頸部無文帯区画／撚糸文 L にぶい赤褐

５YR5/3
加曽利 EⅠ
～Ⅱ ○ ○ 107P

第36図26
図版11-26 口縁 厚 1.2 微隆起線による口縁部無文帯区画／縄文 LR にぶい黄橙

10YR7/4 加曽利 EⅣ ○ 遺構外
第36図27
図版11-27 口縁 厚 1.3 微隆起線による口縁部無文帯区画／沈線と磨消による区画文

赤褐
5YR4/6 加曽利 EⅣ ○ 遺構外

第36図28
図版11-28 胴 厚 1.5 微隆起線と磨消しによる曲線文／縄文 RL にぶい黄橙

10YR7/4 加曽利 EⅣ ○ 215D
第36図29
図版11-29 胴 厚 1.0 微隆起線と磨消しによる曲線文／縄文 RL にぶい黄橙

10YR7/3 加曽利 EⅣ ○ ○ 252P
第36図30
図版11-30 口縁 厚 1.2 沈線による口縁部無文帯区画／縄文 L にぶい橙

7.5YR7/4 加曽利 EⅣ ○ 160P
第36図31
図版11-31 口縁 厚 1.2 沈線による口縁部無文帯区画／沈線と縄文 RLによる区画文

にぶい橙
7.5YR7/4 加曽利 EⅣ ○ 褐 215D

第36図32
図版11-32 胴 厚 0.9 沈線による口縁部無文帯区画／沈線上に円形刺突列／縄文 RL

橙
2.5YR6/6 加曽利 E ○ ○ 遺構外

第36図33
図版11-33 口縁 厚 1.3 浅鉢／口唇部肥厚／沈線区画内に一列の円形刺突文／赤彩か？

橙
2.5YR6/8 加曽利 E ○ ○ 遺構外

第36図34
図版11-34 胴 厚 1.1 縄文 L／磨消懸垂文 橙

5YR6/6 加曽利 EⅢ ○ 103P
第36図35
図版11-35 胴 厚 0.8 縄文 LR ／磨消懸垂文 橙

5YR6/6 加曽利 EⅢ ○ ○ 白・磁 内面明赤褐色
199D要上下確認

第14表　遺構外出土縄文土器一覧（１）
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挿図番号
図版番号 部位 法量

（㎝） 文様・特徴など 色調 時期・型式 胎土混入物 備　　考石 角 礫 砂 他
第36図36
図版11-36 胴 厚 0.8 沈線と縄文 LRによる対向U字文か 橙

5YR6/6 加曽利 EⅣ ○ 110P
第36図37
図版11-37 胴 厚 1.0 沈線と磨消しによる曲線文／縄文 L にぶい褐

7.5YR5/4 加曽利 EⅣ ○ 35M
第36図39
図版11-39 口縁 厚 1.2 沈線による口縁部無文帯区画／条線文 にぶい赤褐

2.5YR4/3 加曽利 EⅣ ○ 202D
第36図40
図版11-40 口縁 厚 1.1 縦位の条線文 にぶい橙

7.5YR7/4 加曽利 EⅣ ○ 内面黒色
遺構外

第36図41
図版11-41 胴 厚 1.2 条線文 にぶい赤褐

５YR5/4
加曽利 EⅢ
～Ⅳ ○ 247P

第36図42
図版11-42 胴 厚 0.9 櫛状工具による、入り組んだ条線文 にぶい黄橙

10YR7/4 加曽利 E ○ ○ 106P
第36図43
図版11-43 胴 厚 2.0 波状口縁／楕円形突起／沈線／縄文 LR 明赤褐

2.5YR5/6 称名寺Ⅰ ○ ○ 磁 21P
第36図44
図版11-44 胴 厚 0.7 沈線と縄文 LRによる帯縄文 にぶい橙

7.5YR6/4 称名寺Ⅰ ○ ○ 炭・磁 内面橙色
215D

第36図45
図版11-45 胴 厚 0.7 沈線と縄文 LRによる帯縄文 にぶい黄橙

10YR6/4 称名寺Ⅰ ○ 内面にぶい橙色
段切り内

第36図46
図版11-46 胴 厚 0.6 沈線と縄文 LRによる帯縄文 橙

5YR6/6 称名寺Ⅰ ○ ○ Ⅰ区 C
第36図47
図版11-47 胴 厚 1.1 沈線と縄文 RLによる帯縄文／列点文 明赤褐

2.5YR5/6 称名寺 ○ ○ 段切り内
第36図48
図版11-48 胴 厚 0.8 沈線区画内に列点文 にぶい黄橙

10YR7/3
称名寺Ⅱ～
堀之内１ ○ ○ 170P

第36図49
図版11-49 胴 厚 0.7 縄文 LR／沈線による細い区画内に沈線・円形刺突文

橙
5YR6/6 堀之内１ ○ Ⅰ区 C

第36図50
図版11-50 胴 厚 0.7 縄文 LR ／磨消懸垂文 橙

5YR6/6 堀之内１ ○ ○ 磁 内面黒色
128P

第36図51
図版11-51 胴 厚 0.7 平行沈線による弧線文 にぶい黄橙

10YR6/3 堀之内１ ○ ○ 内面橙色
34M

第36図52
図版11-52 胴 厚 0.7 沈線による曲線文 浅黄橙

10YR8/4 堀之内１ ○ 段切り内
内面黒色

第36図53
図版11-53 胴 厚 0.8 沈線による曲線文 にぶい橙

7.5YR7/3 堀之内１ ○ 遺構外
第36図54
図版11-54 胴 厚 0.8 押捺を伴う紐線文／羽状沈線文 にぶい褐

7.5YR5/3 加曽利 B ○ ○ 遺構外
第36図55
図版11-55 口縁 厚 1.2 無文／内面ケズリ調整 橙

7.5YR6/6 後期組製 ○ ○ 128P
第36図56
図版11-56 胴 厚 0.8 浅い短沈線 黒褐

10YR3/1 後期粗製 ○ ○ 内面にぶい橙色
遺構外

第36図57
図版11-57 底 厚 1.2 無文 赤褐

2.5YR4/6
中期後～
後期前葉 ○ ○ 針 遺構外

第36図58
図版11-58 底 厚 1.5 無文／幅の広いミガキ調整痕 にぶい橙

5YR6/4 後期前葉 ○ ○ Ⅰ区 A

単位　㎝　　※石：石英　角：角閃石・輝石　礫：細礫　砂：砂粒　繊：繊維　磁：磁性鉱物　褐：褐色粒子　白：白色粒子　炭：炭化物　針：白色針状物質　

第14表　遺構外出土縄文土器一覧（２）

図版番号 器 種 法量 
（㎝） 特　　　徴 色　調 胎　土 成形及び調整 遺存度 出土位置 時　期

図版11-60 須恵器坏 厚 0.4
口唇部はやや肥厚する／東金子
製品か

灰色 白色砂粒を
やや多く含
む

ロクロ成形／ロクロ
回転は右回転

口縁部小破
片

30Ｍ 平安
(9c 後葉 )

図版11-61 須恵器坏 高 [2.3] 底部に回転糸切り痕あり／東金子製品か
灰色 白色砂粒を

含む
ロクロ成形／ロクロ
回転は右回転

体部下半～
底部破片

遺構外 平安
(9c 後葉 )

図版11-62 須恵器埦 高 [0.8] 高台付／高台は剥落している／東金子製品か
淡灰色 白色砂粒を

僅かに含む
ロクロ成形／ロクロ
回転は右回転

底部破片 208Ｄ 平安
(9c 後葉 )

図版11-63 須恵器甕 厚 0.5
胴部破片／東金子製品か 内面：灰色

／外面；濃
灰色

白色砂粒を
含む

内面：当て道具痕
（青海波）／外面：平
行叩き目痕

胴部破片 遺構外
平安か

第15表　遺構外出土平安時代土器一覧

図版番号 種 別 器 種
（㎝） 法量 製 作 の 特 徴 等 推定産地 出土位置 時 期

図版11-66 陶器 皿 高 [1.6]
体部下半～底部破片／削り出し高台／内外面に長石釉、
内面の一部に緑色釉／内面見込みにピン留め／胎土の色
調は淡黄褐色

瀬戸・美濃 遺構外
（1区 C）

近世
(17c 後～
18c 前 )

図版11-67 陶器 灰吹き 高 [3.6] 半胴甕類／口縁部破片／口縁部は肥厚し平坦／外面及び
口唇上端部に鉄釉／胎土の色調は淡黄褐色

瀬戸・美濃 遺構外 近世
(19c)

図版11-68 土器 小皿 厚 0.3
高 2.0

かわらけ／小型品／底部から口縁部にかけて内湾する／
胎土の色調は橙色

在地系 遺構外
（3区） 近世

図版11-69 土器 焙烙 厚 0.9 底部破片／内面は剥落／胎土の色調は暗茶褐色／胎土に
石英・白色砂粒を含む／外面は煤けている

在地系 遺構外
（1区 A）

近世
(19c)

第16表　遺構外出土陶器・土器一覧



－ 72－

第3章　城山遺跡第91①地点の調査

第１節　遺跡の概要

　城山遺跡は、志木市柏町３丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約1.2㎞に位置して
いる。遺跡は、柳瀬川右岸の台地上に立地しており、標高は約12ｍ、低地との比高差は約５ｍである。
　本遺跡は、これまでに95地点（平成29年9月現在）の調査が実施され、旧石器時代から近世の複合
遺跡であることが判明している。特に、古墳時代中・後期では、220軒を超える住居跡が検出されてお
り、埼玉県下においても最大級規模の集落が営まれていたことが推測できる。さらに、中世の城跡であ
る「柏の城」に関連する堀跡などの発見や近世においては、鉄鍋作りを専門とする鋳物師の存在を証明
する鋳造関連遺構の発見など注目に値する資料が多数発見されている。
　遺跡の周辺を眺めてみると、小学校や神社・墓地などが存在する閑静な住宅地と言えるが、近年で
は、平成23（2012）年度に実施した、本遺跡内では大規模となる分譲住宅建設に伴う第71地点、中規
模となる共同住宅建設に伴う第72地点の発掘調査が実施され、僅かに残る緑地や畑地にまで各種開発
の波が押し寄せている状況となっている。

第２節　調査の経緯

（１）調査に至る経過
　平成28年３月、㈱ミヤケン（代表取締役　宮原本一）から志木市教育員会（以下、教育委員会）へ
開発計画地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市柏町３丁
目2640番10・12号（総面積566.00㎡）地内に共同住宅建設を行うというものである。
　これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である城山遺跡（コード
11228－09－003）に該当するため、大旨下記のとおり回答した。
１．埋蔵文化財確認調査（以下、確認調査）を実施し、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文
化財の有無及び取り扱いについて回答する。
２．上記１の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。また、
やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること。
３．城山遺跡における埋蔵文化財の分布状況については、周辺での調査結果に基づき、説明を行う。
本地点の周辺では、平成８（1996）年に発掘調査を実施した本地点西側に位置する第34地点につ
いての状況を説明する。

　平成28年４月13日、教育委員会は工事主体者の個人より、確認調査依頼書・埋蔵文化財発掘届を受
理した。これにより、教育委員会では、城山遺跡第91地点（総面積566.00㎡）とし、４月27・28日の
２日間で確認調査を実施した。
　確認調査は第38図に示すように調査区の長軸方向に合わせトレンチを３本（１～３Ｔｒ）設定し、
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平成30年01月31日現在
第37図　城山遺跡の調査地点　（1／3,000）



第3章　城山遺跡第91①地点の調査

－ 74－

バックホーで表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、古墳時代～平安時代の住居跡６
軒、中・近世の土坑５基・溝跡１本・ピット３本を確認した。教育委員会はこの結果をただちに依頼者
及び土地所有者である㈱ミヤケンに報告し、保存処置について検討を依頼した。
　その後、㈱ミヤケンから連絡があり、５月に地盤調査を実施した結果、基礎下の締まりにバラツキが
あるなど、十分な地耐力を得ることができないという状況から、再度計画を見直すという報告があり、
教育委員会は、その結果をもとに㈱ミヤケンと保存措置に関する協議を行った。その結果、当初、共同
住宅建設とした計画が、新たに工事主体者として㈱ミヤケンにより分譲住宅建設が盛り込まれるという
内容に変更された。さらに、確認調査の結果をもとに提示された共同住宅建設部分と分譲住宅建設部分
における基礎断面図を照合した結果、全体面積566.00㎡のうち共同住宅建設部分の368.00㎡について
は十分な文化財保護層を確保できることから盛土保存とし、分譲住宅建設部分の198.00㎡については、
文化財保護層を確保できないことから、発掘調査を実施することに決定した。これにより、今回の城山
遺跡第91地点については、発掘調査を実施することになった、分譲住宅建設部分の198.00㎡を第91①
地点、盛土保存が適用される共同住宅建設部分の368.00㎡を第91②地点と区分して扱うこととした。
　その後、５月25日、志木市埋蔵文化財保存事業受託要綱の規定により、志木市埋蔵文化財保存事業
申請書が工事主体として、㈱ミヤケンから提出されたが、さらに計画について検討を行うということか
ら、しばらく連絡がなかったが、９月９日、教育委員会は㈱ミヤケンと発掘調査に係る事前協議を行っ
た。
　９月21日には、教育委員会は、発掘調査を実施することとなった第91①地点の埋蔵文化財発掘届及
び埋蔵文化財発掘調査の通知を埼玉県教育委員会に提出した。
　９月16日、教育委員会は、埋蔵文化財保存事業に係る協議書を開発主体者と取り交わし、同日には
埋蔵文化財保存事業に係る協議書をもとに開発主体者と委託契約を締結した。これにより、教育委員会
を調査主体とし、９月26日から発掘調査を実施した。

（２）発掘調査の経過
　ここでは、発掘調査の大まかな経過を述べることとする。
９月26日  重機（バックホー）による表土剥ぎ作業を開始する。残土置場については、今回調査を

実施しない第91②地点を使用することとし、残土はダンプに積載し、その場所に移動
させた。

　　27日  表土剥ぎ作業２日目。本日、簡易トイレ・プレハブの搬入を行う。
　　28日  表土剥ぎ作業３日目。同時に人員を導入し、調査器材搬入、調査区整備を行う。本日中

に遺構検出状況の写真撮影を完了した。
10月４日  基準点測量を開始する。併行して古墳時代後期の住居跡（296Ｈ）、中世以降の土坑

（1058・1059Ｄ）の精査を開始する。
　　５日  基準点測量２日目。完了する。296Ｈの精査に併行し、古墳時代後期の住居跡（297

Ｈ）の精査を開始する。296Ｈは297Ｈを切る。296Ｈは７世紀後葉、297Ｈは６世紀
初頭に比定できる。また、296Ｈを切る中世以降の土坑（1058・1059Ｄ）の精査を開
始する。

10月上旬  296Ｈ、1058・1059Ｄの精査を終了する。
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第17表　城山遺跡第91①地点の発掘調査工程表

第 38図　確認調査時の遺構分布（1／ 200）

25日 5日 10日 15日 20日 30日 5日 10日 15日

埋戻し作業 11.10 11.14

11.1

11.1

11.2

11.7

11.8

11.8

11.8

10.4

10.5

1065Ｄ

1070Ｄ
1071Ｄ

1059Ｄ
1060Ｄ

1063Ｄ
1064Ｄ

1067Ｄ

1058Ｄ

296Ｈ

67Ｍ

299Ｈ

1066Ｄ

1069Ｄ

1061Ｄ

10　月

1068Ｄ

1072Ｄ

298Ｈ
297Ｈ

表土剥ぎ作業

1062Ｄ

10.12

10.13

11　月

9.26

平成28年9月
30日 25日

10.4

10.4

11.8

17ＦＰ

10.25

10.25

10.25

10.31

11.4

11.2

10.25

11.9

11.9

11.7

10.26

11.4

11.7

11.7

11.7

11.7

11.9
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第39図　遺構分布図（１／150）
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10月中旬  297Ｈの精査に併行し、新たに297Ｈを切る中世以降の土坑（1060・1061Ｄ）の精査
を開始、終了する。

10月下旬  297Ｈの精査を終了する。297Ｈについては、安定した６世紀初頭の土器が出土するも
のの住居中央付近から多くの７世紀中葉の土器が出土することから、何らかの理由によ
り住居埋没後に土器捨て場として使用されたものと推測される。同時に古墳時代後期の
住居跡（298Ｈ）、中世以降の土坑（1062～1064Ｄ）の精査を開始し、終 了する。

11月初旬  新たに298Ｈに切られる299Ｈの精査を開始し、両住居跡の精査を終了する。中世以降
では、新たに土坑（1065～1068Ｄ）・溝跡（67Ｍ）の精査を開始する。

11月上旬  1065～1068Ｄ・67Ｍの精査を終了する。新たに中世以降の土坑（1069～1071Ｄ）、
縄文時代の炉穴（17ＦＰ）・土坑（1072Ｄ）の精査を開始し、終了することにより、す
べての遺構の精査を完了した。なお、1070Ｄについては、当初、礫がまとまって出土
したことにより縄文時代の集石と考えていたが、覆土内容と陶磁器で安定して共伴する
ことから、中世以降の土坑と判断した。

11月10日  埋戻し作業を開始する。完了は11月14日。

（３）住宅建設部分の取り扱いについて
　今回、発掘調査を実施しなかった住宅建設部分（第91②地点）については、その後、㈱ミヤケンか
ら共同住宅建設の実施が決定したと連絡があり、同時に、土地所有者及び工事主体者である個人から平
成29年1月16日付けで、埋蔵文化財発掘届及び設計図が提出された。そのため、教育委員会は２月10
日、埋蔵文化財発掘届を埼玉県教育委員会に提出し、２月22日、工事着手に伴い、工事立会検査を実
施し、計画通りに工事内容が実施されたことを確認した。

第３節　縄文時代の遺構・遺物

（１）概　要
　本地点からは、縄文時代の炉穴１基（17ＦＰ）、土坑１基（1072D）、ピット１本（45Ｐ）が検出さ
れた。時期については、いずれの遺構からも遺物が出土しなかったため、詳細時期は不明である。

（２）炉　穴 
17号炉穴
  遺　　構　（第40図）

［位　　置］（Ｃ－３）グリッド。
［検出状況］45Ｐと重複する。切り合い不明。東半部は調査区外にあると思われる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長軸1.47ｍ／短軸不明／深さ17㎝。壁：緩やかに立ち上がる。長
軸方位：不明。燃焼部：中央よりやや南側に寄って検出された。被熱範囲は径60㎝の円形を呈してお
り、中央部分は径43㎝の範囲でよく焼けており赤化していた。
［覆　　土］２層に分層される。
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［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察より、縄文時代と考えられる。

（３）土　坑
1072号土坑
  遺　　構　（第41図）

［位　　置］（Ｂ－３）グリッド。
［検出状況］31P に切られる。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長径1.05ｍ／短径0.95ｍ／深さ58㎝。壁：77°程の角度で立ち上
がる。長軸方位：Ｎ－15°－W。
［覆　　土］上層は、ローム粒子を多く、ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗褐色土。
下層はローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土を基調とする。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察より、縄文時代と考えられる。

第40図　17号炉穴（１／60）

第41図　1072号土坑（１／60）

31Ｐ
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（４）ピット
　調査区全体から45本のピットを検出したが、縄文時代のピットは、１本（45Ｐ）であった。基本内
容は第26表に示した。

45号ピット
  遺　　構　（第40図）

［位　　置］（Ｃ－３）グリッド。
［検出状況］17ＦＰと重複する。切り合いは不明。
［構　　造］平面形：円形。規模：径50㎝／深さ57㎝。
［覆　　土］ローム粒子・ローム小ブロックを多く、ロームブロックを含む暗褐色土を基調とする。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察より、縄文時代と考えられる。

第４節　古墳時代後期・平安時代の遺構・遺物

（１）概　要
　古墳時代の遺構は、後期の住居跡４軒（296～299Ｈ）が検出された。住居跡の分布は、調査区北端
にまとまっており、住居間で重複がみられる。住居跡の時期は、古い順に297Ｈが６世紀初頭、298Ｈ
が７世紀中葉、296Ｈが７世紀後葉に比定される。299Hについては、298Hに切られているが、遺物
の出土がなかったため、時期は不明である。特筆すべきは、６世紀初頭に比定される297Ｈであるが、
中央付近で時期の異なる土器がまとまって出土したことである。
　平安時代の遺構は、ピット２本（23・39Ｐ）の検出であった。

（２）住居跡
296号住居跡
  遺　　構　（第42図）

［位　　置］（Ａ・Ｂ－１）グリッド。
［検出状況］297Ｈを切り、1058・1059Ｄ・３・４Ｐに切られる。
［構　　造］平面形：方形か。規模：不明／確認面からの深さ30㎝前後。壁：ほぼ垂直に立ち上がる。
壁溝：上幅15～22㎝／下幅６～８㎝／深さ８～10㎝。床面：住居内側に硬化した面が確認できた。柱
穴：Ｐ１が主柱穴と思われる。深さ79㎝。入口施設：Ｐ2が入口ピットと考えられる。深さ22～32㎝。
北側には高さ２～７㎝の凸堤が巡らされており、よく硬化していた。　
［覆　　土］14層に分層される。
［遺　　物］土師器坏・甕形土器が出土した。その他として、粘土塊が出土した。
［時　　期］古墳時代後期（７世紀後葉）。
  遺　　物　（第43図、図版16―１、第18表）
［土　　器］（第43図１～９、図版16－１－１～９、第18表）
　１～７は土師器坏形土器、８・９は土師器甕形土器であるが、８は台付甕の脚台部と思われる。
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第42図　296号住居跡（１／60）
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［そ  の  他］（図版16－１－10）
　粘土塊である。内面に曲線的な面をもつことから、カマドの一部と思われる。色調は暗橙色で、繊維
（スサか）が混入している。入口ピット際の床面上からの出土である。

297号住居跡
  遺　　構　（第44・45図）

［位　　置］（Ａ・Ｂ－１～３）グリッド。
［検出状況］296Ｈ・1060・1061Ｄ・５～12Ｐに切られる。
［構　　造］平面形：方形。規模：不明（5.30以上）×6.48m／確認面からの深さ36～41㎝。壁：ほぼ
垂直に立ち上がる。主軸方位：Ｎ－15°－Ｗ。壁溝：確認できた範囲では全周する。上幅17～25㎝／
下幅６～10／深さ13～22㎝。床面：南壁から北壁にかけて、帯状に硬化面が確認できた。カマド：調
査区域外の北壁に位置すると考えられる。貯蔵穴：北東コーナーに位置する。平面形は隅丸長方形。長
軸85㎝／短軸60㎝／深さ72㎝。周囲に高さ２㎝程の凸堤が巡らされている。柱穴：Ｐ１・Ｐ２が主柱
穴と思われる。深さ104・106㎝。入り口ピットと思われるものは検出できなかった。
［覆　　土］42層に分層できた。
［遺　　物］大きく６世紀前葉と７世紀中葉の土器群に区分できる。７世紀中葉の土器群は６世紀前葉
の住居跡が埋没後に一度掘り返され廃棄されたものと考えられる。その他として、炭化種実（モモ）３
点が出土した。
［時　　期］住居跡の時期は古墳時代後期（６世紀初頭）。
［所　　見］住居跡の時期は６世紀初頭に比定されるが、中央付近に７世紀中葉の土器がまとまって出
土している。セクションＡ－Ａ ’ を見る限りでは、やや窪みをもつ掘り込みが確認できるが、明確に６
世紀初頭に埋没した住居跡の中央を７世紀中葉に掘り返した痕跡とは判断しづらいが、窪みになってい
た部分に後世の人が土器の捨て場として使用した可能性もある。
  遺　　物　（第46～48図、図版16－2、図版17、図版18－１、第19表）

［土　　器］（第46～48図１～34、図版16－2・図版17、図版18－１、第19表）
　１～９は土師器坏形土器、10は土師器高坏形土器、11は須恵器坏蓋形土器、12は須恵器器台形土

第43図　296号住居跡出土遺物（1／4）
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第44図　297号住居跡（１／60）
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第45図　297号住居跡遺物出土状態（１／60）
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第46図　297号住居跡出土遺物 1 （1／4・1／3）
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第47図　297号住居跡出土遺物 2 （1／4）
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第48図　297号住居跡出土遺物 3 （1／4・1／3）
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器、13は土師器鉢形土器、14～17は土師器甑形土器、18～34は土師器甕形土器である。土師器甕形
土器のうち、18～22・25・26は丸甕、27～34は長甕、23・24は球胴甕である。
　なお、本住居跡から出土した土器については、器種毎に掲載したが、６世紀初頭の土器群は、１～
３・６・７・９～12・14・23・24、７世紀中葉の土器群は８・13・15～22・25～34と大きく２分す
ることができる。ただし、４・５は６世紀後葉に位置付けられる可能性がある。
［土  製  品］（第48図35、図版18－１－35）
　土製支脚と思われる。中空の円筒形を呈し、上面は平坦である。高さ3.4㎝・上面径6.4㎝・最大径
8.1㎝・重さ92.5ｇ。色調は橙色を呈し、粘土中に砂粒をほとんど含まない。住居南壁近くの覆土中
（床上20・23㎝）からの出土である。
［鉄  製  品］（第48図36～40､ 図版18－１－36～40）
　36は刀子である。長さ6.7㎝・最大幅1.1㎝・厚さ0.2㎝・重さ4.1ｇ。切っ先と茎部先端が欠損してい
る。Ｐ２西側の覆土中（床上9.0㎝）からの出土である。
　37は火打金か。長さ2.9㎝・最大幅3.1㎝・厚さ0.4㎝・重さ8.5ｇ。覆土中からの出土である。
　38～40は釘である。38は長さ3.0㎝・幅0.8㎝・厚さ1.0㎝・重さ4.6ｇ。覆土中からの出土である。
39は長さ3.3㎝・最大幅0.5㎝・厚さ0.3㎝・重さ1.8ｇ。上下端を欠損する。南壁際の覆土中（床上36
㎝）からの出土である。40は長さ3.3㎝・幅0.5㎝・厚さ0.4㎝・頭部幅0.6㎝・重さ1.9ｇ。覆土中から
の出土である。

298号住居跡
  遺　　構　（第49・50図）

［位　　置］（Ｂ・Ｃ―１・２）グリッド。
［検出状況］299Ｈを切り、1062～1064Ｄ・16～18・21・32・34～36Ｐに切られる。
［構　　造］平面形：隅丸方形。規模：不明（5.40以上）×6.90m／確認面からの深さ15～19㎝。壁：
西壁はほぼ垂直に立ち上がるが、南壁は70°程の角度で立ち上がる。主軸方位：N－18°－W。壁溝：
確認できた範囲では全周する。上幅24～31㎝／下幅９～15㎝／深さ17～26㎝。北壁から40㎝程離れ
た貼床下から、深さ7㎝ほどの旧壁溝が検出された。床面：一部を除き硬化した面が確認できた。カマ
ド：調査区域外の北壁に位置すると考えられる。住居中央付近が、被熱により赤化していた。炉跡の可
能性がある。貯蔵穴：北壁の北西コーナー寄りに位置する掘り込みを貯蔵穴と扱った。平面形は隅丸長
方形。長軸83㎝／短軸53㎝／深さ60㎝。東側に４㎝ほどの高さの凸堤が確認できた。柱穴：Ｐ１とＰ
２が主柱穴と思われる。Ｐ５・Ｐ６は後世のピットの可能性がある。Ｐ１は深さ67㎝、Ｐ２は深さ86
㎝。Ｐ４は深さ72㎝。入口施設：Ｐ３が入口ピットと考えられる。深さ18・30㎝。
［覆　　土］９層に分層される。
［遺　　物］土師器坏・甕形土器、鉄製品１点（釘）が出土した。
［時　　期］古墳時代後期（７世紀中葉）
  遺　　物　（第51図、図版18－２、第20表）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

［土　　器］（第51図1～５、図版18－2－１～5、第20表）
　１～４は土師器坏形土器、５は土師器甕形土器である。
［鉄  製  品］（第51図６、図版18－2－6）
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第49図　298号住居跡（１／60）
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第50図　298号住居跡遺物出土状態（1／60）

第51図　298号住居跡出土遺物（1／4・1／3）
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 鉄釘であろうか。長さ2.8㎝・最大幅0.9㎝・厚さ0.3㎝・重さ0.8ｇである。南壁寄りのほぼ床面上か
らの出土である。

299号住居跡
  遺　　構　（第52図）

［位　　置］（Ｂ・Ｃ―１）グリッド。
［検出状況］298Ｈ・1062Ｄに切られる。298Ｈの床面精査中に住居南西隅の壁溝と床面の一部を検出した。
［構　　造］平面形：方形か。規模：不明／長軸方位：不明。壁溝：上幅15～17㎝／下幅６～８㎝／深
さ８～13㎝。床面：一部硬化した面が確認できた。柱穴：確認できなかった。
［覆　　土］４層に分層される。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］古墳時代後期と思われる。

（３）ピット
　調査区全体から45本のピットを検出したが、そのうち平安時代のピットは、２本（23・39Ｐ）で
あった。ピットの基本内容は第26表、出土土器については第21・22表に内容を示した。
　23Ｐからは、須恵器坏形土器の破片１点が出土した（第53図１、図版19－1－１、第21表）。
　39Ｐからは、須恵器甕形土器の破片１点が出土した（第53図１、図版19－1－１、第22表）。

第52図　299号住居跡（１／60）

第53図　ピット（１／60）・出土遺物（1／4・1／3）
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挿図番号
図版番号 器 種 法量

(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第43図1
図版16-1-1

土師器
坏

高 3.0
口 (11.0)

いわゆる比企型坏／内面口唇部に
沈線あり／口唇部は外反する／口
縁部と底部との境に稜をもつ／内
面及び口縁部外面は赤彩／入間系
土師器

胎土は暗
赤褐色

茶褐色粒子・
砂粒・小石を
含む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、底部はヘラ
削り

入口部凸堤すぐ
南側の床面上

10%

第43図2
図版16-1-2

土師器
坏

高 [2.9]
口 (12.2)

いわゆる比企型坏／内面口唇部に
沈線あり／口縁部は外反する／口
縁部と底部との境に稜をもつ／内
面及び口縁部外面は赤彩／入間系
土師器

胎土は暗
赤褐色を
基調

砂粒を含む 内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、底部はヘラ
削り

住居北コーナー
の覆土中（床上
4・11㎝） 10%

第43図3
図版16-1-3

土師器
坏

高 3.0
口 (12.3)

いわゆる有稜坏／口縁部は短く僅
かに外傾する／口縁部と底部との
境に稜をもつ／在地系土師器

暗黄褐色 砂粒を含む 内面 : 口縁部は横ナデ、底
部はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、底部はヘ
ラ削り後ナデ

入口部梯子穴
（P2）のすぐ縁
の覆土中（床上
7㎝）

20%

第43図4
図版16-1-4

土師器
坏 高 [1.7]

丸底／在地系土師器 暗黄褐色 茶褐色粒子・
橙色粒子・砂
粒を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ナデ

入口部付近の
覆土中（床上5
～10㎝）

底部60%

第43図5
図版16-1-5

土師器
坏 高 [1.3] 丸底／内面に「十」字状の印刻文あり／在地系土師器

暗黄褐色 茶褐色粒子・
砂粒を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り

住居北端の覆土
中（床上20㎝）底部60%

第43図6
図版16-1-6

土師器
坏

高 5.5
口 (10.6)
底 4.0

粗雑品／埦タイプ／口縁部と体部
との境に弱い稜をもつ／底部は平
底気味／底部にジクザグの沈刻が
見られるが後世の傷か／在地系土
師器

暗黄褐色 砂粒を含む 内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下は底
部付近に粗いヘラ削りが
施され、全体は指頭押捺
による成形

入口部付近の
覆土中（床上11
～20㎝） 60%

第43図7
図版16-1-7

土師器
坏

高 [3.9]
口 (12.8)

深身タイプ／口縁部は僅かに外反
する／最大径は体部上半にもつ／
在地系土師器

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、金雲母を
僅かに含む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、以下はヘラ
削り

入口部凸堤か
らやや西寄りの
覆土中（9㎝）

口縁部～
体部中位
10%

第43図8
図版16-1-8

土師器
甕 高 [7.4]

台付甕／脚台部の形状は円筒形／
在地系土師器

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り

入口部凸堤か
らやや西寄りの
ほぼ床面上

脚台部
80%

第43図9
図版16-1-9

土師器
甕

高 [2.9]
底 6.4

長甕／平底／在地系土師器 暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、金雲母を
僅かに含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ

入口部凸堤上
底部70%

第18表　296号住居跡出土土器一覧

挿図番号 器 種 法量
(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第46図1
図版16-2-1

土師器
坏

高 4.1
口 12.8

いわゆる初現段階の比企型坏／口
唇部は短く外反する／体部は丸味
をもつ／内面及び外面口縁部～体
部上半に赤彩／外面に輪積み痕が
残る／入間系土師器

胎土は暗
茶褐色

茶褐色粒子・
砂粒・小石を
やや多く含む

内面 : 口縁部は横ナデ、底
部はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、底部はヘ
ラ削り後ヘラ磨き調整

北壁ほぼ中央
の壁溝上の覆
土中（床上8㎝）完形品

第46図2
図版16-2-2

土師器
坏

高 4.4
口 (11.7)

いわゆる初現段階の比企型坏／口
唇部は短く外反する／体部は丸味
をもつ／外面底部を除き赤彩／入
間系土師器

胎土は暗
赤褐色

茶褐色粒子・
砂粒を含む

内面 : 口縁部は横ナデ、底
部はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、底部はヘ
ラ削り後ヘラ磨き調整

住居中央から
南壁寄りの覆土
中（床面上6㎝）20%未満

第46図３
図版16-2-3

土師器
坏

高 [3.8]
口 (13.0)

口縁部はやや内傾し口唇部は短く
外反する／口縁部と底部との境に
稜をもつ／内面及び口縁部外面は
赤彩／入間系土師器

胎土は暗
赤褐色

石英・角閃
石・砂粒を含
む

内面 : 口縁部は横ナデ／外
面：口縁部は横ナデ、底
部はヘラ削り

住居中央から東
壁寄りの覆土中
(床上23～35㎝)
から散在的

30%

第19表　297号住居跡出土土器一覧（１）



第3章　城山遺跡第91①地点の調査

－ 94－

挿図番号 器 種 法量
(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第46図4
図版16-2-4

土師器
坏

高 [3.2]
口 (13.4)

いわゆる比企型坏／口縁部は短く
外反する／内面及び口縁部外面は
赤彩／外面に顕著に輪積み痕が残
る

胎土は暗
黄褐色

黄褐色粒子・
砂粒を含む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、底部は粗い
ヘラ磨き調整／外面口縁
部直下には指頭による成
形痕が残る

住居中央付近
の覆土中（床上
29～35㎝） 20%

第46図5
図版16-2-5

土師器
坏

高 [3.7]
口 (12.8)

いわゆる比企型坏／口縁部は外反
する／口縁部と体部との境に稜を
もつ／全面赤彩

胎土は暗
黄褐色

角閃石・金雲
母・砂粒を含
む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、以下はヘラ
削り後粗いヘラ磨き調整

住居中央付近
の覆土中（床上
29㎝）

20%

第46図6
図版16-2-6

土師器
坏

高 4.0
口 (12.6)

いわゆる有段坏／口縁部は直立す
る／口縁部と底部との境に弱い段
をもつ／全面黒彩／北関東系か

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、角閃石・
茶褐色粒子を
含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り後ヘラナデ

住居中央から
ややP2寄りの
覆土中（床上30
㎝）

70%

第46図7
図版16-2-7

土師器
坏

高 [5.0]
口 (13.7)

口縁部と底部との境は緩やかで口
縁部は外反する／全面黒彩／底部
にひっかき傷のような細線が残る
（拓本）／北関東系

胎土は暗
橙色を基
調

茶褐色粒子・
石英・砂粒を
含む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、底部はヘラ
削り

住居北東隅の
覆土中（床上21
㎝） 40%

第46図8
図版16-2-8

土師器
坏

高 [4.8]
口 (12.0)

口縁部は外反する／口縁部と底部
との境に稜をもつ／赤彩か

胎土は暗
黄褐色を
基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・黄褐色粒
子・雲母・角
閃石を含む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、底部はヘラ
削り

住居中央から
やや北東寄り
の覆土中（床上
40㎝）

20%

第46図9
図版16-2-9

土師器
坏

高 [5.4]
口 (11.0)

深身埦タイプ／口唇部はやや肥厚
気味／口縁部と底部との境は緩や
か

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・角閃石を
含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り

貯蔵穴の凸帯
部の覆土中（床
上37㎝） 20%

第46図10
図版
16-2-10

土師器
高坏 高 [2.5]

有段高坏の脚台部／内外面赤彩 胎土は暗
赤褐色

茶褐色粒子・
砂粒を僅かに
含む

内外面 : 横ナデ 南壁近くの床面
上と覆土中（床
上16㎝）

脚台部破
片

第46図11
図版
16-2-11

須恵器
坏蓋 高 [2.5]

天井部から口縁部にかけての破片
／口縁部と天井部との境に沈線が
まわる／外面に被熱痕／湖西製品
（湖西Ⅱ期第5～6小期か）

灰色 白色微砂粒を
やや多く含む

ロクロ成形／ロクロ回転
は左回転か

覆土中

10%未満

第46図12
図版
16-2-12

須恵器
器台 高 [3.1]

脚台部／2条の凸帯下に波状文が
施文される

青灰色 白色砂粒を僅
かに含む

ロクロ成形 貯蔵穴の凸帯
部の覆土中（床
上33㎝）

脚台部小
破片

第46図13
図版
16-2-13

土師器
鉢

高 [6.9]
口 (21.0)

浅鉢タイプ／口縁部は大きく外反
する／口縁部と胴部との境は緩や
か／最大径は口縁部／在地系土師
器

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、角閃石・
金雲母を僅か
に含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下は粗
いヘラ削り

住居中央付近
の覆土中（床上
11～26㎝） 30%

第46図14
図版
16-2-14

土師器
甑

高  25.0
口 (19.6)
底 (8.2)

筒抜け式／複合口縁／最大径は口
縁部にもつ／入間系土師器か

暗赤褐色 石英・砂粒・
小石を含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ後粗いヘラ
磨き調整／外面：口縁部
は横ナデ、以下はていね
いはヘラナデ

南壁近くの床面
上及び覆土中
（4・19㎝） 40%

第46図15
図版
16-2-15

土師器
甑

高 [25.5]
口 (25.6)

底部欠損／口縁部は大きく外反す
る／口縁部と胴部との境はスムー
ズ／在地系土師器

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・金雲母を
含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り後ヘラナデ

住居中央付近
の覆土中（床上
21～31 ㎝） か
ら散在的

30%

第46図16
図版
16-2-16

土師器
甑

高 [16.3]
底 12.0 

大型甑／筒抜け式／在地系土師器 淡黄褐色 砂粒をやや多
く、角閃石・
金雲母を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ

住居中央から
やや東壁寄りの
覆土中（床上19
～25㎝）

胴部下半
～底部
40%

第46図17
図版
16-2-17

土師器
甑

高 [5.3]
底 (8.5)

筒抜け式／底部内面端部は面取り
／在地系土師器

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・角閃石を
含む

内面 : ヘラナデ後粗いヘラ
磨き調整／外面：ヘラ削
り後ナデ（スリップか）

P２北側の覆土
中（床上33・38
㎝）

底部のみ
40％

第19表　297号住居跡出土土器一覧（２）



第４節　古墳時代後期・平安時代の遺構・遺物

－ 95－

挿図番号 器 種 法量
(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第47図18
図版17-18

土師器
甕

高 [6.9]
口 (21.0)

丸甕／口縁部は外反する／口唇端
部に細線がまわる／口縁部と底部
との境に段をもつ／在地系土師器

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、角閃石・
雲母を含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り後粗いヘラ磨き調
整

P１西側の床面
上～覆土中（床
上10 ～28㎝）
に散在的

口縁部～
胴部上半
60％

第47図19
図版17-19

土師器
甕

高 [7.8
口 (18.4)

丸甕／口縁部は外反する／口縁部
と底部との境はスムーズ／在地系
土師器／21の土器と同一個体の可
能性あり

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、角閃石・
金雲母を含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラナデ（スリップか）

住居中央付近
の覆土中（床上
9～18㎝）から
散在的

口縁部～
胴部上半
20％以
下

第47図20
図版17-20

土師器
甕

高 [20.0]
底 9.0

丸甕／胴部中位が最大径か／平底
／在地系土師器

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・石英・角
閃石・金雲母
を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ（ス
リップか）

P１西側の覆土
中（床上13～31
㎝）から散在的

胴部中位
～底部
30%

第47図21
図版17-21

土師器
甕

高 [29.3]
底 9.2

長大型丸甕／最大径は胴部中位に
もつ／平底／19の土器と同一個体
の可能性あり／在地系土師器

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、角閃石・
金雲母を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ（ス
リップか）

住居中央付近
の覆土中（床上
5～42㎝）から
散在的

胴部上半
～底部
60%

第47図22
図版17-22

土師器
甕

高 [28.7]
底 8.8

長大型丸甕／最大径は胴部上半に
もつ／平底／在地系土師器

暗橙色を
基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・雲母・小
石を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ（ス
リップか）

住居中央付近
の覆土中（床上
5～45㎝）から
散在的

胴部上半
～底部
60%

第48図23
図版17-23

土師器
甕

高 [8.0]
底 7.9

球胴甕／底部は窪んでいる／器面
はやや摩耗している

淡茶褐色
を基調

茶褐色粒子・
金雲母を僅か
に砂粒・小石
を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り

北壁ほぼ中央
近くの床面上 胴部下半

～底部
70%

第48図24
図版17-24

土師器
甕

高 [2.9]
底 8.0

球胴甕／底部は丸底気味 淡茶褐色
を基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・角閃石を
含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ

住居中央付近
の覆土中（床上
25㎝）

底部
100%

第48図25
図版17-25

土師器
甕

高 [3.0]
底 7.6

丸甕／底部は僅かに窪んでいる／
在地系土師器

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、角閃石・
小石を僅かに
含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り

住居中央付近
の覆土中（床上
11・29 ㎝） か
ら散在的

底部70%

第48図26
図版17-26

土師器
甕

高 [2.1]
底 7.8

丸甕／平底／在地系土師器 暗黄褐色 砂粒をやや多
く、黄褐色粒
子・茶褐色粒
子・石英・角
閃石を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ

P1西側の覆土
中（床上17・30
㎝） 底部40%

第48図27
図版18-27

土師器
甕

高  39.6
口  21.3
底 5.6

長甕／口縁部は大きく外反する／
口縁部と胴部との境はスムーズ／
最大径は口縁部にもつ／平底／在
地系土師器

暗橙色 砂粒を多く、
茶褐色粒子を
僅かに含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り後ヘラナデ（ス
リップか）

住居中央から
貯蔵穴にかけて
の覆土中（床上
8～36㎝）から
散在的

60%

第48図28
図版18-28

土師器
甕

高 [10.8]
口 (21.6)

長甕／口縁部は外反する／口縁部
と胴部との境はスムーズ／在地系
土師器

暗橙色を
基調

砂粒をやや多
く、石英・角
閃石を僅かに
含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラナデ（スリップか）

住居中央から
東壁寄りの覆
土中（床上34～
43㎝）

口縁部～
胴部中位
20%

第48図29
図版18-29

土師器
甕

高 [6.3]
口 (19.0)

長甕／口縁部は外反する／口縁部
と胴部との境はスムーズ／在地系
土師器

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・石英・金
雲母を含む

内外面 : 口縁部は横ナデ 住居中央付近
の覆土中（床上
11～15㎝）

口縁部～
胴部上半
40%

第48図30
図版18-30

土師器
甕

高 [8.7]
口 21.8

長甕／口縁部は外反する／口縁部
と胴部との境は僅かに段をもつ／
在地系土師器

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、石英・角
閃石・金雲母
を含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り

住居中央付近
の覆土中（床上
34～43㎝）か
ら散在的

口縁部～
胴部上半
20％

第19表　297号住居跡出土土器一覧（３）



第3章　城山遺跡第91①地点の調査

－ 96－

挿図番号 器 種 法量
(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第48図31
図版18-31

土師器
甕

高 [4.3]
口 (20.8)

長甕／口縁部は外反する／口縁部
と胴部との境はスムーズ／在地系
土師器

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子・石英・角
閃石を含む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：横
ナデ

住居中央付近
の覆土中（床上
9～16㎝）

口縁部～
胴部上半
40%

第48図32
図版18-32

土師器
甕

高 [7.4]
底 6.4

長甕／平底／外面に黒斑あり／在
地系土師器

暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く、石英・金
雲母を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ

住居中央付近
の覆土中（床上
12～24㎝）

胴部中位
～底部
30％

第48図33
図版18-33

土師器
甕

高 [2.0]
底 (6.4)

長甕／平底／在地系土師器 暗黄褐色 砂粒をやや多
く、黄褐色粒
子・角閃石・
金雲母を含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り

覆土中

底部40%

第48図34
図版18-34

土師器
甕

高 [3.0]
底 (7.4)

長甕／平底／在地系土師器 暗黄褐色
を基調

砂粒をやや多
く。石英を僅
かに含む

内面 : ヘラナデ／外面：ヘ
ラ削り後ヘラナデ

覆土中
底部40%

第19表　297号住居跡出土土器一覧（４）

挿図番号 器 種 法量
(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第51図1
図版18-2-1

土師器
坏

高 [4.6]
口 ( 12.8)

いわゆる有段坏／口縁部は外傾す
る／口縁部と底部との境に段をも
つ／内面底部を除き赤彩

胎土は明
橙色

茶褐色粒子・
砂粒・を含む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、底部はヘラ
削り

P1の北側のほ
ぼ床面上 10%

第51図2
図版18-2-2

土師器
坏

高 [3.2]
口 ( 11.2)

いわゆる有段坏／口縁部は段直上
で大きくくびれ、口唇部ではやや
内湾している／口縁部と底部との
境に強い段をもつ／在地系土師器

淡黄褐色 角閃石・金雲
母を僅かに砂
粒を含む

内面 : 横ナデ／外面：口縁
部は横ナデ、底部はヘラ
削り後ナデ

住居中央から
やや北側の覆土
中（床上10㎝）10%

第51図3
図版18-2-3

土師器
坏

高 [4.6]
口 ( 12.8)

いわゆる有段坏／口縁部は外傾す
る／口縁部と底部との境に段をも
つ／在地系土師器

淡黄褐色 砂粒を多く、
金雲母を僅か
に含む

内面 : 口縁部は横ナデ、底
部はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、底部は粗
いヘラ削り

貯蔵穴

30%

第51図4
図版18-2-4

土師器
坏

高 4.6
口 ( 8.2)
底 4.2

小型品／口縁部は外反する／体部
上半にやや膨らみをもつ／平底／
在地系土師器

暗黄褐色 砂粒をやや多
く、茶褐色粒
子を僅かに含
む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り後ナデ

北西隅と南東隅
との破片で接
合／ほぼ床面上 50%

第51図5
図版18-2-5

土師器
甕

高 [13.4]
口 ( 20.0)

長甕／口縁部は外反する／口縁部
と胴部との境はスムーズ／最大径
は胴部中位にもつ／在地系土師器

淡黄褐色 茶褐色粒子・
角閃石・金雲
母・砂粒を含
む

内面 : 口縁部は横ナデ、以
下はヘラナデ／外面：口
縁部は横ナデ、以下はヘ
ラ削り後ナデ（スリップ
か）

P2の南側の覆
土中（床上3～
15㎝）

口縁部～
胴部中位
30％

第20表　298号住居跡出土土器一覧

挿図番号 器 種 法量
(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第53図1
図版19-1-1

須恵器
坏

高 [1.7]
底 (6.8)

底部に回転糸切り痕を残す／東金
子製品／9世紀後葉 青灰色 白色砂粒・小

石を含む
ロクロ成形／ロクロ回転
は右回転

覆土中（確認面
から46㎝）

底部
50％

第21表　23号ピット出土土器一覧

挿図番号 器 種 法量
(㎝ ) 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第53図1
図版19-1-1

須恵器
甕 厚 [1.0] 胴部／東金子製品か／9世紀代 灰色 白色砂粒を含

む
内外面：ナデ 覆土中 胴部破片

第22表　39号ピット出土土器一覧
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第5節　中世以降の遺物・遺物

（１）概　要
　中世以降の遺構については、土坑14基（1058～1071D）・溝跡１本（67M）・ピット42本（１～22・
24～38・40～44P）が検出された。これらの遺構については、城山遺跡の特色として、「柏の城跡」関
連遺構と共に周辺で多く検出されるものである。
　なお、各遺構の時代設定は、遺物が出土した場合は陶磁器・土器などの年代を中心に詳細年代を明示
したが、それ以外は中世以降と表記した。

（２）土　坑
　ここでは、平面形及び細部の形態的な特徴を城山遺跡第42地点で報告された分類基準に当てはめて
説明することにする（尾形・深井・青木　2005）。検出された土坑の総数は14基である。基本構造に
ついては、第23 表を参照。

Ａ群　方形の土坑　1基
　　１類　袋状の構造を呈する
　　２類  袋状の構造ではなく、単純構造を呈する　１基（1059 Ｄ）
Ｂ群　長方形の土坑　12基（１類－４基、２類－８基、３類－０基、４類－ 0基）
　　１類　溝状土坑　４基（1063・1066・1067・1071 Ｄ）
　　２類　幅狭の長方形土坑　８基（1058・1060・1061・1062・1064・1065・1068・1069 Ｄ）
　　３類　幅広の長方形土坑　　０基
　　４類　火床部を有する土坑　0基
Ｃ群　円形・楕円形の土坑　１基（1070 Ｄ）
Ｄ群　不整形の土坑　0基
Ｅ群　地下室・地下坑　０基（１類－０基、２類－ 0基）
　　１類　１竪坑１主体部タイプ　０基
　　２類  特殊タイプ　0基

Ａ群　方形の土坑（第54図、第23表）
　２類　袋状の構造ではなく、単純構造を呈する
　１基（1059Ｄ）のみが該当する。

1059号土坑
  遺　　構　（第54図、第23 表）

［位　　置］（A－１）グリッド。
［検出状況］296H を切る。一部西側の調査区外に延びている。
［構　　造］平面形：方形か。規模：長軸0.96m／短軸不明／深さ26㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上がる。
長軸方位：N－20°－Ｅ。        
［覆　　土］６層に分層された。
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［遺　　物］銅製品１点（キセルの吸口）、鉄製品１点（釘）が出土した。
［時　　期］近世以降と思われる。
  遺　　物　（第56図１・２、図版19－２－１・２）

　１は銅製品で、キセルの吸口と思われる。長さ1.9㎝・最大径0.7㎝・厚さ0.05㎝・重さ0.7ｇ。
　２は鉄製品で、釘と思われる。長さ1.6㎝・最大幅0.7㎝・厚さ0.7㎝・重さ1.2ｇ。断面は長方形で、
先端を欠損する。

Ｂ群　長方形の土坑（第54・55図、第23表）
　12基検出された。今回の調査では、３・４類は検出されなかった。
　１類　溝状土坑
　1063・1066・1067・1071Ｄの４基が該当する。

1063号土坑
  遺　　構　（第54図、第23表）

［位　　置］（Ｂ－２・３）グリッド。
［検出状況］298H を切り、16P に切られ、19・20・37P と重複する。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸5.33m ／短軸0.62m ／深さ34～41㎝。壁：東・西壁
は、ほぼ垂直に立ち上がるが、北・南壁は緩やかに立ち上がる。長軸方位：N－５°－Ｅ。
［覆　　土］６層に分層された。
［遺　　物］陶器２点が出土した。
［時　　期］近世（18世紀後半）。
  遺　　物　（第56図２、図版19－２－１・２、第24表）

　１・２は陶器で、１は灰釉皿、２は擂鉢である

1066号土坑
  遺　　構　 （第39図、第23表）

［位　　置］（Ａ・Ｂ－４）グリッド。
［検出状況］1069Ｄを切り、1067Ｄに切られ、26P と重複する。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸5.80ｍ以上／短軸0.75m／深さ10～17㎝。壁：壁はほ
ぼ垂直に立ち上がる。長軸方位：N－84°－W。
［覆　　土］ローム粒子を含み、ローム小ブロックを僅かに含む暗褐色土を基調とする。しまり中。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。

1067号土坑
  遺　　構　（第39図、第23表）

［位　　置］（Ｂ・Ｃ－４）グリッド。
［検出状況］1065・1066Ｄを切る。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸3.30m以上／短軸0.50m／深さ38㎝。壁：ほぼ垂直に



第5節　中世以降の遺物・遺物

－ 99－

立ち上がる。長軸方位：ほぼＥ－W。
［覆　　土］ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子をごく僅かに含む黒灰褐色土を基調とする。
［遺　　物］磁器１点が出土した。
［時　　期］近世（18世紀後半～19世紀前半）。
  遺　　物　（第56図１、図版19－２－１）

　１は磁器碗である。

1071号土坑
  遺　　構　（第39図、第23表）

［位　　置］（Ｂ・Ｃ－２）グリッド。
［検出状況］43Ｐと重複する。一部東側が調査区外に延びる。
［構　　造］平面形：溝状の長方形。規模：長軸2.30m以上／短軸0.60m／深さ24㎝。壁：ほぼ垂直に
立ち上がる。長軸方位：N－82°－Ｅ。        
［覆　　土］ローム粒子・ローム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む黒灰褐色土を基調とする。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。

遺構名 位　置 平面形 分類
規模（m）

長軸方位 覆　土 主な遺物及び特徴 時　期
長軸 短軸 深さ

1058D (B-1)G 長方形 B群2類 2.65  0.55  16~20㎝ N－5°－Ｅ 2層 なし／296Hを切り、1・
2Pに切られる 近世

1059D (A-1)G 方形か A群2類 0.96  不明 26 N－20°－Ｅ
6層 銅製品1点（キセル吸

口）・鉄製品1点 ( 釘 ) ／
296Hを切る

近世

1060D (B-1)G 長方形 B群2類 2.00  0.57  14~24 N－85°－W 3層 なし／297Hを切り、
1061D と重複 中世以降

1061D (B-1)G 長方形 B群2類 1.62  0.55  16 N －5°－Ｅ 2層 なし／297Hを切り、
1060D と重複 中世以降

1062D (B・C-1)G 長方形 B群2類 2.16  0.65  26 N－84°－W 2層 なし／298Hを切る 中世以降

1063D (B-2・3)G 長方形 B群1類 5.33  0.62  34~41 N －5°－Ｅ
6層 陶器2点（灰釉皿・擂鉢）

／16・19・20P に切ら
れ、298Hを切る

近世
（18c 後）

1064D (B-1・2)G 長方形 B群2類 1.65  0.65  21 N － S ３層 鉄製品1点 ( 鉈か ) ／18P
に切られ、298Hを切る 近世

1065D (A-4)G 長方形 B群2類 2.20以上 0.43  25 N －10°－Ｅ
ローム粒子・ローム小ブロッ
クを僅かに含む黒褐色土を基
調

なし／1065・1067D に
切られる 中世以降

1066D (A・B-4)G 長方形 B群1類 5.80以上 0.75  10~17 N－84°－W
ローム粒子を含み、ローム小
ブロックを僅かに含む暗褐色
土を基調

なし／1067D に切られ、
1069D を切る 中世以降

1067D (B・C-4)G 長方形 B群1類 3.30以上 0.50  38 ほぼ E－W
ローム粒子・ローム小ブロッ
ク・炭化物粒子をごく僅かに
含む黒灰褐色土を基調

磁器碗1点／1065・
1066D を切る

近世
（18c 後～
19c 前）

1068D (B-3・4)G 長方形 B群2類 2.22  0.49  30 ほぼ N－ S ４層 焙烙1点／23P を切り、
24P と重複

近世
（18c 後）

1069D (A-3・4)G 長方形 B群2類 不明 不明 20 不明 3層 なし／1066Dに切られる 中世以降

1070D (C-2・3)G 楕円形 C群 0.60  0.54  15 N－38°－W
ローム粒子・ローム小ブロッ
クを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土を基調

磁器1点（碗1点）・陶器3
点（鉢1点・擂鉢2点）・
砥石1点・敲石3点

近世
（18c 後～
19c 前）

1071D (B・C-2)G 長方形 B群1類 2.30以上 0.60 24 N－82°－Ｅ
ローム粒子・ローム小ブロッ
クを含み、炭化物粒子を僅か
に含む黒灰褐色土を基調

なし／43P と重複
中世以降

第23表　中世以降の土坑一覧
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　２類　幅狭の長方形土坑（第54・55図、第23表）
　1058・1060～1062・1064・1065・1068・1069Ｄの８基が該当する。

1058号土坑
  遺　　構　（第54図、第23表）

［位　　置］（Ｂ－１）グリッド。
［検出状況］296Ｈを切り、１・２Ｐに切られる。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸2.65m／短軸0.55m／深さ16～20㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上
がる。長軸方位：N－５°－Ｅ。
［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。

1060号土坑
  遺　　構　（第54図、第23表）

［位　　置］（Ｂ－１）グリッド。
［検出状況］297Ｈを切り、1061Ｄと重複する。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸2.00m／短軸0.57m／深さ14～24㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上
がる。長軸方位：N－85°－W。
［覆　　土］３層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。

1061号土坑
  遺　　構　（第54図、第23表）

［位　　置］（Ｂ－１）グリッド。
［検出状況］297Ｈを切り、1060Ｄと重複する。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸1.62ｍ／短軸0.55m ／深さ16㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上が
る。長軸方位：N－５°－Ｅ。
［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。

1062号土坑
  遺　　構　（第54図、第23表）

［位　　置］（Ｂ・Ｃ－１）グリッド。
［検出状況］298・299Ｈを切る。
［構　　造］平面形：長方形。規模：長軸2.16m ／短軸0.65m ／深さ26㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上が
る。長軸方位：N－84°－W。
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［覆　　土］２層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。

1064号土坑
  遺　　構　（第54図、第23表）

［位　　置］（B－１・２）グリッド。
［検出状況］18P に切られ、298Ｈを切る。
［構　　造］平面形：隅丸長方形。規模：長軸1.65m／短軸0.65m／深さ21㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上
がる。長軸方位：N－Ｓ。
［覆　　土］３層に分層された。
［遺　　物］鉄製品１点（不明品）が出土した。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。
  遺　　物　（第56図１、図版19－２－１）

　１は用途不明の鉄製品である。長さ5.4㎝・最大幅3.8㎝・最大厚1.5㎝・. 重さ57.5ｇ。上端面は平坦
で、中央部が厚く、左右端部が薄くなっているため、鉇 ‘（やりがんな）か。下端部は欠損。

1068号土坑
  遺　　構　（第54図、第23表）

［位　　置］（Ｂ－３・４）グリッド。
［検出状況］23Ｐを切り、24Ｐと重複する。
［構　　造］平面形：隅丸長方形。規模：長軸2.22m／短軸0.49m／深さ30㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上
がる。長軸方位：ほぼN－Ｓ。
［覆　　土］４層に分層された。
［遺　　物］土器（焙烙）１点が出土した。
［時　　期］近世（18世紀後半）。
  遺　　物　（図版19－２－１、第24表）

　１は焙烙である。

1069号土坑
  遺　　構　（第55図、第23表）

［位　　置］（Ａ－３・４）グリッド。
［検出状況］1066Ｄに切られる。西半部は調査区外に延びる。
［構　　造］平面形：長方形か。規模：長軸不明／短軸不明／深さ20㎝。壁：ほぼ垂直に立ち上がる。
長軸方位：不明。
［覆　　土］３層に分層された。
［遺　　物］出土しなかった。
［時　　期］覆土の観察から中世以降と思われる。
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第54図　土坑１（1／60）
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Ｃ群　円形・楕円形の土坑（第55図、第23表）
　1070Ｄの１基が該当する。

1070号土坑
  遺　　構　（第55図、第23表）

［位　　置］（Ｃ－２・３）グリッド。
［検出状況］陶磁器・石器、礫がまとまって出土した特異な土坑である。
［構　　造］平面形：楕円形。規模：長軸0.60m／短軸0.54m／深さ15㎝。壁：緩やかに立ち上がる。
長軸方位：N－38°－W。
［覆　　土］ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを僅かに含む黒褐色土を基調。
［遺　　物］磁器１点、陶器３点、砥石１点、敲石３点が出土した。その他として、礫がまとまって出
土した。
［時　　期］近世（18世紀後半～19世紀前半）。
  遺　　物　（第56図、図版19－２、第24・25表）

［陶  磁  器］（第56図１～４、図版19－2－１～４、第24表）
　１は磁器碗である。２～４は陶器で、２は徳利、３・４は擂鉢である
［石　　器］（第56図５～８、図版19－２－５～８、第25表）
　５は砥石、６～８は敲石である。

Ｄ群　不整形の土坑
　今回の調査では、該当するものはなかった。

Ｅ群　地下室・地下坑
　今回の調査では、該当するものはなかった。

第55図　土坑２（1／60・1／30）
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（３）溝　跡
67号溝跡
  遺　　構　（第39図）

［位　　置］（A～ C－４）グリッド。
［検出状況］調査区南端から検出され、ほぼ東西方向に走向し、東西ともに調査区外に延びるものと考
えられる。1065Ｄを切り、22P と重複する。
［構　　造］規模：検出長9.2ｍ／検出最大上幅86㎝／下幅24～36㎝／深さ37～53㎝。溝底は凹凸で、
平坦ではない。断面形は、逆台形を基本に深さ17～36㎝の位置でテラス状の平坦面をもつもので、南

挿図番号
図版番号 遺構名 種別 器 種 法量

(㎝ ) 製 作 の 特 徴 等 推定産地 時 期

図版19-2 -1 1063Ｄ 陶器 皿 厚  0.5 口縁部小破片／内外面に灰釉／胎土の色調は灰白色／胎土
に白色砂粒を含む

瀬戸・美濃 近世
(15c 後 )

第56図2
図版19-2 -2 1063Ｄ 陶器 擂鉢 高 [5.5]

厚  .8

体部下半～底部破片／口縁部は丸い／刷毛目は10本一単位
／内外面に鉄釉／胎土の色調は淡黄褐色／胎土に白色砂
粒・小石を含む

瀬戸・美濃 近世
(18c 後 )

第56図1
図版19-2 -1 1067Ｄ 磁器 蓋

高 3.2
口 (9.0)
上面 (4.0 )

端反形／内面：雷文、見込み1条圏線／外面：寿福文、つま
み外面に2条圏線、内側に1条圏線、口縁部に雷文／小皿の
可能性あり

瀬戸系 近世
(18c 後～
19c 前 )

図版19-2 -1 1068Ｄ 土器 焙烙 高 [1.4]
厚  0.6

底部破片／色調は暗茶褐色／胎土に金雲母・白色砂粒を含
む／型作り

在地系 近世
(18c 後 )

第56図1
図版19-2 -1 1070Ｄ 磁器 碗 高 [5.4]

厚 0.6
口縁部～体部下半破片／染付／外面：草花文 肥前系 近世

(18c 前 )

第56図2
図版19-2 -2 1070Ｄ 陶器 徳利 高 [1.7]

底  9.3
底部破片／削り出し高台／内面に鉄釉／胎土の色調は淡黄
褐色／胎土に砂粒を含む

瀬戸・美濃 近世

第56図3
図版19-2 -3 1070Ｄ 陶器 擂鉢 高 [4.4]

厚  0.8

複合口縁／口唇部は丸い／刷毛目は7本一単位／内外面に鉄
釉／胎土の色調は淡茶褐色／胎土に石英・白色砂粒・小石
を多く含む／遺存度10％

信楽系 近世
(18c 後～
19c 前 )

第56図4
図版19-2 -4 1070Ｄ 陶器 擂鉢 厚 1.4

口縁部破片／複合口縁／複合部外面に２条線／口唇部は面
取り／刷毛目は10本一単位／内外面に鉄釉／胎土の色調は
暗灰褐色／胎土に白色砂粒・小石を多く含む

信楽系 近世
(16c 後 )

第56図1
図版19-2 -1 67M 磁器 皿 厚 0.6 口縁部～体部下半破片／染付／内面：草花文／外面：源氏

香文
肥前系 近世

(19c 前 )

第56図2
図版19-2 -2 67M 磁器 碗 高 [3.7]

厚 0.8
小丸碗／口縁部～体部下半／染付／外面：寿福文 瀬戸系 近世

(19c)

図版19-2 -3 67M 磁器 碗 厚 0.5 体部小破片／内外面に灰釉／胎土の色調は淡褐色／胎土に
砂粒を僅かに含む

肥前系 近世
(19c)

第24表　中世以降の土坑・溝跡出土陶磁器・土器一覧

挿図番号
図版番号 器  種 石　材 長さ

（㎜）
幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（g） 特　　徴

第56図5
図版 19-2-5 砥石 砂質の泥岩 79.5  35.4  33.2  77.8 上端、左右両端を欠損／正面、裏面に研磨面を有する／正面の研磨面はやや内側に反る

第56図6
図版 19-2-6 敲石 砂岩 92.6  68.2  33.3  299.5 右側縁に剥離面を伴う敲打痕

第56図7
図版 19-2-7 敲石 礫岩 82.9  63.4  48.8  308.9 正面中央、右側縁、上端部に敲打痕／下端面に研磨痕の可能性

第56図8
図版 19-2-8 敲石 砂岩 74.2  47.7  31.2  151.6 右側縁、左側縁上位に敲打痕

第25表　1070号土坑出土石器一覧
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第56図　土坑・溝跡出土遺物（1／3・1／4）



第3章　城山遺跡第91①地点の調査

－ 106 －

壁はその特徴が顕著である。走向方位：Ｎ－85°－W。
［遺　　物］陶器１点、磁器１点、鉄製品１点（釘）が出土した。
［時　　期］近世（19世紀）。
  遺　　物　（第56図１・２・４、図版19－２、第24表）

［陶・磁器］（第56図１・２、図版19－２－１～３、第24表）
　１～３は磁器で、１は皿、２・３は碗である。
［鉄  製  品］（第56図４､ 図版19－２－４）
　４は釘である。長さ2.9㎝・最大幅0.9㎝・厚さ0.7㎝・重さ2.2ｇ。頭部を欠損する。

（４）ピット
　本地点で検出されたピットは合計45本で、そのうち、中世以降のピットは42本（１～22・24～
38・40～44P）であった。ここでは、遺物の出土した25Ｐの１本のみの記述に留めた。ピット基本内
容は第26表に示した。
　25Ｐからは、桟瓦の小破片が１点出土した。桟長4.9㎝・桟幅5.6㎝・厚さ1.8㎝・重さ55.0ｇ。桟峠
は山形（第57図１、図版19－２－１）。

第６節　遺構外出土遺物

　ここでは、表土や撹乱から出土した遺物、そして遺構内であるが、明らかに他時期の混入品である遺
物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、遺構外出土遺物として扱う。
　今回、遺構外出土遺物としては、縄文時代の石器、縄文時代の土器、古墳・平安時代の土器、中世以
降の陶磁器に分類する。

（１）縄文時代の石器（第58図１～４、図版20－１～４、第27表）
　１～３は石鏃である。２は先端を折損後、折れ面の稜線から再調整剥離を行っている。３は石鏃の未
製品と考えられる。４は微細剥離のある剥片である。

（２）縄文時代の土器（第58図５～23、図版20－５～23第28表）
　５～10は早期後葉の条痕文系土器である。５は茅山上層式、６・７は野島式か。
　11～16は前期の土器である。11は前期中葉の黒浜式、13～15は前期後葉の諸磯式土器である。
12・16の形式は不明だが前期末から中期初頭に位置付けられよう。
　17～21は中期の土器である。17は曽利式の口縁部片。18～21は加曽利Ｅ式土器である。
　22は後期中葉の加曽利Ｂ式土器である。
　23は晩期前葉の安行３ｃ式土器である。

（３）古墳・平安時代の土器（図版20－24～26）
　24は須恵器坏形土器の口縁部小破片である。色調は灰色で、胎土には白色砂粒を含む。遺構外から
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第57図　ピット（１／60）・出土遺物（1／3）
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遺構名 位置 平面形
規模（㎝）

覆土及び特徴 主な遺物 時　期
長軸 短軸 深さ

1Ｐ (B-1)G 隅丸長方形 55 38 41 ３層／1058D を切る なし 中世以降

2Ｐ (B-1)G 隅丸方形 36 30 53
上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブ
ロックを僅かに含む暗茶褐色土、下層：ローム粒子・ロー
ム小ブロックを含む黒褐色土を基調／1058D を切る

なし 中世以降

3Ｐ (A-1)G 隅丸長方形 20 36 22 ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／
296Hを切る なし 中世以降

4Ｐ (A-1)G 隅丸方形か 不明 不明 33

5層 / 上層：ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに、ロー
ムブロック・炭化物粒子をごく僅かに含む黒褐色土、下
層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロッ
クを僅かに含む暗褐色土を基調／296Hを切る

なし 中世以降

5Ｐ (B-2)G 隅丸長方形 60 36 10 2層／297Hを切る なし 中世以降

6Ｐ (A-2)G 隅丸長方形 68 50 24 8層／297Hを切る なし 中世以降

7Ｐ (B-2)G 隅丸方形 45 45 66 6層／297Hを切る なし 中世以降

８P (A-2)G 円形 60 48 23/15 3層／297Hを切る なし 中世以降

9Ｐ (B-2)G 隅丸方形 35 32 40 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、
炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土を基調／297Hを切る なし 中世以降

10Ｐ (A-2)G 隅丸長方形 50 33 16/26
ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに
炭化物粒子・焼土粒子をごく僅かに含む黒褐色土を基調／
297Hを切る／2本重複か

なし 中世以降

11Ｐ (A-2)G 隅丸方形 37 32 16 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒
色土を基調／しまり非常に強／297Hを切る なし 中世以降

12Ｐ (B-1・2)G 隅丸方形 27 22 29 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに、
炭化物粒子をごく僅かに含む黒色土を基調／297Hを切る なし 中世以降

13Ｐ (B-1)G 隅丸方形 30 30 23 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒
灰褐色土を基調／しまり強 なし 中世以降

14Ｐ (B-1)G 隅丸方形 24 21 15 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒
灰褐色土を基調 なし 中世以降

15Ｐ (B-1)G 隅丸方形 28 23 16 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土を基調 なし 中世以降

16P (B-2)G 隅丸長方形か 64 52 84 5層／298H・1063D を切る なし 中世以降

17Ｐ (B-1)G 隅丸方形 36 24 49 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒
褐色土を基調／298Hを切る なし 中世以降

18Ｐ (B-2)G 隅丸方形 34 28 47
ローム粒子を僅かに、ローム小ブロック・ロームブロック
を含む黒灰褐色土を基調／しまり非常に強／298H・1064
を切る

なし 中世以降

19Ｐ (B-2)G 隅丸方形 42 40 60 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに
含む黒色土を基調／1063D と重複する なし 中世以降

20Ｐ (B-2)G 隅丸方形 18 18 73 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土を基調／1063D と重複する なし 中世以降

21Ｐ (B-2)G 隅丸方形 32 30 20 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに
含む黒灰褐色土を基調／298Hを切る なし 中世以降

22Ｐ (B-4)G 隅丸方形 32 28 59 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む黒
色土を基調／67Mと重複 なし 中世以降

23Ｐ (B-3)G 隅丸長方形 55 43 76 4層／1068D に切られる
須恵器坏1点（図
示）・土師器甕1
点（図示不可）

平安時代
（9c 後）

24Ｐ (B-4)G 隅丸方形 30 25 53 ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含む暗
褐色土を基調／1068D と重複 なし 中世以降

25Ｐ (B-3)G 隅丸方形 45 40 54 ローム粒子・ローム小ブロックをごく僅かに含む黒灰褐色
土を基調。しまり非常に弱 瓦1点 近世

(19c)

26Ｐ (A-4)G 隅丸方形か 42 不明 20 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土を基調／1066D と重複 なし 中世以降

27Ｐ (A-4)G 隅丸方形 23 23 19 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土を基調 なし 中世以降

第26表　ピット一覧（１）
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の出土である。時期は９世紀後葉で、東金子製品と思われる。
25・26は須恵器甕形土器の底部破片である。25は色調が灰色で、胎土には精錬され砂粒をほとんど含
まず、黒色粒子を僅かに含む。内外面に自然釉が被覆している。1071Ｄからの出土で、時期は古墳時
代後期のものか。26は色調が灰色で、胎土には白色砂粒を僅かに含む。内外面に自然釉が被覆してい
る。遺構外からの出土で、時期は平安時代のものか。

（４）中世以降の陶磁器（図版20－27～35、第29 表）
　27は磁器碗、28～33は陶器で、28～31は碗、32は徳利、33は擂鉢である。
　34は瓦器、35は土器で、いづれも焙烙である。

遺構名 位置 平面形
規模（㎝）

覆土及び特徴 主な遺物 時　期
長軸 短軸 深さ

29Ｐ (B-4)G 隅丸方形 22 20 29 ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調。し
まり中。 なし 中世以降

30Ｐ (A-4)G 隅丸方形 40 33 37 4層 なし 中世以降

31Ｐ (B-3)G 隅丸方形 55 52 44 5層／1072D を切る なし 中世以降

32Ｐ (C-2)G 隅丸長方形 40 35 22
3層 / 上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色
土、下層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロッ
クをやや多く含む暗黄褐色土を基調／298Hを切る

なし 中世以降

33Ｐ (B-2)G 隅丸方形 45 35 23 4層 なし 中世以降

34Ｐ (C-2)G 隅丸方形 40 37 34/24
ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックをやや多
く含む暗黄褐色土を基調／35P と重複／2本重複か／298H
を切る

なし 中世以降

35Ｐ (C-2)G 隅丸方形 25 20 27 ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調／
34P と重複／298Hを切る なし 中世以降

36Ｐ (B・C-2)G 隅丸方形 23 23 25 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土を基調／298Hを切る なし 中世以降

37Ｐ (B-3)G 楕円形 51 43 26
ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを僅かに
含み、炭化物粒子をごく僅かに含む黒褐色土を基調／
1063D と重複

なし 中世以降

38Ｐ (B-3)G 隅丸方形 23 23 43 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む暗褐色土を基調 なし 中世以降

39Ｐ (B-3)G 隅丸方形 55 50 80

上層：ローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロック・
炭化物粒子を僅かに含む黒褐色土、しまり中。下層：ロー
ム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを含み、炭化
物粒子を僅かに含む暗黄褐色土を基調

須恵器甕1点 平安時代
（9c 代か）

40Ｐ (C-3)G 隅丸方形か 33 不明 41
上層：ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブ
ロックを僅かに含む暗褐色土、下層：ローム粒子・ローム
小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土を基調

なし 中世以降

41Ｐ (B-3)G 隅丸方形 24 20 31 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む黒褐色土を基調 なし 中世以降

42Ｐ (B-3)G 隅丸方形 30 30 24 ローム粒子・ローム小ブロックを僅かに含む黒褐色土を基
調 なし 中世以降

43Ｐ (B・C-2)G 隅丸方形 25 25 52 ローム粒子・ローム小ブロックを含み、ロームブロックを
僅かに含む暗茶褐色土を基調／1071D と重複 なし 中世以降

44Ｐ (B・C-2)G 隅丸長方形 35 22 43 土層不明（チックもれ） なし 中世以降

45Ｐ (C-3)G 隅丸方形か 50 45 57 ローム粒子・ローム小ブロックを多く、ロームブロックを
含む暗褐色土を基調／17FP と重複 なし 縄文

第26表　ピット一覧（２）
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第58図　遺構外出土遺物（1／3・2／3）

挿図番号
図版番号 器  種 石　材 長さ 幅 厚さ 重量 出土遺構

出土位置 特　　徴

第58図1
図版20-1 石鏃 チャート 23.2  18.0  3.8  1.0  297H 右脚部一部を欠損、先端部を極僅かに欠損／凹基

無茎

第58図2
図版20-2 石鏃 黒曜石 17.6  13.4  3.3  0.7  297H 先端部、両脚部を欠損／凹基無茎／先端折れ後、

折れ面の稜線から調整剥離

第58図3
図版20-3 石鏃 黒曜石 15.3  10.7  3.3  0.6  1059D 凹基無茎／表裏面中央に素材剥片面あり／石鏃未

製品

第 58図4
図版20-4 微細剥離のある剝片 チャート 44.1  35.6  12.7  21.4  遺構外 正面右、打面部は摂理面／打面直下にリップが認

められる／両側縁に微細な剥離あり

  （単位：mm, g）

第27表　遺構外出土石器一覧
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挿図番号
図版番号 部位 法量

（㎝） 文様・特徴など 色調 時期・型式
胎土混入物 備　　考

出土位置石 角 礫 砂 他

第58図5
図版20-5 口縁 厚 1.4

口唇部外周の隆帯、垂下する隆帯上に半截竹
管状工具による刺突文／ごく細い半截竹管状
工具による、横位の沈線文／内面貝殻条痕文
／口唇部欠損／器面剥落

橙
5YR6/6

茅山上層

○ ○ 繊・磁 297H

第58図6
図版20-6 胴 厚 1.1 ごく浅い沈線と細隆起線による襷状文／地文は貝殻条痕か？

にぶい黄橙
10YR7/4

野島 ○ ○ 繊 繊維は少量／
67M

第58図7
図版20-7 胴 厚 1.0 条線文／内面貝殻条痕文 にぶい褐

7.5YR5/3
野島？ ○ 繊 遺構外

第58図8
図版20-8 胴 厚 0.7 外面貝殻条痕文 にぶい赤褐

5YR5/4
条痕文系 ○ ○ 繊・金 1063D

第58図9
図版20-9 胴 厚 1.1 外面貝殻条痕文 にぶい褐

7.5YR6/3
条痕文系 ○ ○ ○ 繊 内面明赤褐色／繊

維は微量／297H
第58図10
図版20-10 胴 厚 0.9 外面貝殻条痕文 にぶい赤褐

5YR5/4
条痕文系 ○ ○ 繊・磁 内面赤褐色／繊維

は微量／1071D
第58図11
図版20-11 胴 厚 1.0 半截竹管状工具による羽状の沈線文 にぶい赤褐

5YR5/4
黒浜 ○ 繊・磁 内面明赤褐色

遺構外
第58図12
図版20-12 口縁 厚 0.8 口縁部直下に巡る連続爪形文 にぶい黄橙

10YR6/3
前期末～
中期初頭 ○ 遺構外

第58図13
図版20-13 胴 厚 0.6 横位の浮線文／地文 LR縄文 明赤褐

2.5YR5/6
諸磯ｂ ○ ○ 磁 内面にぶい赤褐色

／297H
第58図14
図版20-14 胴 厚 0.9 半截竹管状工具による直線・弧線文 にぶい赤褐

5YR5/4
諸磯ｂ ○ ○ 表面煤付着／遺構

外
第58図15
図版20-15 胴 厚 0.9 半截竹管状工具による集合沈線文 にぶい赤褐

5YR5/4
諸磯ｃ ○ ○ 296H

第58図16
図版20-16 胴 厚 1.0 半截竹管状工具による集合沈線文 にぶい赤褐

5YR4/4
前期末～
中期初頭 ○ ○ ○ 金 内面赤褐／297H

第58図17
図版20-17 口縁 厚 1.1 無文／口唇部肥厚内面剥落 にぶい褐

7.5YR5/4
曽利 ○ ○ 内面明赤褐色／遺

構外
第58図18
図版20-18 口縁 厚 1.2 無文／波頂部 橙

5YR7/6
加曽利 EⅢ ○ ○ 296H

第58図19
図版20-19 胴 厚 0.9 2本の沈線で、弧状の幅広い無文部を区画、その外側は縄文 Rで埋められる。

にぶい黄橙
10YR6/4

加曽利 EⅣ ○ ○ 遺構外

第58図20
図版20-20 胴 厚 1.0 沈線／縄文 R にぶい橙

7.5YR6/4
加曽利 EⅣ ○ 遺構外

第58図21
図版20-21 口縁 厚 1.8 隆帯／縄文 LR にぶい橙

7.5YR6/4
加曽利 E ○ 褐 表面黒化部分あり

／畝
第58図22
図版20-22 胴 厚 0.6 斜行する沈線文 褐灰

10YR4/1
加曽利 B ○ 砂はやや粗粒／

1063D
第58図23
図版20-23 胴 厚 0.7 沈線区画に列点文 にぶい黄橙

10YR7/3
安行3ｃ ○ ○ 297H

  ※ 石：石英　角：角閃石・輝石　礫：細礫　砂：砂粒　磁：磁性鉱物　褐：褐色粒子　

第28表　遺構外出土縄文土器一覧

図版番号 種 別 器 種 法量
（㎝） 製 作 の 特 徴 等 推定産地 出土位置 時 期

図版20-27 磁器 碗 高 [4.0]
底 (3.8) 体部下半～底部破片／高台／外面に草花文／化学コバルト 瀬戸系 遺構外 近代

(19c 後半 )

図版20-28 陶器 皿 厚 0.3 口縁部小破片／内外面に灰釉／胎土の色調は灰褐色／胎土
は精錬されている 瀬戸・美濃 遺構外 近世

(17c 後 )

図版20-29 陶器 碗 高 [2.1]
底 (4.2)

刷毛目丸碗／体部下半～底部破片／削り出し高台／内外面
に白泥による刷毛目文／胎土の色調は淡茶褐色／胎土は精
錬

唐津 遺構外 近世
(17c 後 )

図版20-30 陶器 皿 厚 0.5 口縁部小破片／内外面に灰釉／胎土の色調は淡黄褐色／胎
土に砂粒を含む 瀬戸・美濃 遺構外 近世

(17c 後 )

図版20-31 陶器 碗 厚 0.6 天目茶碗／体部下半小破片／外面底部付近を除き鉄釉／胎
土の色調は淡黄褐色 瀬戸・美濃 298H 近世

(18c 前 )

図版20-32 陶器 徳利 厚 0.7 体部小破片／外面に鉄釉／胎土の色調調は淡黄褐色／胎土
に白色砂粒を含む 瀬戸・美濃 遺構外 近世

図版20-33 陶器 擂鉢 厚 1.0
体部破片／刷毛目は8本一単位以上／内外面に鉄釉／胎土の
色調は淡橙色／胎土に石英・小石を含む／外面に指頭押捺
痕あり

瀬戸系 遺構外 近世
(19c)

図版20-34 瓦器 焙烙 厚 0.9 体部下半～底部破片／色調は黒色／外面に指頭押捺痕あり
／胎土に雲母・砂粒を含む／外面に煤付着 在地系 298H

近世
(17c 後～
18c 前 )

図版20-35 土器 焙烙 厚 0.9 口縁部～体部下半破片／口唇部平坦／色調は白色／胎土に
砂粒をやや多く含む 在地系 298H 近世

(18c 前 )

第29表　遺構外出土陶磁器・土器一覧
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第４章　西原大塚遺跡第211地点の調査

第１節　遺跡の概要

　西原大塚遺跡は、志木市の南西端部にある幸町２～４丁目一帯に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の
西方約１kmに位置している。北東―南西方向に約700m、北西―南東方向に約150mの広がりをもち、
遺跡面積164,455㎡の市内最大規模の遺跡である。
　本遺跡は、柳瀬川を北西に望む武蔵野台地北東端の台地の縁辺に形成されている。標高は10～18m
と遺跡内で８mの比高差があるが、遺跡範囲の大部分は標高14～16mに位置しており、概ね平坦であ
る。遺跡西側中央、台地から低地へうつる斜面に湧水点が確認されており、そこを中心に括れている。
　昭和48（1973）年に最初の調査が実施されて以降、志木市教育委員会、志木市遺跡調査会、志木市
史編さん室による度重なる調査が実施されてきた。平成元（1989）年から平成19（2007）年までは、
西原特定土地区画整理事業に伴い、道路新設部分を中心に公園予定地・保留地を対象とした発掘調査が
継続的に実施された。近年では区画整理事業の完了に伴い、共同住宅や分譲住宅、個人住宅の建設など
の各種土木工事が盛期を迎え、それらに伴う発掘調査も増加傾向にある。平成30年１月現在で、215
地点に対して確認調査・発掘調査を実施している（第59図）。
　これまでの調査の結果、旧石器時代から近世までの複合遺跡であることが判明している。特に、縄文
時代中期では住居跡約180軒からなる大規模な環状集落跡が形成され、また弥生時代後期～古墳時代前
期では住居跡600軒からなる大規模集落跡が形成されていたことが判明している。

第２節　調査の経緯

（１）調査に至る経過
　平成28年９月、仲介業者である JAあさか野から志木市教育員会（以下、教育委員会）へ開発計画地
内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市幸町４丁目8132番
１（面積438.00㎡）地内に分譲住宅建設を行うというものである。
　これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である西原大塚遺跡（コード
11228－09－007）に該当するため、大旨下記のとおり回答した。
　１ ．埋蔵文化財確認調査（以下、確認調査）を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵
文化財の有無及び取り扱いについて回答する。

　２ ．上記１の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。ま
た、やむを得ず埋蔵文化財に影響を与える工事を実施する場合は、記録保存のための発掘調査を実
施する必要があること。

　10月25日、教育委員会は土木工事主体者である個人（以下、工事主体者）より確認調査依頼書を受
理し、西原大塚遺跡第211地点として11月８日・９日に確認調査を実施した。確認調査は、第60図に
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第59図 西原大塚遺跡の調査地点　(1／5000) 平成30年01月31日現在
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示すように調査区の南北方向に４本、東西方向に１本のトレンチ（１～５Ｔｒ）設定し、バックホーで
表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、縄文時代と思われる溝跡１本、弥生時代後期～
古墳時代前期の住居跡１軒、溝跡１本、ピット１本を確認した。
　教育委員会は、この結果をただちに仲介業者に報告し、保存措置について検討を依頼した。平成29
年２月24日に工事施工責任者と埋蔵文化財の保存措置について協議を行った。その結果、４棟建設予
定のうち、１・２号棟は十分な文化財保護層が確保できるため、盛土保存とし、３・４号棟について
は、十分な文化財保護層が確保できないことから、発掘調査を実施することに決定した。
　３月24日、工事主体者より志木市埋蔵文化財保存事業委託申請書が提出され、同日に発掘調査実施
に向けた事前協議を実施した。４月10日、志木市と工事主体者の間で志木市埋蔵文化財保存事業に係
る協議書が取り交わされ、委託契約を締結した。
　教育委員会は、４月７日付けで埋蔵文化財発掘の届出及び発掘調査通知を埼玉県教育委員会に提出
し、４月10日から発掘調査を実施した。

（２）発掘調査の経過
　ここでは、発掘調査の大まかな経過を説明することにし、各遺構の精査経過については、第30表の
発掘調査工程表に示した。
４月10日  発掘調査開始。重機（バックホー）による表土剥ぎ作業を調査区北西隅から開始する。

残土置場は今回盛土保存が適用され発掘調査を行わない箇所で処理した。調査区西側、
北東隅の表土剥ぎを終了し、弥生時代後期～古墳時代前期の住居跡１軒（32Ｙ）を確
認した。簡易トイレ、ユニットハウスを設置する。

４月11日  雨天中止。
４月12日  表土剥ぎに併行して、人員を導入し、調査器材搬入・調査区整備を行い、同時に遺構確

認作業を行った。縄文時代と思われる溝跡１本（55M）、弥生時代後期～古墳時代前期
の住居跡１軒（600Ｙ）を検出した。

４月13日  午前中に基準点測量、グリッド設定を行う。調査区南西隅の表土を除去し、表土剥ぎを
終了する。調査区北半分の遺構確認状況の写真撮影を行う。32Y、600Yの精査を開始。

４月14日  調査区南半分の遺構確認状況の写真撮影を行う。32Yの床面付近から炭化材が出土。
32Yは前回調査時（第169地点）に焼失住居とされており、炭化材を残しつつ精査を
行った。600Y では床面、入口ピット（P1）を検出。セクションの写真撮影、実測を行
う。

４月17日  32Y のセクションの写真撮影、実測を行う。600Y ではセクションベルトを掘り下げ、
赤色砂利層、貯蔵穴、炉跡を検出する。

４月18日  32Yのセクションベルトを掘り下げ、炭化材、赤色砂利層、炉跡の検出状況の写真撮影
を行う。600Y では赤色砂利層の断面を写真撮影し、実測した。

４月19日  32Y の炭化材出土状況を図化し、取り上げを行う。赤色砂利層、炉跡の精査を行う。
600Yでは炉跡、貯蔵穴を完掘し、遺構写真および図化作業を行った。また、55M調査
を開始する。

４月20日  32Yの遺物出土状況を写真撮影し、図化した後、取り上げを行った。取り上げ後、床面
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まで完掘し、住居跡全景の写真撮影、平面図作成を行う。600Y では貼床の精査を行
い、貼床の層を断面図に追加し、精査を終了する。

４月21日  32Yの掘り方を精査する。貼床の層を断面図に追加し、掘り方を完掘する。住居跡掘り
方全景の写真撮影を行う。55Mの精査。漸移層中であるため、平面を再度確認。600Y
に切られる暗褐色土範囲を当初、土坑として精査していたが、堆積状況、底面が安定し
ないことから倒木痕（倒木痕４）とした。

４月24日  32Y の掘り方平面図を作成し、精査を終了。32Yに切られる暗褐色土範囲を精査した
が、堆積状況、底面が安定しないことから倒木痕（倒木痕１）とした。55Mの精査。

４月25日  55Mのセクション断面の写真撮影、図化作業を行う。遺物の取り上げを行い、完掘す

撹乱

遺構

１Tr

２Tr

３Tr

４Tr

５Tr

納屋

物置

　第 60図　確認調査時の遺構分布（1／ 200）

第30表　西原大塚遺跡第211地点の発掘調査工程表
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　第 60図　確認調査時の遺構分布（1／ 200）
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第61図　遺構分布図（１／200）
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る。平面図を作成する。調査区西に位置する根切り溝を掘削する。
４月26日  55Mの完掘全景の写真撮影を行い、精査を終了する。根切溝を完掘し、平面図を作成

する。調査区内北側に漸移層が残っているため、北西側を中心に遺物包含層として漸移
層の精査を開始する。南北方向に基本土層面を設定し、掘り下げを行う。

４月27日  調査区内に南北方向のセクションベルトを設定し、漸移層を掘り下げる。漸移層内から
出土した遺物は出土位置を記録して、取り上げた。遺物の出土が少なくなった段階で、
セクションベルト際をトレンチ状に掘り下げ、土層の観察を行った。基本土層について
は、立川ロームⅨ層中位まで掘り下げた。写真撮影を行い、断面図で記録する。

４月28日  漸移層の調査。ソフトロームの層厚を確認するため、セクションベルトの両端をⅣ層上
面まで掘り下げた。セクション中央部の土層が乱れていることから、倒木痕（倒木痕
５）と判断した。セクション断面の写真撮影、図下作業を行い、倒木痕範囲を平面図で
記録する。本日で精査を終了する。

５月８日  埋め戻し作業を開始する。
５月９日  調査区内の単管、コンパネ板を撤去する。
５月10日  埋め戻しを終了し、本日で調査を終了する。

（３）基本層序
　本調査区の層序を確認するため、調査区南西に一か所（第62図：基本土層 A-A’）深掘りトレンチを
設定し、土層の記録を行った。確認した層位は立川ローム第Ⅱ層～第Ⅸ層までである。また、遺物包含
層の調査でも任意にベルトを設定し、立川ローム第Ⅱ層～第Ⅳ層まで確認した。
　第Ⅱ層はローム漸移層で、調査区全体に確認できた。第Ⅱ層内をさらに細分でき、Ⅱ a・Ⅱ b・Ⅱ c
とした。Ⅱ a層は調査区北側から南西側にかけて確認された（第71図）。
  基本層序　（第62・71図）

　第Ⅱ a層　褐色土（7.5YR4/3）。赤色スコリアを少量含む。黒色スコリアを含む。空隙やや多い。
　第Ⅱ b層　褐色土（10YR4/4）。赤色スコリアを少量含む。黒色スコリアを含む。空隙少ない。
　第Ⅱ c層　褐色土（10YR4/6）。赤色スコリア、黒色スコリアを含む。空隙少ない。

第62図　基本土層（１／30）
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　第Ⅲ層　 にぶい黄褐色土（10YR5/4）。赤色スコリア、黒色スコリアを含む。空隙多い。いわゆるソ
フトローム層である。全体的にくすんだ色調である。第Ⅲ層と第Ⅳ層の境が波状をなしてい
るため、層厚は一定していないが、22～38㎝もあり、厚い。

　第Ⅳ層　 明黄褐色土（10YR6/8）。赤色スコリアを多く含み、黒色スコリアをやや多く含む。白色粒
子を含む。空隙は少ない。いわゆるハードローム層である。第Ⅲ層と第Ⅳ層の境が波状を 
なしているため、層厚は一定しておらず、10～26cmである。

　第Ⅴ層　 黄褐色土（10YR 5/6）。赤色スコリアを含む。黒色スコリアを多く含む。空隙は少ない。立
川ローム層第Ⅰ黒色帯である。層厚は12～20㎝である。

　第Ⅵ層　 明黄褐色土（7.5YR5/6）。赤色スコリア、黒色スコリアを含む。白色粒子を少量含含む。空
隙は少ない。削ると、ややガリガリとした感触がある。いわゆるＡＴ包含層準であり、層厚
は８～12㎝である。

　第Ⅶ層　 にぶい褐色土（7.5YR5/4）。赤色スコリアを少量含む。黒色スコリアを含む。ややシルト質
である。空隙は少ない。立川ローム層第Ⅱ黒色帯上半部であり、層厚は20～30㎝である。

　第Ⅸ層　 褐色土（10YR4/4）。赤色スコリアを含み、黒色スコリア（径１～２㎜程度）をやや多く含
む。シルト質。空隙は非常に少ない。第Ⅹ層まで掘り下げていないため、層厚は不明。

第３節　検出された遺構・遺物

（１）概　要
　本地点からは、縄文時代の溝跡１本（55Ｍ）、弥生時代後期～古墳時代前期の住居跡２軒（32・600
Ｙ）、時期不明のピット６本（１～６Ｐ）が検出された。
　また、遺構として取り扱っていないが、本地点からは、倒木痕と思われる窪みが７箇所（倒木痕１～
７）、根切り溝１本を確認できた。倒木痕については、倒木痕１が32Ｙに切られ、倒木痕４が600Ｙに
切られていることが判明している。倒木痕内から出土した遺物も縄文土器であり、これらを考慮すると
縄文時代の所産であろう。根切り溝については、調査区南西側に敷地に沿って検出された。

（２）住居跡
32号住居跡
  遺　　構　（第63図）

［位　　置］（Ｂ－１）グリッド。
［検出状況］倒木痕１を切る。住居跡南東部分の検出であり、住居跡西側が西原特定土地区画整理事業
に伴う第１地点（以下区画整理第１地点）、住居跡東側が第169地点で調査されている。ここでは各調
査地点の調査成果を統合して報告する。
［構　　造］平面形：隅丸長方形。規模：長軸5.97m／短軸5.22m／確認面から床面までの深さ42～60
㎝。壁：70°前後で直線的に立ち上がる。長軸方位：Ｎ－50°―Ｅ。壁溝：検出されなかった。床面：
平坦だが、中央付近にかけてやや窪む。硬化面は住居跡西側（第169地点）と南側の周縁部に部分的に
検出した。貼床は６～16㎝の厚さで施されていた。掘り方は壁際を残して、中央部を掘り窪んだ形状
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第63図　32号住居跡（1／60）
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第64図　32号住居跡遺物出土状態（1／60）
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である。炉跡：住居跡中央やや北寄りに検出した。地床炉である。掘り込みは長軸77㎝／短軸不明／
深さ７㎝。被熱範囲は長軸47㎝／短軸不明／深さ２㎝まで及んでいた。貯蔵穴：住居跡南西隅で検出
された。貯蔵穴の両側にロームを貼った高まりを２か所に検出した。繋がってはいないが、貯蔵穴付近
であることから凸堤と判断した。凸堤の高さは６～８㎝。柱穴：第169地点、第211地点では検出され
なかった。区画整理第１地点の調査で住居跡西隅に１本（床面からの深さ19㎝）確認されている。入
口施設：検出されなかった。その他：住居跡南隅に赤色砂利層が確認された。検出範囲は広く、貯蔵
穴、凸堤と重なっている。
［覆　　土］セクションＣ－Ｃ ’では、上層（２～５・７～13・16～21・23層）は黒褐色土や明茶褐色
土を基調とした覆土で、住居外側から流れ込む様な堆積をしていることから自然堆積土と考えられる。
22層はロームブロック等を含む暗黄褐色土で床面直上に平坦に堆積する。この状況はセクション A－
A’ の16層と共通する。上層と22層との層界は波状をなす。また、６・14・15層も上層と波状の層界を
呈し、ブロック状に堆積する。６・14・15・22層は自然堆積とは異なる堆積の仕方であったと推測さ
れる。26～30層は赤色砂利を比較的多く含む層である。貯蔵穴の覆土（Ｅ―Ｅ ’）の上層に炭化物・炭
化材がわずかに含まれる。
［遺　　物］覆土上層および床面付近から高坏・壷・台付甕形土器が出土した。
［時　　期］弥生時代後期末葉～古墳時代初頭。
［所　　見］第169地点と同様に今回調査でも床面上から炭化材が出土したことから、焼失住居を肯定
するものである。また、６・14・15・22層の堆積状況と炭化材が床面直上から安定して検出されるこ
とを考慮すると、土葺屋根の崩落の可能性も考えられようか。

第65図　32号住居跡出土遺物 1 （1／3）
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第66図　32号住居跡出土遺物 2 （1／4・1／3）
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挿図番号
図版番号 器 種 法量

（㎝） 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第65図1
図版23-1 壷 高 [2.2]

厚 0.6

幅狭の複合口縁／外面にハケ目
調整後、複合部の貼り付け／内
面上端にハケ目調整後、端末結
節のある LR単節斜縄文／口唇
部上端に単節斜縄文／外面・口
唇部に赤彩、内面上端に径1㎝
の円形赤彩文、S字状結節文以
下は全面赤彩

胎土は淡黄
褐色を基調

砂粒を含む 内面:上端に横方向のハケ目
調整、以下はヘラナデ調整
／外面:縦方向のハケ目調整
／複合口縁:横方向のハケ目
調整

区画整理第１
地点調査範囲
／覆土中

口縁部

第65図2
図版23-2 壷 厚 0.4

外面に LR単節斜縄文、自縄結
節文で区画／縄文施文範囲に薄
い赤彩、S字状結節文以下は濃
い赤彩

胎土は淡い
黄褐色を基
調

細礫・白色粒
子・橙褐色粒
子を含む

内面:ヘラナデ調整・指頭押
捺痕あり／外面 :S 字状結節
文以下に横方向のヘラ磨き
調整

第169地点調査
範囲／住居跡
中央より北側
の覆土中

胴部破片

第65図3
図版23-3 壷 厚 0.9

胴部中位でやや屈曲し、粘土紐
接合部がやや肥大する

胎土は淡黄
褐色を基調

細礫・白色粒
子・橙褐色粒
子を含む

内面 : 横方向のヘラナデ調
整・指頭押捺痕が残る／外
面 : 縦方向のハケ目調整後、
縦方向にヘラ磨き調整

第169地点調査
範囲／住居跡
中央より北東
側の覆土中

胴部破片

第65図4
図版23-4 甕 厚 0.3

ハケ目調整後、口唇部にハケ状
工具の端部による刻み目

胎土は暗黄
褐色を基調

細礫・白色粒
子・橙褐色粒
子を含む

内面:横方向のハケ目調整／
外面 : 縦方向のハケ目調整

第169地点調査
範囲／住居跡
中央より北東
側の覆土中

口縁部～
頸部破片

第65図5
図版23-5 甕 厚 0.9

第66図13と接合 胎土は淡い
黄褐色を基
調

砂粒・橙色粒
子・黒色粒子
を含む

内面:横方向のハケナデ調整
／外面:頸部に縦方向のハケ
目調整・胴部に横、斜位の
ハケ目調整

区画整理第１
地点調査範囲
／覆土中

頸部～胴
部破片

第65図6
図版23-6 甕 厚 0.6

頸部が屈曲する 胎土は浅黄
橙色を基調

細礫・白色粒
子・橙色粒
子・黒色粒子
を含む

内面:横方向のハケナデ調整
／外面:斜め上方向のハケ目
調整

第169地点調査
範囲／住居跡
北西隅の覆土
中

頸部破片

第65図7
図版23-7 甕 厚 0.6

胴部がやや膨らみを呈する 胎土は淡橙
色を基調

細礫・橙色粒
子・黒色粒子
を含む

内外面:横方向のハケ目調整 第169地点調査
範囲／住居跡
北西隅の覆土
中

胴部破片

第65図8
図版23-8 甕 厚 0.8

ほぼ直立する 胎土はにぶ
い橙色を基
調

細礫・橙色粒
子を多く含む

内面:縦方向のナデ調整／外
面 : 縦方向のハケ目調整後、
横方向のナデ調整

第169地点調査
範囲／住居跡
北西側の覆土
中

胴部破片

第65図9
図版23-9 甕  厚 0.4

胴部がやや膨らみを呈する 胎土はにぶ
い赤褐色を
基調

細礫・赤色粒
子を含む

内面:横方向のヘラナデ調整
／外面:縦方向のハケ目調整

区画整理第１
地点調査範囲
／覆土中

胴部破片

第65図10
図版23-10 甕 厚 0.5

胴部がやや膨らみを呈する／内
外面が黒く煤けている

断面も煤け
ているため
不明

細礫を少量含
む／赤色粒子
を含む

内面:横方向のヘラナデ調整
／外面:横・斜め方向のハケ
目調整

第169地点調査
範囲／住居跡
北側の覆土中

胴部破片

第65図11
図版23-11 甕 厚 0.5

台付甕／僅かに内湾して立ち上
がる／底部面取り

胎土はにぶ
い赤褐色を
基調

砂粒・白色粒
子・橙色粒子
を含む

内面:横方向のヘラナデ調整
／外面:横方向のハケ目調整
／底部 : ハケ目調整

区画整理第１
地点調査範囲
／覆土中

脚部破片

第66図12
図版23-12 甕

高 [17.1]
口14.6
脚部径8.4

台付甕／口縁部が外反／胴部は
若干膨らみを呈する／脚台部は
「ハ」の字状を呈する／底端部
は平坦で内側に粘土がはみ出る

胎土はにぶ
い橫橙色を
基調

細礫を微量含
む／砂粒・白
色粒子を含む

内面:口縁部・脚部に横ハケ
目調整、胴部には粗い横ハ
ケ目調整／外面:口縁部に横
ハケ目調整、胴部・脚部に
縦ハケ目調整／口唇部・底
端部にハケ目調整で面取り

第211地点調査
範囲／住居跡
南西貯蔵穴付
近の床上

ほぼ完形
／口縁部
一部欠

第66図13
図版23-13 甕 高 [17.3]

口19.8

台付甕／口唇端部は面取りさ
れ、その後刻み目が施される／
頸部は屈曲し、口縁部は外反す
る／胴部が膨らみ、最大径は胴
部中位／器面外側、内側底部が
黒く煤けている

胎土は淡い
黄褐色を基
調

砂粒・橙色粒
子・黒色粒子
を含む

内面 : 横方向のハケ目調整、
ヘラナデ調整／外面：頸部
に縦方向のヘラナデ調整・
胴部に横、斜位のハケ目調
整

第169地点調査
範囲・第211地
点調査範囲／
住居跡南西赤
砂利層付近の
覆土中

口縁部～
胴部下半

第31表　32号住居跡出土土器一覧（１）
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挿図番号
図版番号 器 種 法量

（㎝） 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

第66図14
図版23ｰ14 甕 厚 0.7

胴部が若干膨らみを呈する／胴
部下部がやや屈曲する

胎土は淡い
橙色を基調

砂粒・赤褐色
粒子を含む

内面:粗い横ハケ目調整／外
面:横ハケ目調整、胴部下部
にヘラ磨き調整

第169地点調査
範囲および第
211地点調査範
囲／住居跡内
に散在／覆土
～床上

胴部下半

第66図15
図版23ｰ15 甕 厚 0.5

台付甕／脚台部から胴部下半は
屈曲する／内外面が黒く煤けて
いる

胎土は灰白
色を基調

細礫を微量含
む／砂粒を含
む／赤色粒子
を多量含む

内面 : 粗いハケ目調整／外
面 : 縦ハケ目調整

第211地点調査
範囲／住居跡
南西突帯付近
／床面上

胴部下半
～脚台部
破片

第66図16
図版23ｰ16 高坏 厚 0.4

湾曲がない平坦な底部 胎土はにぶ
い橙色を基
調

細礫を少量含
む／砂粒・白
色粒子・赤色
粒子を含む

外面:ハケ目調整後、磨き調
整／底面:ハケ目調整／底端
部：ハケ目調整で面取り

第211地点調査
範囲／住居跡
中央付近／覆
土中

底部破片

第66図17
図版23ｰ17 壷 厚 0.3

櫛描横線文と櫛描波状文を肩部
から胴部へ交互に施文／櫛描横
線文は上から４条以上、７条、
９条一単位／櫛描波状文は上か
ら７条、９条一単位／橫線文以
下は赤彩

胎土はにぶ
い橙色を基
調

細礫・砂粒・
白色粒子・赤
色粒子を含む

内面 : ヘラナデ調整／外面 :
赤彩部にヘラ磨き調整

第211地点調査
範囲／住居跡
中央やや東／
覆土中

肩部～胴
部破片

第66図18
図版23ｰ18 壷 厚 0.4

胴部全面に赤彩 胎土はにぶ
い橙色を基
調

細礫・砂粒・
白色粒子・赤
色粒子を含む

内面 : ハケ目調整／外面 : 赤
彩部にヘラ磨き調整

第211地点調査
範囲／住居跡
中央やや東／
覆土中

胴部破片

第66図19
図版23ｰ19 壷 厚 0.6 

端末結節のあるRl無節斜縄文を
施文／ S字状結節文以下は赤彩

胎土はにぶ
い黄褐色を
基調

細礫・白色粒
子を少量含む
／砂粒・赤色
粒子を含む

内面:剥落しているため不明
／外面:赤彩部にヘラ磨き調
整

第211地点調査
範囲／住居跡
中央／覆土中 胴部破片

第66図20
図版23ｰ20 壷 厚 0.8

若干膨らみをもつ胴部／上部破
断面に輪積痕

胎土は淡黄
橙色を基調

砂粒をやや多
く含む／橙色
粒子を含む

内面 : 横方向のハケ目調整、
指頭押捺痕が残る／縦方向
のハケ目調整後、ヘラ磨き
調整

第211地点調査
範囲／住居跡
中央やや東／
覆土中

胴部破片

第66図21
図版23ｰ21 高坏 厚 0.5

底部からわずかに湾曲しながら
立ち上がる

胎土は橙色 細礫・黒色土
粒子を含む／
赤色粒子をや
や多く含む

内外面 : ヘラ磨き調整 第211地点調査
範囲／住居跡
中央やや東／
覆土中

胴部下半
破片

第66図22
図版23ｰ22 壷 厚 1.2

平底／底部から外反して立ち上
がる

胎土はにぶ
い橙色を基
調

細礫・赤色粒
子・橙色粒子
を含む

内面:横方向のハケ目調整／
外面:縦方向のハケ目調整／
底部 : ハケ目調整

第211地点調査
範囲／住居跡
南西／覆土中

底部～胴
部下半破
片

第66図23
図版23ｰ23 甕 厚 0.3

口縁部は外反／頸部は「く」の
字に屈曲／口唇端部に刻み目

胎土はにぶ
い橙色を基
調

砂粒・細礫・
橙色粒子を含
む

内面 : 横ハケ目調整／外面 :
口縁部は縦ハケ目調整、胴
部にかけて横ハケ目調整

第211地点調査
範囲／住居跡
中央／覆土中

口縁部～
胴部破片

第66図24
図版23ｰ24 甕 厚 0.6

口縁部がやや外反して立ち上が
る

胎土は橙色
を基調

細礫を少量含
む／橙色粒子
を含む

内外面 : 横ハケ目調整 第211地点調査
範囲／貯蔵穴
覆土内出土

口縁部破
片

第66図25
図版23ｰ25 甕 厚 0.6

内面下部が黒く煤けている 胎土は灰黄
褐色を基調

砂粒・細礫・
橙色粒子を含
む

内外面 : 横ハケ目調整 第211地点調査
範囲／住居跡
南突帯上

胴部破片

第66図26
図版23ｰ26 甕 厚 0.6

上側破断面に輪積痕あり／内面
全面が黒く煤けている

胎土は橙褐
色を基調

砂粒・細礫・
橙色粒子を含
む

内外面 : 横ハケ目調整 第211地点調査
範囲／住居跡
南隅／床上

胴部破片

第66図27
図版23ｰ27 甕 厚 0.6

外反しながら立ち上がり、輪積
部分で若干屈曲する

胎土は橙色
を基調

砂粒を含む／
橙色粒子をや
や多く含む

内面 : 横ハケ目調整／外面 :
縦ハケ目調整

第211地点調査
範囲／炉付近
／床直上

胴部破片

第31表　32号住居跡出土土器一覧（２）
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  遺　　物　（第65・66図１～27、図版23－１～27、第31表）

　１～11は既報告資料であり、今回の調査で出土した遺物は12～27である。１・17は壷形土器、16
は高坏形土器の脚部、11は甕形土器の底部、２～10、12～15・18～27は台付甕形土器である。

600号住居跡
  遺　　構　（第67図）

［位　　置］（Ｂ－２）グリッド。
［検出状況］住居跡全面を検出したが、部分的に撹乱が大きく入り込んでいる。倒木痕４を切る。
［構　　造］平面形：隅丸方形。規模：長軸3,68m／短軸３.58m／確認面から床面までの深さ18～30
㎝。壁：70°程度で立ち上がる。長軸方位：Ｎ―50°―Ｅ。壁溝：全周する。上幅９～14㎝／下幅４～
６㎝／深さ２～６㎝。床面：中央右の一部分に硬化面を検出した。掘り方は壁際が浅く、中央にかけて
深く掘り込まれており、最大９㎝程度の厚さで貼床が施されていた。炉跡：住居跡中央北東側で検出し
た。地床炉である。一部撹乱で壊されている。長軸57㎝／短軸不明／深さ６㎝。被熱の痕跡は長軸27
㎝／短軸推定21㎝／深さ２㎝程度に及んでいた。貯蔵穴：住居跡南隅で検出された。楕円形。長軸72
㎝短軸36㎝／深さ20㎝に及んでいた。貯蔵穴長軸に平行して凸堤が確認された。凸堤の高さは３㎝で
あった。柱穴：検出されなかった。入口施設：住居跡南西側でピットを１本検出した。壁溝側で50°程
度で立ち上がる。検出位置、立ち上がり角度から入口ピットと考えられる。その他：住居跡南東隅に赤
色砂利層が確認された。検出範囲は広く、貯蔵穴、凸堤と重なっている。
［覆　　土］床面付近を除き、暗褐色～極褐色土を基調とする覆土が自然堆積を呈している。床面直上
にロームブロックを含む、しまりが強い暗黄褐色土が堆積している。
［遺　　物］出土した遺物は少なく、破片のみである。第71図２は32号住居跡出土の小破片と接合し
た。７は貯蔵穴内からの出土である。
［時　　期］弥生時代後期末葉～古墳時代初頭。
［所　　見］赤色砂利層には小砂利や粒径５～37㎜程度の小礫、土器の小破片が含まれる。小礫の形状は
円礫～亜角礫で、石材は砂岩、チャート、頁岩、軽石である。また、貯蔵穴の覆土上層にも小砂利や粒径
５～44㎜程度の小礫、土器の小破片が含まれており、赤色砂利層が貯蔵穴内に流れ込んだ可能性がある。
  遺　　物　（第68図１～８、図版24－１－１～８、第32表）

　１・２は壷形土器、３～８は甕形土器である。

（３）溝　跡
55号溝跡
 遺　　構　（第69図）

［位　　置］（Ａ・Ｂ－１・２）グリッド。
［検出状況］全体の一部を検出し、調査区東西方向に延びる。倒木痕５・６を切る。６Ｐに切られる。
［構　　造］規模：最大長12.96ｍ／上幅84～141㎝／下幅60～108㎝／深さ13～26㎝。溝底はおおむ
ね逆台形である。壁の立ち上がりは50～60°。走向方位：Ｎ－35°－Ｅ。
［覆　　土］暗褐色土～暗茶褐色土を基調とする覆土である。堆積状況は両側から斜めに覆土が入り込
んでおり、自然堆積と考えられる。
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第67図　600号住居跡（１／60）
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第68図　600号住居跡出土遺物（1／3）

挿図番号
図版番号 器 種 法量

（㎝） 特　　　徴 色　調 胎　土 調　  　整 出土位置 遺存度

図版24-1-1 壷 厚 1.1

複合口縁／口縁部に LR単節斜
縄文と RL単節斜縄文を施し、
羽状を呈する／LRとRLの境に
S字状結節文／口縁部下部にハ
ケ状工具の端部による刻み／棒
状貼付文を２本以上貼り付け

胎土は暗赤
褐色を基調

砂粒・橙色粒
子を含む

内面 :ヘラナデ調整／外面 :
頸部にヘラナデ調整／口唇
部 : ハケ目調整で面取り

住居跡北東隅、
覆土中

口縁部破
片

第68図2
図版24-1-2 壷 厚 0.5

櫛描横線文と櫛描波状文を肩部
から胴部へ交互に施文／櫛描横
線文は上から３条以上、７条、
９条一単位／櫛描波状文は上か
ら７条、９条一単位／橫線文以
下は赤彩

胎土はにぶ
い橙色を基
調

砂粒・細礫・
白色粒子・赤
色粒子を含む

内面 :ヘラナデ調整／外面 :
赤彩部にヘラ磨き調整

住居跡中央北
側の覆土中／
32号住居跡覆
土中出土の破
片と住居間接
合

胴部破片

第68図3
図版24-1-3 甕 厚 0.4

口縁部が外反／ハケ目調整後、
口唇部に棒状工具による刻み目

胎土は淡橙
褐色を基調

砂粒・細礫・
白色粒子を少
量含む

内面 : 横方向のハケ目調整
／外面 : 縦方向のハケ目調
整

住居跡東側の
覆土中 口縁部破

片

第68図4
図版24-1-4 甕 厚 0.4

頸部がゆるやかに屈曲する 胎土はにぶ
い黄褐色を
基調

砂粒を含む 内面 : 横ハケ目調整、頸部
～胴部にかけてヘラナデ調
整／外面 : 頸部は縦ハケ目
調整、胴部は横ハケ目調整

住居跡北西隅
の覆土中 頸部～胴

部破片

第68図5
図版24-1-5 甕 厚 0.6

胴部がやや膨らみを呈する 胎土は橙色
を基調

砂粒・細礫・
赤色粒子を含
む

内面 : 粗い横ハケ目調整／
外面 : 横ハケ目調整

住居跡中央や
や北の覆土中 胴部破片

第68図6
図版24-1-6 甕 厚 0.5

胴部がやや膨らみを呈する 胎土は浅黄
橙色を基調

砂粒・細礫を
含む／橙色粒
子を多く含む

内面 :横ハケ目調整／外面 :
縦ハケ目調整

住居跡南東隅
の覆土中 胴部破片

第68図7
図版24-1-7 甕 厚 0.5

胴部がやや膨らみを呈する 胎土は暗橙
色を基調

細礫を含む／
橙色粒子を多
く含む

内面 : 粗い横ハケ目調整／
外面 : 横ハケ目調整

貯蔵穴内の覆
土中 胴部破片

第68図8
図版24-1-8 壷 厚 0.6

胴部がやや膨らみを呈する 胎土は淡い
橙色を基調

黒色粒子を含
む／橙色粒子
を多く含む

内面 : ヘラナデ調整、指頭
押捺痕が残る／外面 : 縦ハ
ケ目調整後、ヘラ磨き調整

住居跡の覆土
中 胴部破片

第32表　600号住居跡出土土器一覧
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第69図　55号溝跡（１／60）・出土遺物（1／3）
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［遺　　物］縄文土器が10点出土した。いずれも小破片であり、そのうち３点を図示した。
［時　　期］出土遺物及び覆土の状況から縄文時代と思われる。
  遺　　物　（第69図１～３、図版24－２－１～３、第33表）

　１～３は胴部片である。１は前期後葉・浮島式土器と思われる。２は中期中葉・阿玉台式土器、３は
後期前葉か。

（４）ピット（第70図）
　１Ｐは（Ｂ－２）グリッドで検出され、倒木痕５を切る。規模は長軸39cm ／短軸34cm ／深さ51
㎝。時期不明。覆土の観察から中世以降の所産か。

第70図　ピット（１／60）

挿図番号
図版番号

器種
種別

部位
遺存状態

法量
（㎝） 器　形・形　態 文　　様・特　　徴 胎　土 時　期

型　式
出土遺構
出土位置

第69図1
図版24-2-1 深鉢 胴部

破片 厚 0.8
僅かに外傾 外削り半截竹管状工具による刺突

文列／刺突文列は右斜め上方向と
左斜め上方向

にぶい褐／砂粒・
礫・雲母少量

前期後葉
浮島？

南西端から北
側の覆土中
（溝底上7㎝）

第69図2
図版24-2-2 深鉢 胴部

破片 厚 0.8
ほぼ垂直に立ち
上がる

隆帯による区画文／区画文内にボ
タン状貼付文／隆帯区画内側に結
節沈線文が沿う

にぶい褐／砂粒・
礫・少量、雲母末
中量、石英片多量

中期中葉
阿玉台Ⅰ b
式

北東端から南
寄りの覆土中
（溝底上15㎝）

第69図3
図版24-2-3 深鉢 胴部

破片 厚 0.9
僅かに外傾 無文／外面にミガキ 明赤褐／砂粒中量、

礫極少量、雲母末
中量

後期前葉 南西端の覆土
中（溝底上7
㎝）

第33表　55号溝跡出土土器一覧
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　２Pは（A－２）グリッドで検出された。規模は長軸42㎝／短軸30㎝／深さ27㎝。時期不明。覆土
の観察から縄文時代の所産か。
　３Ｐは（Ｂ－３）グリッドで検出された。規模は長軸66㎝／短軸60㎝／深さ21㎝。時期不明。覆土
の観察から縄文時代の所産か。
　４Ｐは（Ｂ－３）グリッドで検出された。規模は長軸45㎝／短軸39㎝／深さ33㎝。時期不明。覆土
の観察から中世以降の所産か。
　５Ｐは（Ｂ－３）グリッドで検出された。規模は長軸39㎝／短軸39㎝／深さ21㎝。底面に一部、柱
根と思われる硬化面を検出。時期不明。覆土の観察から中世以降の所産か。
　６Ｐは（A－２）グリッドで検出された。55号溝を切る。規模は長軸33㎝／短軸30㎝／深さ45㎝。
時期不明。覆土の観察から中世以降の所産か。

（５）遺物包含層
  概　　要    （第71図）

　本調査では立川ローム第Ⅱ層（ローム漸移層）が厚く堆積しているため、遺物包含層として精査を
行った。遺物包含層から出土した遺物は位置記録を行わなかったものも含め、縄文土器43点、石器４
点であった。遺物出土状況としては、遺物の集中域は確認されず、散漫な分布状況である。
  遺　　物　（第72図、図版24－３、第34表）

［土　　器］（第72図１～21、図版24－３－１～21、第34表）
　21点を図示した。１～４は前期後葉の土器で、１・２は諸磯 b式土器、３・４は浮島式土器である。
５～15は中期中葉の阿玉台式土器。５～７は阿玉台Ⅰ b式と考えられる。16～19は中期中葉の勝坂式
土器である。20・21は無文土器で、中期中葉～後葉と思われる。
［石　　器］（第72図22～24、図版24－３－22～24、第36表）
　３点を図示した。22は剥片、23・24は敲石で、いずれも敲打痕を持つ。

（６）倒木痕
  概　　要    （第71図）

　今回の調査では、倒木痕が７箇所検出された。倒木痕の中には遺構との新旧関係が判明しており、倒
木痕１は32Ｙより古く、倒木痕４は600Ｙより古く、倒木痕５・６は55Mより古い。また、倒木痕内
の出土遺物は縄文土器であり、倒木後の埋没過程で入り込んだものと考えられる。遺構との新旧関係や
出土遺物から、弥生時代以前の倒木痕と推測される。遺構に切られており、時期が推測できる倒木痕は
稀な事例であるため、ここで紹介することとした。以下、倒木痕ごとに出土遺物を提示する。
  遺　　物　（第73図、図版25－１、第35・36表）

［土　　器］（第73図、図版25－１、第35表）
　倒木痕１の１・２は中期中葉の阿玉台式土器である。倒木痕２の１は中期前葉の五領ヶ台式土器か、
２・３は前期後葉の諸磯ｃ式土器、４は前期後葉の浮島式土器か。倒木痕５の１は中期中葉の阿玉台式
土器、２・３は中期中葉の勝坂式土器である。倒木痕６の１は中期中葉の勝坂式土器である。
［石　　器］（第73図、図版25－１、第36表）
　倒木痕５の４は打製石斧である。
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第71図　遺物包含層遺物出土状態（１／100）
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第72図　遺物包含層出土遺物（1／3）

第73図　倒木痕出土遺物（1／3）



第３節　検出された遺構・遺物

－ 133 －

挿図番号
図版番号

器種
種別

部位
遺存状態

法量
（㎝） 器　形・形　態 文　　様・特　　徴 胎　土 時　期

型　式
出土遺構
出土位置

第72図１
図版24-3-1 深鉢 胴部

破片 厚 0.9
やや外傾／破片
上位で僅かに屈
曲

外面に横方向の集合沈線文／内面に横
方向の粗い調整

にぶい褐／砂粒・雲
母中量、白色粒子少
量

前期後葉
諸磯 b式 (B-3)G

第72図2
図版24-3-2 深鉢 胴部

破片 厚 0.9 僅かに外傾 地文は単節 LR横位施文／無節 Rl を横
位に押圧施文

橙／砂粒・小礫・赤
色粒・雲母末中量

前期後葉
諸磯 b式 (B-2)G

第72図3
図版24-3-3 深鉢 胴部

破片 厚 0.8
僅かに外傾 肋のある貝を用いた波状貝殻文を左か

ら右へ施文
橙／砂粒・赤色粒・
雲母末少量、小礫中
量

前期後葉
浮島式 (B-2)G

第72図4
図版24-3-4 深鉢 胴部

破片 厚 0.7
やや外傾 肋のある貝を用いた波状貝殻文を右か

ら左へ施文
橙／砂粒少量、赤色
粒・雲母末微量、小
礫中量

前期後葉
浮島式 (B-2)G

第72図5
図版24-3-5 深鉢 口縁部把手

破片 厚 1.3
橋状把手 把手上に断面三角形の隆帯をＳ字状に

貼り付け
にぶい赤褐色／砂
粒・礫少量、雲母末
極多量、石英片中量

中期中葉
阿玉台Ⅰ b式 (B-2)G

第72図6
図版24-3-6 深鉢 口縁部

破片 厚 1.0

内湾する口縁部
／やや肥厚して
外傾する口唇部

花弁状に開く突起／突起内に角押文を
１周させ、外縁に刺突文／突起下に逆
Ｃ字状の断面三角形隆帯を貼り付け／
口縁部に隆帯による区画文／隆帯脇に
竹管状工具による刺突文が１列沿う

にぶい橙／砂粒、礫
少量・雲母末極多
量・石英片中量 中期中葉

阿玉台Ⅰ b式 (B-2)G

第72図7
図版24-3-7 深鉢 胴部

破片 厚 1.2
やや外傾 隆帯に沿って単列の角押文と波状沈線

文／区画文内側に角押文
にぶい赤褐／砂粒微
量、小礫・雲母末中
量

中期中葉
阿玉台Ⅰ b式

包７
(B-2)G

第72図8
図版24-3-8 深鉢 胴部

破片 厚 1.2 
外傾 棒状工具による押捺のある断面三角形

隆帯／隆帯脇をナデ調整
にぶい褐／砂粒微
量、小礫多量、雲母
末極多量

中期中葉
阿玉台式 (B-1)G

第72図9
図版24-3-9 深鉢 胴部

破片 厚 0.9 僅かに外傾 断面三角形の隆帯に沿って波状沈線文 灰褐／砂粒・礫微
量、雲母末中量

中期中葉
阿玉台Ⅰ式

包11
(A-2)G

第72図10
図版24-3-10 深鉢 胴部

破片 厚 0.9
やや外傾 断面三角形の隆帯に沿って幅広の沈線

文／ヒダ状圧痕文／内面：調整痕あり
にぶい赤褐／砂粒・
小礫微量、雲母末少
量

中期中葉
阿玉台式 (B-1)G

第72図11
図版24-3-11 深鉢 胴部

破片 厚 0.7
やや外傾 ヒダ状圧痕文 明赤褐／砂粒微量、

小礫少量、雲母末中
量

中期中葉
阿玉台式 (B-3)G

第72図12
図版24-3-12 深鉢 胴部

破片 厚 0.8 やや外傾 ヒダ状圧痕文／波状沈線文 灰褐／砂粒・小礫微
量、雲母末中量

中期中葉
阿玉台式 (B-2)G

第23図13
図版24-3-13 深鉢 胴部

破片 厚 1.0
僅かに外反 ヒダ状圧痕文 にぶい橙／砂粒微

量、小礫多量、雲母
末極多量

中期中葉
阿玉台式 (B-3)G

第72図14
図版24-3-14 深鉢 胴部

破片 厚 0.9 やや外傾 無文 橙／砂粒中量、小礫
微量、雲母末小量

中期中葉
阿玉台式 (B-2)G

第72図15
図版24-3-15 深鉢 底部

破片 厚1.6
平底／垂直に立
ち上がる胴部

無文 橙／砂粒・小礫微
量、雲母末中量、石
英片微量

中期中葉
阿玉台式 (B-1)G

第73図16
図版24-3-16 深鉢 口縁部

破片 厚0.8 直立する口縁部／口縁部肥厚
無文／内外面にミガキ 明赤褐／砂粒・小礫

微量、雲母末少量
中期中葉
勝坂式 (B-2)G

第72図17
図版24-3-17 浅鉢 口縁部

～胴部破片 厚1.0
胴部から口縁部
にかけて「く」
の字に屈曲

口縁部：半截竹管状工具による交互刺
突文、２列の押圧文／胴部：無文

橙／砂粒・雲母末少
量 中期中葉

勝坂式 (B-2)G

第72図18
図版24-3-18 深鉢 胴部

破片 厚1.1

ほぼ垂直に立ち
上がる

押圧文のある断面台形の隆帯で区画文
／隆帯脇に幅広爪形文列と沈線文が沿
う／区画に沿って蓮華状文が施文され
る／区画外に半截竹管状工具の腹面引
きによる斜位の平行沈線列

橙／砂粒中量、礫微
量、雲母末少量 中期中葉

勝坂式 (B-2)G

第72図19
図版24-3-19 深鉢 胴部

破片 厚0.8

胴部下位で膨ら
み、屈曲しやや
窄まりながら立
ち上がる

隆帯による区画文／角押文列が隆帯脇
上位に２列、下位に１列沿う／隆帯脇
下位に角押文列を施した後、竹管状工
具による刺突列を角押文列に重ねて施
文／区画内に縦位に角押文列を施す

にぶい橙／砂粒中
量、雲母末少量 中期中葉

勝坂式 (B-3)G

第72図20
図版24-3-20 深鉢 胴部

破片 厚0.7
やや外傾 無文／外面にナデ調整痕あり にぶい赤褐／砂粒・

礫少量、石英片・雲
母末、片岩片微量

中期中葉 (B-3)G

第72図21
図版24-3-21 深鉢 胴部

破片 厚1.3 やや外傾 無文／内外面にミガキ 灰褐／砂粒・礫・雲
母末微量 中期後葉 (B-1)G

第34表　遺物包含層出土土器一覧
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（７）遺構外出土遺物
　ここでは、表土や撹乱から出土した遺物、そして遺構内であるが、明らかに他時期の混入品である遺
物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、遺構外出土遺物として扱う。
　今回、遺構外出土遺物としては、旧石器時代の石器、縄文時代の石器、縄文時代の土器、弥生時代後
期～古墳時代前期の土器、近世の遺物に分類する。

挿図番号
図版番号

器種
種別

部位
遺存状態

法量
（㎝） 器形・形態 文　　様・特　　徴 胎　土 時　期

型　式
出土遺構
出土位置

第73図1
図版25-1-1 深鉢 口縁部

破片 厚 1.0
胴部から口縁部
にかけて「く」
の字に屈曲

外面に結節沈線文／内面にＵ字状に結節沈線
文

橙／砂粒極少量、
礫少量、雲母末、
石英片多量

中期中葉
阿玉台Ⅰ b
式

倒木痕1

第73図2
図版25-1-2 深鉢 胴部

破片 厚 0.5 僅かに外傾 断面三角形の隆帯を横位に貼り付け にぶい橙／砂粒少
量、雲母末中量

中期前半
阿玉台式 倒木痕1

第73図1
図版25-1-1 深鉢 口縁部～

胴部破片 厚 1.4
やや外反 口唇部から口縁部にかけて左斜位の沈線文／

口縁部下位に三角文／結節文で胴部と口縁部
を区画し、胴部に単節ＬＲ横位施文

橙／砂粒・赤色
粒・雲母末少量、
小礫、石英片中量

中期前葉
五領ヶ台？ 倒木痕2

第73図2
図版25-1-2 深鉢 胴部

破片 厚 0.9

やや外傾 半截竹管状工具による集合沈線文を横位、縦
位に施文

灰黄褐／砂粒、小
礫少量、雲母末、
チャート片、石英
片微量

前期後葉
諸磯Ｃ 倒木痕2

第73図3
図版25-1-3 深鉢 胴部

破片 厚 0.8 わずかに傾く 半截竹管状工具の腹面引きによる集合沈線文
を縦位に施文

にぶい橙／砂粒、
小礫・石英片微量

前期後葉
諸磯Ｃ 倒木痕2

第73図4
図版25-1-4 深鉢 胴部

破片 厚 0.9 やや外傾 貝殻文か？ 褐／砂粒・石英片
少量、赤色粒少量 浮島式？ 倒木痕2

第73図1
図版25-1-1 深鉢 口縁部

破片 厚 1.0

やや外傾する口
縁部

内面：口唇直下に沈線文と刺突文／外面：口
唇直下に竹管状工具による横引き沈線文と沈
線に沿って連続刺突文。隆帯に棒状工具の押
捺と刺突を交互に施文／口唇：竹管状工具に
よる連続刺突文と棒状工具による押捺

にぶい褐／砂粒・
小礫・雲母中量 中期中葉

阿玉台式 倒木痕５

第73図2
図版25-1-2 深鉢 口縁部

破片 厚 0.8 直立する口縁部 沈線と押圧文による区画文／区画文下に隆帯 褐灰／砂粒少量、
小礫微量

中期中葉
勝坂式 倒木痕５

第73図3
図版25-1-3 深鉢 胴部

破片 厚 1.0

ほぼ垂直に立ち
上がる

橫位の隆帯で文様帯を三段に分ける／上位文
様帯：２本の平行沈線による区画文／中位文
様帯：縦位の結節沈線文列と縦位の沈線文
列。結節沈線文、沈線文の間に刺突文が施文
される／下位文様帯：２列の結節沈線文によ
る楕円形区画文／隆帯脇に沈線が沿う

褐／砂粒少量、小
礫微量、雲母末少
量 中期中葉

勝坂式 倒木痕５

第73図1
図版25-1-1 深鉢 胴部

破片 厚0.6
ほぼ垂直に立ち
上がる

上位に角押文３列で区画文／角押文列は上か
ら波状、直線状、波状を呈する／区画内に竹
管状工具による刺突文を充填

にぶい橙／砂粒中
量、雲母末微量 中期中葉

勝坂式 倒木痕６

第35表　倒木痕出土土器一覧

挿図番号
図版番号 出土位置 器  種 石　材 長さ 幅 厚さ 重量 特　　徴

第72図22
図版24-3-22 （B-2）G 剥片 砂岩 47.8  37.2  10.5  17.7  打製石斧の調整剥片／複剥離打面／正面に原礫面を残す

第72図23
図版24-3-23 （B-1）G 敲石 砂岩 [76.6] 65.9  35.6  252.7  器体上半を欠損／正面、右側縁、下端面に敲打痕が認められる

第72図24
図版24-3-24 （A-2）G 敲石 ホルンフェルス [57.1] 54.8  42.5  169.7  器体上半を欠損／正面、下端面に敲打痕が認められる

第73図4
図版25-1-4 倒木痕５ 打製石斧 緑色片岩 [107.8] (56.4) 25.4  127.4  器体両端、左側縁を欠損／裏面に原礫面が残る

  （単位：mm, g）

第36表　遺物包含層・倒木痕出土石器一覧
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１．旧石器時代の石器（第74図１、図版25－２－１，第37表）
　１は黒曜石製のナイフ形石器である。左側縁に連続した二次加工が施される。

２．縄文時代の石器（第74図２、図版25－２－２，第37表）
　２は黒曜石製の石鏃である。先端に縦方向の剥離面が認められ、衝撃剥離痕と考えられる。

３．縄文時代の土器（第74図３～16、図版25－２－３～16、第38表）
　３は早期後葉の条痕文系土器と考えられる。４・５は前期後葉の浮島式土器。６は口唇部に押圧の刻
みが施されており、前期後葉～中期初頭の土器と思われる。７～12は中期中葉の阿玉台式土器で、

第74図　遺構外出土遺物（2／3・1／3）

挿図番号
図版番号 出土位置 器  種 石　材 長さ 幅 厚さ 重量 特　　徴

第74図1
図版25-2-1 遺構外 ナイフ形

石器 黒曜石 [23.3] (13.2) 5.0  1.4 
器体上半、右側縁を欠損／石刃素材／打面調整のある複剥離打面／左側
縁に二次加工／裏面右側縁上に折れ面から縦方向の剥離面あり／旧石器
時代

第74図2
図版25-2-2 600Y 石鏃 黒曜石 20.4  13.1  4.7  0.9 凹基無茎／完形／両面に先端から縦方向の剥離（衝撃剥離痕）が観察される／縄文時代

第37表　遺構外出土石器一覧
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挿図番号
図版番号

器種
種別

部位
遺存状態

法量
（㎝） 器　形・形　態 文　　様・特　　徴 胎　土 時　期

型　式
出土遺構
出土位置

第74図3
図版25-2-3 深鉢 胴部

破片 厚 0.6 やや外傾 肋のある貝を用いた貝殻条痕文 橙／砂粒中量、
雲母末少量

早期後葉
条痕文系？ 600Y

第74図4
図版25-2-4 深鉢 胴部

破片 厚 0.8 僅かに外傾 肋のある貝を用いた波状貝殻文を左か
ら右へロッキング施文

にぶい橙／砂
粒中量

前期後葉
浮島式 600Y

第74図5
図版25-2-5 深鉢 胴部

破片 厚 0.7 僅かに外傾 沈線による波状文？ 橙／砂粒・雲
母末少量

前期後葉
浮島式？ 600Y

第74図6
図版25-2-6 深鉢 口縁部

破片 厚 0.8
内湾する口縁部／
口唇部はやや肥厚

口唇部に棒状工具の押圧文 にぶい黄橙／
砂粒多量、石
英片微量

前期後葉～中
期前葉 600Y

第74図7
図版25-2-7 深鉢 胴部

破片 厚 0.9

Ｓ字状に屈曲する
胴部

貼り付け隆帯による楕円形区画／隆帯
区画内側に結節沈線文が沿う

明赤褐／砂粒
少 量、 礫 多
量・雲母末極
多量・石英片
中量

中期中葉
阿玉台Ⅰ b式 遺構外

第74図8
図版25-2-8 深鉢 胴部

破片 厚 1.1
僅かに外傾 橫位隆帯を貼り付け／橫位隆帯脇上部

に角押文が沿う／下部にＶ字状の隆帯
にぶい褐／砂
粒・小礫極少
量・雲母少量

中期中葉
阿玉台Ⅰ b式 遺構外

第74図9
図版25-2-9 深鉢 胴部

破片 厚 0.9

やや外傾 断面三角形の隆帯で区画文／隆帯脇に
２列の角押文列が沿う

にぶい橙／砂
粒・ 礫 少 量、
雲 母 末 中 量、
石英片中量

中期中葉
阿玉台Ⅱ式 遺構外

第74図10
図25-2-10 深鉢 胴部

破片 厚 0.7

やや外傾 断面三角形の微隆起線文 にぶい橙／砂
粒微量、小礫
少量、雲母末
中量、石英片
少量

中期中葉
阿玉台式 遺構外

第74図11
図版5-2-11 深鉢 胴部

破片 厚 0.8
やや外傾 ヒダ状圧痕文 にぶい橙／砂

粒少量、雲母
末中量

中期中葉
阿玉台式 600Y

第74図12
図版25-2-12 深鉢 胴部

破片 厚 0.8
内湾しつつ、僅か
に外傾

角押文 褐灰／砂粒多
量、雲母末多
量

中期中葉
阿玉台式 撹乱

第74図13
図版25-2-13 深鉢 胴部

破片 厚 0.7
ほぼ垂直に立ち上
がる

断面台形の押圧文のある隆帯で区画文
／隆帯脇に半截竹管状工具による結節
沈線文が沿う

赤褐／砂粒中
量、石英片微
量

中期中葉
勝坂式 600Y

第74図14
図版25-2-14 深鉢 胴部

破片 厚 1.2
やや外傾 地文に単節RLを縦位施文／沈線が垂下

／沈線脇は地文磨り消し／内面ナデ調
整顕著

にぶい橙／砂
粒中量、石英
片少量

中期後葉
加曽利 EⅢ式 600Y

第74図15
図版25-2-15 深鉢 底部

破片 厚 0.7
平底／広がりなが
ら立ち上がる胴部

無文／胴部外面に削り、ミガキ調整痕
あり

にぶい橙／砂
粒中量、小礫
少量、

中期後葉？ 撹乱

第74図16
図版25-2-16 深鉢 口縁部

破片 厚 0.5
口唇部にかけてや
や内湾しながら立
ち上がる

口縁部にＣ字状の隆帯／横位の沈線が
２列／沈線間に棒状工具の先端による
押圧文／外面にミガキ痕あり

橙／砂粒中量、
石英片微量 後期前葉

堀之内式 600Y

第74図17
図版25-2-17 高坏 口縁部

破片 厚 0.5 外傾してやや内湾 無文／全面に赤彩 浅黄橙／砂粒
微量

弥生後期～古
墳時代前期 遺構外

第74図18
図版25-2-18 高坏 口縁部

破片 厚 0.5 外傾 無文／外面一部に赤彩？ にぶい橙／砂
粒微量

弥生後期～古
墳時代前期 (B-3)G

第74図19
図版25-2-19 壷 胴部

上半破片 厚 0.5
僅かに膨らみをも
ち、内傾する

内面：ヘラナデ／上段に Z字状の端末
結節文を伴うLR単節結節文を施文／下
段に LR単節斜縄文は施される

浅 黄 橙 ／ 砂
粒・小礫微量 弥生後期～古

墳時代前期 撹乱

第74図20
図版25-2-20 甕 胴部

破片 厚0.6
やや膨らみをもつ 内面：ヘラナデ／外面：斜め方向のハ

ケ目調整／外面に赤彩？
にぶい橙／砂
粒微量、礫少
量

弥生後期～古
墳時代前期 撹乱

図版25-2-21 鉢 底部
破片 厚 1.4

平底／広がりなが
ら立ち上がる

底部内面にナデ調整痕あり／底部外
面：回転ヘラ削り痕あり／瀬戸・美濃
系

灰色
18～19c 撹乱

図版25-2-22 磁器
碗

胴部
破片 厚 0.3 内湾する ロクロ成形／染付／外面に草花文／見

込みに一重圏線／肥前系
白灰色 18～19c (B-3)G

図版25-2-23 陶器
灯明皿

底部
破片 厚 0.4 平底／浅く立ち上がる

ロクロ成形／見込みに鉄釉 淡黄白色 19c 撹乱

図版25-2-24 焙烙 底部
破片 厚 0.7

平底 内外面に煤付着 橙色／砂粒・
白色粒子・赤
褐色粒子中量
／雲母片微量

19c 根切り溝

第38表　遺構外出土遺物一覧
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７・８は阿玉台Ⅰ b式、９は阿玉台Ⅱ式と考えられる。13が中期中葉の勝坂式土器、14が中期後葉の
加曽利 EⅢ式土器である。15は底部破片で、中期後葉の土器か。16は後期前葉の堀之内式土器である。

４．弥生時代後期～古墳時代前期の土器（第74図17～20、図版25－2－17～20、第38表）
　17・18は高坏形土器の口縁である。19は壷形土器、20は甕形土器の胴部破片である。

５．近世の遺物（図版25－２－21～25、第38表）
［陶磁器・土器］（図版25－２－21～24、第38表）
　21は瀬戸・美濃系の鉢の底部である。22は磁器で、肥前系の碗である。23は灯明皿。24は焙烙であ
る。
［石  製  品］（図版25－２－25）
　25は粘板岩製の石版である。橙色を呈する。表面に一部平坦な平滑面を残す。裏面は全て剥離面で
ある。表面の平滑面には横、斜め方向に擦痕が認められる。また、表面の剥離面内、下側折れ面に研磨
面が一部認められ、砥石として転用された可能性がある。最大長5.6㎝、最大幅4.8㎝、最大厚1.2㎝、
重量12ｇ。
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第５章　調査のまとめ

　本書は、平成28・29年度に発掘調査を実施した、中道遺跡第76地点、城山遺跡第91①地点、西原大
塚遺跡第211地点の調査成果をまとめたものである。
　ここでは、各地点においての所見をまとめることにする。

第１節　中道遺跡第76地点の調査成果

（１）縄文時代の遺構・遺物について
11号住居跡
　住居構造としては、南半部が調査区外にあり、北半部を中世以降の土坑・ピットに著しく破壊されて
いるため、詳細は不明である。
　出土遺物としては、比較的に大きな破片である曽利式土器（第６図１）が出土している。この土器は
口縁部が無文で胴部上半には半截竹管による横位平行沈線文と交互刺突列文が施文され、胴部に縦位条
線文を地文に両端部に渦巻文を施文した弧状の隆帯文が施文されている。この曽利式土器の特徴につい
ては、櫛原氏の編年による口縁部無文の大きく開いた平口縁の長胴甕に分類されるものと思われる（櫛
原　2008）。ただし、本例は最大径が口縁部ではなく胴部にもち、さらにⅡ a式から出現する胴部文様
のつなぎ弧文の変形とも見られる単位的な弧文が施文されていることは、簡単に編年に対応させること
は難しい。おおまかには地文の縦位沈線文が綾杉状に変化する以前の特徴と考えれば、Ⅱ b式～Ⅲ a式
に比定できるものであろう。

12号住居跡
　住居構造としては、長軸7.4ｍ・短軸6.0ｍを測る楕円形と思われる平面形をもち、住居中央のほぼ床
面からは南北方向に細長く礫が配置され、その南端から第８図１の土器が埋められていた。
　１の土器は、両耳壷で、口縁部に無文部をもち、胴部は縄文を地文に微隆起線に区画された内部が無
文の連結渦巻文が施文されている。この特徴から、本住居跡の時期は、加曽利ＥⅣ式期に比定すること
ができる。また、礫の中には第９図16の軽石製の浮子１点（完形品）が出土したことに注目される。

（２）平安時代の住居跡について
　25号住居跡からは、須恵器坏形土器１点（第17図１）が出土している。この須恵器坏形土器は、推
定口径12.2㎝・器高4.1㎝・底径6.6㎝を測る酸化炎焼成の土器である。口径－底径比は底径が口径の
1／2を上回り、底部に回転糸切り痕が残り、口縁端部が外反しないことから、鳩山編年によるⅥ～Ⅶ
期（渡辺　1990）に比定される。また、古代の入間を考える会で提示されている東金子窯編年（根本
　2015）では、「Ⅶ期前半の坏は、Ⅵ期と器形的な変化は乏しい」と説明されているものの、内底径差
に大きな違いがあるとされ、その指標を使用することが有効と考えられる。内底径の値は、Ⅵ期が7.6
～6.4㎝、Ⅶ期が6.6～5.9㎝を参考にすると、本資料の内底径は6.0㎝を測る。そのため、Ⅶ期（９世紀
中葉）に比定されるものと考えられる。
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（３）中世以降の遺構・遺物について
　中世以降の遺構については、土坑24基・溝跡５本・ピット295本が検出された。これらの遺構は、
基本的に調査区全域から検出されるもので、今回の調査では、主体となる内容のものと考えられる。

①土坑
　総数40基のうち、中世以降に該当するものは24基であった。出土遺物から考えると大部分が近世に
比定されるものである。出土遺物については、良好な資料が乏しく、詳細な時期を設定することも難し
い。平面形は長方形の土坑19基（Ｂ群２類：11基、３類：７基）、円形・楕円形の土坑５基（Ｃ群）に
大別でき、前者はほぼ東西方向あるいは南北方向に長軸方向をもっている。

②溝跡
　30～34号溝跡は、上幅30㎝・深さ20㎝前後の小規模のものである。35号溝跡は、上幅150～180㎝・下
幅75～90㎝・深さ99～147㎝を測り、この規模のものは、本地点の北方に位置する城山遺跡内の「柏の
城」関連遺構でいう中規模の堀跡に匹敵する程の遺構であることで注目に値する。また、35号溝跡は、本
地点の南西方向に50ｍほど離れて位置する中道遺跡第44地点の22号溝跡（尾形・深井　2000）、さら
に南側の富士見・大原線（現ユリノキ通り）の道路工事に伴う第２地点（佐々木・尾形　1988）のⅠ
区で検出された８号溝跡あるいは11号溝跡が、規模と走向角度が類似し、同一遺構である可能性がで
てきた。今のところ、35号溝跡については、時期や機能も不明であるが、これだけの規模の溝跡を使
用し機能させる必要があったことは事実であるため、今後の調査により解明されるものと期待したい。

③ピット
　ピットは調査区全域から多く検出され、合計332本を数え、中世以降に該当するものは、そのうち
294本であった。特に、（Ｂ～Ｅ－１・２）グリッドに直線的に並ぶものは、直軸60㎝・深さ50㎝を超
えるやや規模の大きなものと言える。これらのピットの時期は、出土遺物が乏しく特定は難しいが、平
面的に調査区東隅から北東隅に位置する（Ｆ・Ｇ－１・２）グリッドでは検出されず、（Ｅ－１・２）
グリッド付近まで検出されていることから、この付近で南北方向に屈曲する可能性がある。これは調査
区北東隅から検出され、南北方向に走向する35号溝跡と何らかの関連があるかもしれない。

第２節　城山遺跡第91①地点の調査成果

（１）古墳時代後期の遺構・遺物について
　古墳時代後期の遺構については、住居跡４軒（296～299号住居跡）が検出された。ここでは、出土
遺物が多かった296・297号住居跡の出土土器について考えてみることにする。

296号住居跡（第43図）
　本住居跡から出土の土器は、土師器のみで、器種構成は、坏・鉢・甕形土器である。
　特に坏形土器については、１・２がいわゆる比企型坏（水口　1989・尾形　1999）で、さらに胎土
の色調が赤い胎土を特徴とするため、入間系土師器（尾形　2008）と考えられる。３～７は無彩系を
中心とする、在地系土師器（尾形　2006）である。
　以上から、時期については、１が推定口径11.0㎝、２が推定口径12.2㎝であり、概して法量の小型
化が見られることから、おおよそ７世紀中葉～後葉に比定できるが、口径の最も小さい６が推定口径
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10.6㎝であることから、７世紀後葉としても良いものと考える。

297号住居跡（第46～48図）
　本住居跡からは、多くの土師器と２点の須恵器が出土している。器種構成としては、土師器では坏・
高坏・鉢・甑・甕・台形土器、須恵器では坏蓋・器台形土器である。
①土師器坏形土器（第46図１～９）
　１～５は赤色土器で、これらはいわゆる比企型坏と呼ばれる一群である。ただし、これらの土器はす
べて同時期のものとは考えづらく、１～３は口径13㎝未満で口唇部が短くツンと外反し、深身タイプ
することから、いわゆる比企型坏では、初現タイプ（尾形　1999）に属するものである。これらは、
296号住居跡出土のものと同様に赤い胎土を特徴とすることから、入間系土師器と考えられる。時期は
６世紀初頭に比定される。４・５については、器高がやや低くなり。頸部に稜をもつが、まだ口縁部内
面に沈線が見られない特徴は、定型化タイプ（尾形　1999）出現直前のタイプで、６世紀後葉に比定
されるものである。８・９は在地系土師器である。
②土師器高坏形土器（第46図10）
　有段高坏の脚台部で、赤い胎土を特徴とすることから、入間系土師器と考えられる。この有段高坏は
志木市での最古の例として、中道遺跡第37地点第19号住居跡（佐々木・尾形　1997）・城山遺跡第62
地点251号住居跡（尾形・德留・深井・青木　2012）があることから、５世紀中葉を初現とするタイ
プのものである。
③土師器鉢形土器（第46図13）
　在地系土師器の鉢形土器である。口縁部が大きく外反する浅鉢タイプである。このタイプは、７世紀
中葉に比定される城山遺跡第１地点42号住居跡（佐々木・尾形他　1988）、同遺跡第７・９地点69号
住居跡（尾形・佐々木　1991）などから類似品が出土していることから、時期についても７世紀中葉
で良いであろう。
④土師器甑形土器（第46図14～17）
　14～17の４点が出土している。すべて底部が筒抜け式のものである。そのうち、14は複合口縁を呈し、
厚手でさらに赤い胎土を特徴とすることから、入間系土師器と考えられる。時期は６世紀初頭である。
また、15～17は在地系土師器で、15は大きく外反する口縁部を呈し、７世紀中葉の特徴を示している。
⑤土師器甕形土器（第47図18～22、第48図23～34）
　18～22・26は丸甕、27～34は長甕、23・24は球胴甕である。つまり、これらの土器はすべて同時
期のものではなく、23・24の球胴甕は６世紀初頭にそれ以外は７世紀以降の在地系土師器と考えられ
る。特に長甕では、口縁部に最大径をもつタイプであるが、７世紀後葉以降に特徴の胴部上半からの広
がりがまだ見られないことから、全体に７世紀中葉の範ちゅうで良いであろう。
⑥土師器台形土器（第48図35）
　天井部付近の破片と思われる。土製支脚とも思われたが、在地系土師器であろう。
⑦須恵器坏蓋形土器
　11は湖西製品と考えられる。口縁部を欠損するが、口縁部と天井部の境に沈線がまわっており、法
量の極端な縮小化も見られないことから、湖西Ⅱ第５～６小期に比定できる（後藤　1989）。
⑧須恵器器台形土器
　12は脚台部のみの破片で、陶邑製品と考えられる精巧な作りの製品（ＴＫ208型式）である（田辺　
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1966）。この土器については、なぜか周辺において、同遺跡第25地点104号住居跡（尾形　1996）、本
地点の西隣りの同遺跡第34地点125・127号住居跡（尾形・深井　1999）からもほぼ同じ大きさの破
片で出土しており、特異な存在と言えるものである。こうした破片での出土については、当時の貴重な
ものとしての須恵器への憧憬があり、所持することでステイタス的な意味があったことを示す資料の一
例となるかもしれない。
　以上、土器の特徴から時期を考えると、新旧大きく様相が異なる特徴をもつ土器群に区分することが
できる。以下に時期を設定する。
　－古段階（住居の時期）：６世紀初頭－
　 　坏形土器の１～３のいわゆる初現タイプの比企型坏や有段高坏、14の甑形土器や23・24の甕形土
器の一群である。
　―新段階（土器廃棄の時期）：７世紀中葉－
　 　すべて在地系土師器で構成される一群である。８・９の坏形土器、15～17の甑形土器、23・24を
除いた甕形土器が該当する。
　 　最後に事実記載の所見でも述べているが、本住居跡は、遺構の時期は６世紀初頭に比定されるが、
７世紀中葉に土器の捨て場として使用した可能性がある。

第３節　西原大塚遺跡第211地点の調査成果

（１）弥生時代後期～古墳時代前期の遺構・遺物について
32号住居跡
　本住居跡は今回の調査によって、ほぼ全体が検出された。住居構造としては、隅丸長方形を呈し、北
東寄りに地床炉、南西側に貯蔵穴、凸堤を有する。柱穴は西隅に１本のみ検出されている。住居南隅に
は赤色砂利層が広がり、貯蔵穴と凸堤、小型の台付甕（12）、炭化材と重複していた。赤色砂利層は祭
壇状遺構と考えられ（小倉　1990）、それが崩れて広がったと思われる。本住居跡は第169地点調査時
に床面上から炭化材が検出されており、焼失住居の可能性が指摘された（德留・尾形　2012）。今回の
調査でも床面状から炭化材が検出され、焼失住居の可能性を追認できた。赤色砂利層と炭化材の分布が
重複することから、住居焼失→炭化材の堆積（屋根・柱材の崩落）→赤色砂利層の堆積（崩れ）→覆土
の堆積、という堆積経過を想定できよう。
　出土遺物としては、高坏・壷・甕が出土している（第65・66図）。床面上～覆土下層では台付甕
（12～15、25～27）が出土している。台付甕の変遷は器形の変化が明瞭に見られず（比田井　1997）、
時期比定は難しいが、出土した台付甕の特徴は、①口縁に刻み目を有し、②口縁部に縦方向のハケ目・
ヘラナデ調整がなされ、③頸部の屈曲が緩やかで、④最大幅が胴部中位にある点である。１点のみ出土
している高坏の裾部（16）だが、覆土中層からの出土であり、本住居跡の時期を示すものではないだ
ろう。坩・器台などの小型品が出土していないことも考え合わせると、本住居跡は弥生時代後期末葉～
古墳時代初頭に位置づけられよう。

600号住居跡
　本住居跡は中央部、西側に大きく撹乱されている。住居構造は壁溝を持つ隅丸方形で、地床炉、入り
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口ピット、貯蔵穴、凸堤、赤色砂利層を検出した。柱穴は検出されなかった。赤色砂利層の範囲は広
く、貯蔵穴、凸堤と重複する。赤色砂利層に含まれる小礫が貯蔵穴覆土から検出されており、赤色砂利
層が崩れて入り込んだと思われる。
　出土遺物は、壷・甕の小破片のみで（第68図）、大半が住居覆土中からの出土である。２の壷は32Y
の覆土中から出土した小破片と住居間接合している。覆土上層からの出土であり、廃棄の際に入り込ん
だものと推測される。甕の特徴としては、口縁部に刻み目を有し（３）、頸部の屈曲が緩やか（３・４）
な点である。これだけの情報で時期比定は難しいが、幅を持たせて考えると弥生時代後期末葉～古墳時
代初頭に位置づけられようか。

［引用・参考文献］

江戸遺跡研究会編　2001『図説　江戸考古学研究事典』柏書房

尾形則敏　1996『志木市遺跡群Ⅶ』志木市の文化財第 23集　埼玉県志木市教育委員会

　　　　　1999 『いわゆる「比企型坏」の編年基準の要点―小地域を対象とした編年の確立に向けて―』『あらかわ』第 2集　

あらかわ考古談話会

　　　　　2006 「七世紀における「在地系土師器」の出現と歴史的意義―武蔵野台地北西部の無彩系・黒色系土師器の一事例―」

『埼玉の考古学Ⅱ―埼玉考古第 41号―』埼玉考古学会

　　　　　2008 「古墳時代後期の土師器研究の再確認―（仮称）「入間系土師器」の実態と生産地推定を例にして―」『埼玉考

古』第 43号　埼玉考古学会

尾形則敏・佐々木保俊　1991『志木市遺跡群Ⅲ』志木市の文化財第 16集　埼玉県志木市教育委員会

尾形則敏・深井恵子　1999『志木市遺跡群 9』志木市の文化財第 27集　埼玉県志木市教育委員会

　　　　　　　　　　2000『志木市遺跡群 10』志木市の文化財第 28集　埼玉県志木市教育委員会

尾形則敏・深井恵子・青木　修　2004 『中野遺跡第 49地点―東京電力志木変電所の埋蔵文化財発掘調査報告―』志木市遺跡調

査会調査報告第７集

　　　　　　　　　　　　　　　2005 『城山遺跡第 42地点　埋蔵文化財発掘調査報告書』志木市遺跡調査会調査報告第 10集  

埼玉県志木市遺跡調査会

尾形則敏・德留彰紀・深井恵子・青木　修　2012 『城山遺跡第 62地点　埋蔵文化財発掘調査報告書』志木市の文化財第 48集　

埼玉県志木市教育委員会

小倉　均　1990「弥生時代から古墳時代にかけてみられる祭壇状遺構の研究」『埼玉考古』第 27号　埼玉考古学会

櫛原功一　2008「曽利式土器」『総覧　縄文土器』「総覧　縄文土器」刊行委員会

後藤建一　1989「湖西古窯跡群の須恵器と窯構造」『静岡県の窯業遺跡』静岡県教育委員会

佐々木保俊・尾形則敏　1988『中道遺跡発掘調査報告書』志木市遺跡調査会調査報告第５集　埼玉県志木市遺跡調査会

　　　　　　　　　　　1997『志木市遺跡群Ⅷ』志木市の文化財第 25集　埼玉県志木市教育委員会

佐々木保俊・尾形則敏他　1988『城山遺跡発掘調査報告書』志木市遺跡調査会調査報告第 4集　埼玉県志木市遺跡調査会

佐々木保俊・内野美津江・宮川幸佳　2005 『西原大塚遺跡第 110 地点埋蔵文化財発掘調査報告書』志木市遺跡調査会調査報告

第９集　埼玉県志木市遺跡調査会

田辺昭三　1966『陶邑古窯跡群Ⅰ』平安学園考古学クラブ

德留彰紀・尾形則敏　2012 『西原大塚遺跡第169地点　埋蔵文化財発掘調査報告書』志木市の文化財第47集　埼玉県志木市教

育委員会

根本　靖　2015 「１章　９世紀の東金子窯製品の編年　１．坏」『南比企窯と東金子窯（Ⅱ）―東金子窯の開業と９世紀の編年―』

古代の入間を考える会

比田井克仁　1997 「弥生時代後期における時間軸の検討－南武蔵地域の検討を通して－」『古代』第 103号　早稲田大学考古学会

水口由紀子　1989「いわゆる “ 比企型坏 ” の再検討」『東京考古』第７号　東京考古学会

渡辺　一　1990『鳩山窯跡群Ⅱ』鳩山窯跡群遺跡調査会　鳩山町教育委員会



［付　　編］

自 然 科 学 分 析





－ 145 －

Ⅰ　西原大塚遺跡32号住居跡出土炭化材の樹種同定

黒沼保子（パレオ・ラボ）

1．はじめに
　志木市に所在する西原大塚遺跡の第211地点の32号住居跡から出土した炭化材について樹種同定を
行った。また、第169地点でも同じ32号住居跡から出土した炭化材の樹種同定が行われていたため
（小林　2012）、結果についてまとめた。

2．試料と方法
　分析試料は、32号住居跡から出土した炭化材41点である。32号住居跡は、弥生時代後期末葉～古墳
時代初頭の遺構と推測されている。
　樹種同定に先立ち、肉眼観察と実体顕微鏡観察による形状の確認と、残存年輪数および残存径の計測
を行った。その後、カミソリまたは手で3断面（横断面・接線断面・放射断面）を割り出し、直径１㎝
の真鍮製試料台に試料を両面テープで固定した。次に、イオンスパッタで金コーティングを施し、走査
型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　VHX-D510）を用いて樹種の同定と写真撮影を行った。

3．結果
　樹種同定の結果、広葉樹のコナラ属クヌギ節（以下、ク
ヌギ節）と、コナラ属コナラ節（以下、コナラ節）の2分
類群が確認された。形状が不明の試料や不明破片が多い
が、半径１～３㎝程のみかん割状や丸木？、3.5㎝角の角
材？もみられた。結果を第39表に、一覧を第40表に示す。
　以下に、同定根拠となった木材組織の特徴を記載し、走
査型電子顕微鏡写真を図版に示す。
　（1）コナラ属クヌギ節　Quercus sect. Aegilops　ブナ科　図版26　1a-1c（炭1）
　大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では急に径を減じた円形で厚壁の小道管が単独で放射
方向に配列する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組
織は同性で、単列と広放射組織の2種類がある。
　クヌギ節は暖帯に生育する落葉高木で、クヌギとアベマキがある。材は重硬および強靱で、加工困難
である。
　（2）コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus　ブナ科　図版26　2a-2c（炭4）
　大型の道管が年輪のはじめに1列程度並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環
孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で、単列
と広放射組織の2種類がある。
　コナラ節は暖帯から温帯下部に分布する落葉高木で、カシワとミズナラ、コナラ、ナラガシワがあ
る。材は全体的に重硬で、加工困難である。

樹　　種 計

コナラ属クヌギ節 23

コナラ属コナラ節 18

計 41

第39表　第211地点の分析結果
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4．考察
　弥生時代後期末葉～古墳時代初頭の遺構と推測される32号住居跡では、第211地点ではクヌギ節が
23点と、コナラ節が18点確認された。また、第169地点で行われた炭化材10点の樹種同定は、いずれ
もクヌギ節であった（小林　2012）。いずれも用途は不明であるが、建築部材や燃料材の可能性が考え
られる。西原大塚遺跡の以前の調査でも、同様に弥生時代末～古墳時代前期の住居跡出土の炭化材につ
いて行われた樹種同定が行われており、クリやクヌギ節、コナラ節が確認されている（伊東・山田編　
2012、黒沼　2017）。関東地方の弥生時代～古墳時代前期の住居跡では、コナラ節やクヌギ節が多く
確認される傾向があり（伊東・山田編　2012）、地域の木材利用傾向と一致している。コナラ節やクヌ
ギ節は陽樹で、二次林的な要素が大きい。遺跡周辺に存在した二次林が伐採利用されていたと推測され
る。

［引用・参考文献］
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地点名 No. 樹種 形状 残存径 残存
年輪数 地点名 No. 樹種 形状 残存径 残存

年輪数
第211地点 炭1 コナラ属クヌギ節 不明破片 2㎝角以下 9 第211地点 炭27 コナラ属クヌギ節 不明 2×2.5㎝ 14

炭2 コナラ属クヌギ節 不明破片 1.5㎝角以下 7 炭28 コナラ属クヌギ節 不明 3×2.5㎝ 15
炭3 コナラ属クヌギ節 不明破片 1㎝角以下 3 炭29 コナラ属クヌギ節 不明 4×3㎝ 23
炭4 コナラ属コナラ節 不明破片 2.5㎝角以下 15 炭30 コナラ属クヌギ節 不明 2.5×2㎝ 10
炭5 コナラ属コナラ節 不明破片 2.5㎝角以下 14 炭31 コナラ属クヌギ節 不明 1.5×2㎝ 10
炭6 コナラ属コナラ節 不明破片 1.5㎝角以下 9 炭32 コナラ属クヌギ節 不明 1.5×1.8㎝ 7
炭7 コナラ属コナラ節 不明破片 1.5㎝角以下 6 炭33 コナラ属コナラ節 不明 2×3.5㎝ 12
炭8 コナラ属コナラ節 不明 0.5×1㎝ 5 炭34 コナラ属コナラ節 不明 1.5×2.5㎝ 9
炭9 コナラ属コナラ節 みかん割り状 半径1.5㎝ 8 炭35 コナラ属コナラ節 不明 1×2.5㎝ 11
炭10 コナラ属コナラ節 みかん割り状 半径2㎝ 9 炭36 コナラ属クヌギ節 不明破片 2㎝角以下 8
炭11 コナラ属コナラ節 みかん割り状 半径2㎝ 12 炭37 コナラ属コナラ節 不明破片 2.5㎝角以下 6
炭12 コナラ属コナラ節 不明破片 0.5㎝角以下 1 炭38 コナラ属クヌギ節 角材？ 3.5×3.5㎝ 34
炭13 コナラ属コナラ節 みかん割り状 半径1.5㎝ 10 炭39 コナラ属コナラ節 不明破片 1.5㎝角以下 11
炭14 コナラ属コナラ節 不明（節） 2×1㎝ 不明 炭40 コナラ属クヌギ節 不明破片 1㎝角以下 8
炭15 コナラ属クヌギ節 みかん割り状 半径2㎝ 19 炭41 コナラ属クヌギ節 不明 1.5㎝角以下 17
炭16 コナラ属クヌギ節 不明 2×2.5㎝ 17 第169地点 炭1 コナラ属クヌギ節 － － －
炭17 コナラ属クヌギ節 みかん割り状 半径1㎝ 7 炭2 コナラ属クヌギ節 － 1.5㎝ 11
炭18 コナラ属クヌギ節 不明 1×0.5㎝ 2 炭3 コナラ属クヌギ節 － 1.3㎝ 9
炭19 コナラ属コナラ節 みかん割り状 半径1.8㎝ 14 炭4 コナラ属クヌギ節 － 3.3㎝ 22
炭20 コナラ属クヌギ節 丸木？ 半径3㎝ 18 炭5 コナラ属クヌギ節 － － －
炭21 コナラ属コナラ節 みかん割り状 半径1㎝ 7 炭6 コナラ属クヌギ節 － 5.5㎝ 19
炭22 コナラ属クヌギ節 不明破片 1㎝角以下 10 炭7 コナラ属クヌギ節 － 3.2㎝ 7
炭23 コナラ属クヌギ節 不明破片 1㎝角以下 5 炭8 コナラ属クヌギ節 － － －
炭24 コナラ属クヌギ節 不明 1×2㎝ 6 炭9 コナラ属クヌギ節 － 5.5㎝ 25
炭25 コナラ属クヌギ節 不明 2×3㎝ 14 炭10 コナラ属クヌギ節 － 1.3㎝ 4
炭26 コナラ属クヌギ節 不明 1×2㎝ 12

第40表　32号住居跡出土炭化材の樹種同定結果一覧
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Ⅱ　西原大塚遺跡から出土した炭化種実

佐々木由香・バンダリ スダルシャン（パレオ・ラボ）

1．はじめに
　埼玉県志木市幸町に所在する西原大塚遺跡は、柳瀬川を北西に望む武蔵野台地北東端の台地の縁辺に
立地する、旧石器時代から近世にかけての複合遺跡である。ここでは、第211地点の竪穴住居跡から得
られた炭化種実の同定を行い、当時利用された種実について検討した。なお、同一遺構から出土した試
料を用いて樹種同定も行われている（樹種同定の項を参照）。

2．試料と方法
　試料は、第211地点の32号住居跡から出土した台付甕形土器（第66図12）内堆積物の水洗済み試料
1試料である。考古学的な所見による遺構の時期は、弥生時代後期末葉～古墳時代初頭である。
　堆積物試料の採取から水洗までの作業は、志木市教育委員会によって行われた。水洗前の土壌重量を
第41表に示す。種実の抽出、同定および計数は、実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、完形または
一部が破損していても1個体とみなせるものは完形として数え、１個体に満たないものは破片とした。
同定された試料は、志木市教育委員会に保管されている。

3．結果
　同定した結果、同定可能な炭化種実は得られ
なかった。状態が悪く、科以上の細分に必用な
識別点が残存していない２点を、同定不能炭化
種実とした。炭化種実以外には、炭化した虫え
いが１点みられた（第41表）。
　次に、記載を示し、図版26に写真を掲載し
て同定の根拠とする。
(1) 虫えい　Gall
　上面観は円形、側面観は扁平で、中央がゆるやかに凹む。直径2.3㎜、厚さ1.8㎜。

4．考察
　竪穴住居跡から出土した炭化種実を検討した結果、第211地点の弥生時代後期末葉～古墳時代初頭の
32号住居跡から出土した土器内からは炭化種実が得られなかった。
　虫えいは、炭化材などに伴って住居内に持ち込まれた可能性がある。

地点名 第211地点
遺構名 32号住居跡
採取位置 土器内（一括）
時期 弥生時代後期末葉～古墳時代初頭

分類群 水洗重量 (g) 579.5
同定不能 炭化種実 (2)
虫えい 炭化 1

第41表　出土した炭化種実（括弧内は破片数）
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ふ  り  が  な
所収遺跡名

ふ　り　が　な
所　在　地

コード 北 緯
(°′″)

東 経
(°′″) 調査期間 調査面積㎡

（全体面積） 調査原因
市町村 遺跡番号

中
なか

 道
みち

 遺
い

 跡
せき

（第76地点）
志
しき

 木
き

 市
し

 柏
かしわ

 町
ちょう

5丁目2955-1、2956-1・3他
11228 09-005

35°
49′
49″

139°
34′
07″

20160516
～

20150730
403.68 道路及び給排

水の築造

城
しろ

 山
やま

 遺
い

 跡
せき

（第91①地点）
志
しき

 木
き

 市
し

 柏
かしわ

 町
ちょう

3丁目2640-12
11228 09-003

35°
49′
51″

139°
34′
09″

20160926
～

20161111

198.00
(566.00) 分譲住宅建設

西
にしはらおおつか

原大塚遺
い

跡
せき

（第211地点）
志
しき

 木
き

 市
し

 幸
さいわい

 町
ちょう

2丁目8132-1
11228 09-007

35°
49′
20″

139°
33′
45″

20170410
～

20170509

220.00
(438.92) 分譲住宅建設

所収遺跡名 種　別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

中道遺跡
（第76地点） 集落跡

縄文時代

平安時代

中世以降

住居跡 2軒
炉穴 2基
土坑 13基
ピット 9本
住居跡 1軒
ピット 27本
土坑 27基
溝跡 6本
ピット 296本

土器・石器
土器
土器・石器
土器
須恵器
須恵器・土師器
陶磁器・石製品・鉄製品
陶磁器・瓦
陶器・石製品

35Ｍは何らかの
堀跡と考えられ、
本地点の南側の
第44地 点 で 検 出
さ れ た22Ｍ と 同
一遺構である可
能性がある。

城山遺跡
（第91①地点） 集落跡

縄文時代

古墳時代
平安時代
中世以降

炉穴 2基
ピット 1本
住居跡 4軒
ピット 1本
土坑 14基

ピット 42本

土器
須恵器・土師器
須恵器・土師器
陶磁器・土器・鉄製品・
銅製品
瓦

297H は6世 紀 初
頭の住居跡であ
るが、7世紀中葉
に住居中央付近
が一度掘り返さ
れ、 土 器 捨 て 場
として使用され
た可能性がある。

西原大塚遺跡
（第211地点） 集落跡

縄文時代
弥生時代後期～古墳時代前期
時期不明
その他

溝跡 1本
住居跡 2軒
ピット 6本
倒木痕 7基

土器
土器
なし
縄文土器

32Ｙは焼失住居
で、 床 面 か ら は
炭化材が出土し
た。 炭 化 材 は 自
然化学分析を行
った。

要　　約

　中道遺跡は、旧石器時代から近代までの複合遺跡である。今回の第76地点の調査では、中世以降の土坑・溝跡・ピットを
中心に、縄文時代の住居跡・炉穴・土坑、平安時代の住居跡などが検出された。35Ｍは上幅150～180㎝・下幅75～90㎝・
深さ90～147㎝の規模の大きなもので、中世～近世の何らかの堀跡であろう。
　城山遺跡は、旧石器時代から近世までの遺構が検出される複合遺跡である。今回の第91①地点では、縄文時代の炉穴、古
墳時代後期の住居跡、中世以降の土坑などが検出された。297Ｈは住居跡の時期が６世紀初頭に位置付けられるが、住居中央
付近に７世紀中葉の土器がまとまって出土していることから、一度掘り返され、土器捨て場として使用された可能性がある。
　西原大塚遺跡は、縄文時代中期の環状集落や弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡を主体とする遺跡である。今回の第
211地点では、縄文時代の溝跡１本、弥生時代後期から古墳時代前期の住居跡２軒などが検出された。32Ｙは焼失住居で、
床面からは炭化材が出土した。炭化材は自然科学分析を行い、全51点中、クヌギ節33点、コナラ節18点であった。また、倒
木痕がまとまって７基確認され、時期は縄文時代のものと判明した。
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